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　真新しい衣服を身に纏まとい、俺おれは空を仰ぎ見る。

　雲一つない快晴。そよぐ微び風ふうが肌はだに心地ここちよい。

　夏休みに入って数日後ごの駅前である。

　未み来らい都市めいたモノレールが、なめらかに視し界かいを横切っていった。

　駅に流れ込む人の群れとは別に、おしゃれな格かつ好こうをした若者たちが、俺の周囲に点てん在ざいしていた。腕うで時計や携けい帯たいを眺ながめているやつもいる。俺もまた、自分の時計に目をやった。

　──九時半。

「……早く着きすぎちまったな」

　呟つぶやいたとき、待ち人の声がした。

「お、おまたせっ」

　顔を上げると、照れくさそうな微笑ほほえみを浮かべている……俺の彼女がそこにいた。

　俺の愛しい恋人である彼女の名前は、高こう坂さか桐きり乃の。

　ライトブラウンの髪かみの毛、両耳みみにはピアス、長くしなやかな脚あし、すらりと均きん整せいの取れた身体からだ。

　幼さを残した顔にはしかし、肉親さえをも魅み了りようしてしまうほどの色いろ気けがあった。

　桐乃が現れたとたん、周囲がざわめく。俺みたいに地じ味みなやつと待ち合わせていたのが、まさかこんな美び少女だとは思わなかったんだろうな。

　どうだすげえだろ、という優ゆう越えつ感かんがなかったといえば、噓うそになる。

「別に待ってねえよ。──行くか」

「うん」

　嬉うれしそうに頷うなずいて、桐乃は自然と腕を絡めてくる。

　柔らかなふくらみの感かん触しよくに、不ふ覚かくにもどきりとしてしまった。

　俺は、きょろきょろと周囲を見渡して、ごくんと唾つばを飲み込んでから、

「その服……似に合あってるぞ」

「そ、そう？　ありがと」

　桐乃は、へへ、と小さく笑って、俺をすぐ近くから見上げてくる。

「そっちのカッコも、今日きようはけっこう、いい感じ」

「まあ、おまえが選んだ服なんだけどな」

「あんたって、センスないから」

「うっせ」

　他愛たわいもない会話をかわしながら、俺たちは駅から離れ歩いていく。

　ロータリーを反はん時計回まわりに半はん周しゆうし、朝の繁はん華か街がいへ。

「あの……あの、さ」

「あん？」

「あんたのこと……今日きようは、〝京きよう介すけ〟って、呼ぶから」

「……突然どうした」

「だって、その方が……恋こい人びとっぽいじゃん？」

　よっぽど恥はずかしいんだろう。桐きり乃のは自分が囁ささやいた台詞せりふに、真まっ赤かになってしまっていた。

　かくいう俺おれも、照れくさいのが伝でん染せんしてきてしまって──

「か、勝かつ手てにしろよ」

　ぷいっとそっぽを向くのであった。

　そんな俺たちの様よう子すは、どっからどう見ても初うい々ういしい恋人同どう士し。

「じゃ、きょ、京きよう介すけ……」

「な、なんだ？」

「今日きようは……どこに行こっか」

　驚いたやつも多いだろうな。

　めちゃくちゃ仲の悪い兄妹だったはずの俺たちが、いつの間に、こんなただならぬ関係になっちまっているのか………………時を遡さかのぼって説明しよう。




　リアを見送ったあのとき……俺は妹から、こんな『お願い』を切り出されたのだ。




　──あんた、あたしの彼かれ氏しになってよ。




　そのとんでもない台詞を聞いた俺は、自分の耳が信じられず、咄とつ嗟さに返事ができなかった。驚きよう愕がくに目を見開き、全身を硬こう直ちよくさせ、困こん惑わくするばかり。

　そんな俺を見た桐乃は、

「……えと……」

　かぁっと頰ほおを紅こう潮ちようさせたまま、もごもごと言葉をさまよわせていた。

　弱気な上うわ目め遣づかいで俺を見上げ、

「あの……だ、ダメ？」

「いやっ……」

　俺は思わずたたらを踏んだ。

「駄だ目めっつうか……言ってる意味が……!?」

　反射的に、様子のおかしい妹から距離を取ってしまう。

　最初の人じん生せい相談で『桐乃が妹ゲーにはまっている理由』を考え、最悪の想そう像ぞうをしてしまったあのときと、似たような心しん境きようだ。

「お、おお、俺はおまえの兄あに貴きだぞ？　ていうかなに？　おま……俺のこと好きだったの!?」

　妹モノのエロゲーみてえな台詞だった。

　まさか自分で言うハメになろうとは……。

「！」

　俺おれがドン引き気味の返答をすると、桐きり乃のは目を見開いて固まった。真まっ赤かだった顔が一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくになり──一いつ転てん、ギリッと歯を食いしばった。再び顔を紅こう潮ちようさせて怒ど鳴なる。

「違う！　ッ……違う！　あんたのことなんか……あんたのことなんか……好きなわけないじゃん！　なに勘かん違ちがいしてんの!?」

　力一いつ杯ぱいの身み振ぶりとともに言葉を叩たたきつける──もの凄すごいキレっぷりだった。

　俺はおおいにビビリながらも、突っ込みを入れる。

「おまえが『彼かれ氏しになってよ』っつったんじゃねーか！」

「最後まで聞けっつってんの！　これには理由があるんだから！」

「理由だあ？」

「そう！　いまあたしが言ったのは、ちょっとだけ『彼氏のふり』をして欲しいってこと！」

「彼氏のふりィ!?　だったら最初からそう言えや！　『あたしの彼氏になってよ』とかッ……紛まぎらわし──んだっつうの！」

　ぱーん！

「痛ってえ！」

　ビンタしやがったこのアマ！　人に頼み事をしておきながら！

「はんッ！　あ、あんたがシスコンだから変な勘違いしちゃうんでしょ!?」

　変な勘違いって……あんな風ふうに言われたら、誰だれだってそういう風ふうに取るよ！

「バカ！　このバカ！　『俺はシスコンだぁ──！』って、あんなに大声で叫んだくせに！　しかも人前で！」

「ぐっ……」

　のおおおおああああああ思い出させるんじゃない！　俺を自殺に追い込むつもりか!?

「あ、あれはいま、関係ないだろうが！　蒸むし返すなよ！」

「関係ッ──っさい！　とにかく！　あんたはあたしの彼氏のふりして、会わなきゃいけない人がいるの！　分かった!?」




　回かい想そうはさらに続く。

「藤ふじ真ま美み咲さきです。初めまして」

　彼女は、そう言って穏おだやかなビジネススマイルを浮かべた。

　差し出された名めい刺しには、株かぶ式しき会社エターナルブルー代表取とり締しまり役やく・藤真美咲とある。

「どうも、赤あか城ぎ京きよう介すけです」

　打ち合わせどおり偽ぎ名めいを名乗る。

　夏休み開始初しよ日にち、駅前の喫きつ茶さ店。俺は桐乃と並んで、藤真社長（美咲さんと呼ぼうか）と会っていた。対たい面めんに腰を下ろした美咲さんは、心の奥おく底そこを見通すような眼まな差ざしで、俺を見つめる。

「それで──あなた、事情は聞いている？」

「ええ、まあ。ええと……桐きり乃のを、専せん属ぞくモデルとして正式にスカウトしたいとか？」

「そう。できればヨーロッパにあるうちの本社に連れてきたいと思っているの。彼女が希望してくれるなら、あとのことは私がすべてうまくやっておくから」

　とんでもねえことを、さらりという美み咲さきさん。切れ者のキャリアウーマンといった風ふ情ぜい。

　俺おれの知り合いの中ではフェイトさんに雰ふん囲い気きが似ている。声も体たい格かくもそっくりだ。あの人が女おんな社長のコスプレをしたら、ちょうどこんな感じじゃねえかな。

　もちろん本物の社長である彼女の方が、より落ち着きと威い厳げんに満ちている。

　金きん欠けつフリーターなんぞと比ひ較かくしては失礼ってもんだろう。

「それで？」

「京きよう介すけくん、あなた、桐乃ちゃんと別れて頂ちよう戴だい」

「はあ？」

「お金なら言い値ねで払うけど？」

「いやいやいやいや！　そういうことじゃなくて！」

　この姉ねえちゃん、いきなり何を言い出すんだ！

　美咲さんはきょとんとして、

「あれ？　今日きようは、そういうお話のはずでしょう？」

「ちょっと待ってくださいよ。いくら何でも早そう急きゆうすぎますって」

「そんなことないと思うけど？　ま、いいわ」

　美咲さんは、桐乃に優しく語りかける。

「桐乃ちゃん、どうやら彼かれ氏しの理解度どが低いようだから、私の口から説明させてもらうわね」

「は、はい」

　桐乃は膝ひざの上で、きゅっと拳こぶしを握っている。

「そんなに緊きん張ちようしなくてもいいのに」

　美咲さんは、「クス」と微笑ほほえんだ。

「ようするにね、私が桐乃ちゃんをスカウトしたら、彼氏がいるから海外には行きたくないって言われちゃったの」

　そう。桐乃の『お願い』は、美咲さんからプロの専属モデルとして勧誘されたのを断るため、彼氏のふりをして欲しいというものだったのだ。

　桐乃はこのスカウトについて、本ほん心しんから光こう栄えいに思っているようだ。大好きなメーカーの専属モデルになれるなんて、女の子なら舞い上がって当然だろう。

　しかしそれでも……桐乃はこの話に、乗り気ではないんだってよ。

　ま、当然だろう。リアにも言っていたとおり、ここが桐乃の居い場所なのだから。

　実のところ断るだけならそう難しいわけじゃない。というか、桐乃が相当強つよく希望しても、この話を実現させる方が難しいくらいである。

　だってこいつ、悪い言い方をすれば──海外留りゆう学がくから家に逃げ帰ってきたばかりなのだ。

　プロのモデルになるからもう一度海かい外がいに行きたいだなんて、どの面つら下げて親おや父じに頼めるというのか。桐きり乃のが留学しちまって、親父はとても寂しそうにしていたし──そう簡単に、娘むすめを手元から放しはしないだろうよ。

　だったらなんで俺おれなんかに頼むのかといえば、この件をできるだけ穏おん便びんに片付けたいから、なのだそうだ。美み咲さきさん──藤ふじ真ま社長は、元々トップモデルだったという経けい歴れきを持つ凄すご腕うでデザイナーで、業ぎよう界かいでは相当顔かおが利く有力者らしい。でもって、かなーり強ごう引いんな性格をしている。

　そう簡単に諦あきらめはしないし、そもそもモデル仕事自じ体たい快く思っていない親父を介かい入にゆうさせたりしたら、話がこじれてしまう可能性が高い。そうすると桐乃の読モとしての立場が、不ふ穏おんなものになってくるかもしれない。

　で、桐乃は咄とつ嗟さに──

『あ、あたし彼かれ氏しがいるんです！　その人との時間を大切にしたいから……外国には行きたくありません！』

　ついついそー言っちまったんだってさ。

　相変わらず追い詰められっとアホなことをしでかす妹である。又また聞ぎきだから、ホントにこのままの台詞せりふだったかどーかは保証しかねるが。

『だ、だからアンタ、彼氏のふりして、あたしと一いつ緒しよに社長を説得してよ！』

　とまあそういう流れってわけ。

　なんで俺がそんなことしなくちゃなんねーんだ、という反はん感かんはもちろんあったけどよ。

　こいつは、俺以い外がいに頼める男なんていないんだろうしな。

　断れなかったよ。けっ、どーせ俺ゃあシスコンだぜ。妹が海外に行っちゃうなんてイヤだし、好きな仕事がしづらくなったら、かわいそうだしよ。

　嫌いや々いや渋しぶ々しぶ「はいよ」と請うけ負うしかなかったのさ。

「──というわけで、桐乃ちゃんと別れて頂ちよう戴だい」

「フッ、お断りします」

　俺は美咲さんに向かって、不ふ敵てきに言い放った。

「五十万円でどう？」

「まじすか」

　がたっと身を乗り出す俺。

　やべーっ！　そんだけありゃオマエ……らぶドールだって買えちゃ、

「がふッ……!?」

　美咲さんの死し角かくから、俺の脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつが入った。脂あぶら汗あせを浮かべて妹を横よこ目めでチラリと見ると、『アンタなに心動うごかしてんのよ……ッ！』という視線が俺を睨にらみ付けていた。

　や、違う違う。ちょっとビックリしただけだって！

　俺おれは美み咲さきさんに向き直り、キリッとした顔で言った。

「残念ですが、金の問題じゃないんすよ。──なぜなら俺は、桐きり乃のを愛しているから！」

　ブチッ！　足を思い切り踏まれた。

「……ッ！」

　痛みを堪こらえて桐乃を見ると、耳まで赤くなって口をぱくぱくさせていた。

　桐乃は俺の袖そでを引っ張って、耳に口を寄せてきた。

「ちょ、は、恥はずかしいでしょ……！」

「バカ、こういうのはハッキリ言っとかねーと駄だ目めなんだよ」

「だ、だからって……やりすぎって言うか……」

　目を潤うるませて恥じらう桐乃。

　そんな俺たちのやり取りを見た美咲さんが、妖よう艶えんな薄うす笑えみを浮かべて一ひと言こと。

「ふうん、ラブラブってわけね」

「えっ……」

　ハッと桐乃が正面に向き直る。

　俺は歯を剝むき出しにして、爽さわやかに笑えんだ。

「チョー仲良いっすよ！　なあ！」

　ああ気持ち悪い！　でもまあ人を騙だまそうと思ったら、このくらいやっとかなきゃな！

　がしっ。俺は、桐乃の肩に腕を回して抱き寄せた。

「きゃっ」

　桐乃はびく、と、身体からだをこわばらせ──

「キモッ!?　いきなりなにすんの！」

「痛ッて!?　ちょ、彼かれ氏しにキモいとか言うなよ！」

　俺は肘ひじ打うちを突き刺された脇わき腹ばらの痛みを堪えつつ、桐乃に耳みみ打うちした。


「（ぼそぼそっ）オイ、やる気あんのか！　ホラ見ろ美咲さん疑ってるじゃねえか……！」

「（ぼそぼそっ）だ、だってアンタが……！　て、てか、手つきがエロいんだけど！」

「（ぼそぼそっ）バッ、気のせいだって！」



　内ない緒しよ話をかわしていると、美咲さんが興きよう味み深そうに俺たちを見つめていた。

「どうかした？」

「「いえ何でも！」」

　二人揃そろって、ぶんぶんと首を振る。

　あごに手を添え、しばし思し案あんしていた美咲さんは意味深しんな声で、

「ま、いいわ」と呟つぶやいた。

「え？」

「とりあえず──桐きり乃のちゃんに彼かれ氏しがいるってことは、分かった」

「じゃあ……」

　桐乃が表情をゆるめる。美み咲さきさんは綺き麗れいな爪つめでグラスをつつき、それから穏おだやかに言う。

「ン……まだ、諦あきらめたわけじゃないわよ。意い外がいとすぐに別れちゃうかもしれないしね？」

「そ、そんなことはありませんっ」

　桐乃が大おお声ごえで反はん論ろんした。

　こいつも、相手を説せつ得とくできるかできないかの瀬せ戸と際ぎわなもんだから、必ひつ死しである。

　しかし相手は桐乃の勢いを、柳やなぎのように受け流してしまう。

「ふうん。話は変わるけど、桐乃ちゃん、明日あしたはお暇ひま？」

「え？　な、なんでですか？」

「明日、新しん宿じゆくで私が主しゆ催さいするファッションショーがあるの。よかったら、見に来て欲しいなって。気に入った服があったら、あなたにプレゼントするし。────どう？」

　キラリ、美咲さんの双そう眸ぼうが光ったように見えた。

　なんかアヤシイな、この誘い……。そうやって桐乃を呼び出しておいて、断れない状況に持って行こうってハラじゃねーの？　考えすぎかもしれないが、俺おれは大いに疑った。

　間違いないと思うんだよね。だってこの人……

　フェイトさんが俺にメシをたかろうとしているときと同じ、狩人かりうどの眼めをしていやがる。

「すんません、明日はちょっと……」

　俺は桐乃に先んじて、誘いを断った。

「なんであなたが答えるのよ？」

　ええと……なんか言い訳わけを……。俺はとっさに口くち走ばしってしまった。

「明日は俺たち、デートなんですよ」

「ええっ!?」

　となりで桐乃が目を見開いた。

　バカ、合わせろって！

　俺は自分の意い図とを妹に伝えるべく、顔を近づけ、至し近きん距離でウインクする。

「そうだよなっ、マイハニー[image: ]」




「…………オエッ[image: ]」




　えへへっ。

　俺も、まさかここまで本気で気持ち悪がられるとは、思ってなかったよ。




　そんな一ひと幕まくが終わって──おっと、まだ回かい想そうは続くんだぜ。

「あ、アンタ妹にセクハラしすぎ！」

　俺おれは自宅のリビングで、妹に説せつ教きよう喰らっていた。ちなみに美み咲さきさんの手て前まえ、一いつ緒しよに家まで帰るわけにもいかず、喫きつ茶さ店てんで別れて別々に帰き宅たくした次し第だいである。

　俺は床に正せい座ざさせられており、桐きり乃のは、俺の膝ひざを片足で踏んでいきり立っている。

　ぐりぐりぐりぐり。

「おい、痛いぞ」

　俺は真ま顔がおで文もん句くを言った。

「『痛い』じゃないっ!?　な、なんなわけ!?　さっきのアレは！」

「なんのことだ？　俺は今回、自分なりにベストな行動を取り続けたという自じ負ふがあるぞ？」

「あんたの言うベストな行動ってのはなに？　超かわゆい妹の肩を抱き寄せたり、ぴったり身体からだをくっつけてスリスリしたり、公こう共きようの場で羞しゆう恥ちプレイを強きよう要ようしたりすることを指すわけ？」

「悪あく意いに満ちた言い方をするんじゃない！」

　エロゲーのシチュエーションかよ。

「つか、彼かれ氏しのふりをしろっつったのはおまえじゃねえか」

「痴ち漢かんのマネをしろとは言ってないっ！　あ、あーもうっ！　ま、まだ感かん触しよくが残ってるし……」

　さっき俺とくっついていた部分をさすりながら、ブルブルと身もだえする桐乃。

　くそ……失礼な……。

　俺は、依い然ぜんとして膝に押しつけられている妹の足あし裏うらの感触を気にしながら、

「だいたいオマエ、自じ意い識しき過か剰じようなんだよ。兄妹なんだから、ちょっとくらい触ったっていいだろ？」

「いいわけないでしょ!?」

　憤ふん死ししそうな勢いである。ったく、短たん気きなやつだぜ。別にこっちゃー、妹の身体なんか興きよう味みないってのによ。恥はずかしがりすぎなんだっつうの。

「あの……なんか……アンタさ。あたしがいない数ヶ月のうちに、変へん態たいになってない？」

「考えすぎだ」

　俺は心配いらないとばかりに、凜り々りしい声で応えた。

　実際、皆も同どう意いしてくれると思うが──変態になった覚えはない。

　変態の知り合いが増えただけです。

「そ、そうなの？」

「ああ。証しよう拠こに、この前あやせに着信拒きよ否ひを解かい除じよしてもらったんだぜ？　変態どころか、むしろ爽さわやかな好こう青年への道を着々と歩んでいるといえよう」

「着ちやつ拒きよされてたこと自体初はつ耳みみなんだケド。て、ていうか……最近あやせが頭おかしいのって、あんたの影えい響きようじゃないでしょうね」

「違う。あいつは元々頭おかしかったんだ。俺おれのせいじゃない」

　一応解かい説せつしておくと、最近桐きり乃のと入れ替わりに、あやせが俺に『人じん生せい相談』をしてくるようになったのだ（でもって毎まい回かい毎回ろくでもない結果になっているのだ）。

　と、そこで桐乃の携けい帯たいが、テーブルの上で震え始めた。

　ピピピピピピ。

「え、誰だれだろ」

　慌あわてて電話に出る桐乃。

　……まさかあやせじゃねえだろうな。

　桐乃のヘアピンに盗とう聴ちよう器きでも仕掛けてあって、俺があやせの悪わる口くち言ったことに反応して、電話を掛けてきたんじゃ……。

　いやいや。

　もちろんそんなわけはないのだが、一いつ瞬しゆんとはいえ有り得ない妄もう想そうをしてしまうことからも、俺がいかに新あら垣がきあやせという少女を畏い怖ふしているかが伝わるだろう。

　マジ怖こえーからね、あの女。

　俺の目前で、桐乃が電話をしている。

「うん、うん……そっか、分かった。ありがと、わざわざ教えてくれて。うん……じゃね」

　ピッ。電話を切った桐乃は、真まっ青さおな顔で俺を見つめてきた。

「ど、どうした？」

「……あんたのせいで、まずいことになっちゃった」

「はあ？」

「いまの電話、モデル友達からだったんだけど──」

　桐乃はふいっと俺から視線を外す。

「美み咲さきさん、あたしたちのデート、監かん視ししにくるらしいよって……」

「ああん？」

　俺は露ろ骨こつに訝いぶかった。

「監視って……その日は、あの人が主しゆ催さいのショーがあるって話だったじゃねーの？　なのにショーを放っぽり出して、主催者が他人のデートの後付けてくるわけなくね？」

「それは……代だい理りの人にショーを任せて来るのかもしれないし……」

「そこまでするかあ？　どう考えても優ゆう先せん順位がおかしいだろ」

「っ……」

　桐乃は一瞬口ごもり、

「知らないっての！　あたしだっていま人づてに聞いただけなんだから！　そのくらい美咲さんがあたしに執しゆう着ちやくしてるってことじゃないの!?」

「ふ、ふうん……そういうもんか？」

　怒ることないだろ。俺おれはやや釈しやく然ぜんとしないものを残しながらも頷うなずいた。

　桐きり乃のが、「分かったならいいけど」と唇くちびるを尖とがらせる。俺は話を戻す。

「なんにせよ、そいつはやばいな。ってことは……本当に俺たちが付き合っているかどうか、どのくらい仲がいいか、確かく認にんしにくるってわけか」

　待ち合わせ時間と場所は、すでにあのあと美み咲さきさんに強ごう引いんに口を割らされて、知られてしまっているし……。

「……考えようによっては好こう都つ合ごうかも」

「なんで？」

「だからー、あたしたちが美咲さんに監かん視しされてるのを分かってるってこと、美咲さんは知らないわけじゃん？　あたしたちがちゃんとデートしてるとこ見せれば……さ」

「なるほどな。俺たちのラブラブっぷりを見せつけて、諦あきらめさせようってわけね。いまさらデートを中止するわけにも行かねーんだから、ま、やるっきゃねーか」

「………………」

「？　どうした？」

「べ、別に……ラブラブとか、キモいっての」




　というわけで──冒ぼう頭とうのシーンへと繫つながるわけだ。

「え、えっと……きょ、きょーすけっ。……どこに行く？」

「そうさなあ」

　俺と桐乃は、どこかで監視しているだろう美咲さんの眼めを気にしながら、腕を組んで仲なか睦むつまじい恋人同どう士しのふりをする。

　線せん路ろ沿ぞいの道を、とりあえず千ち葉ば中央駅えき方面へと向かって歩く。まだ十時にもなっていないので、開いている店はまだ少ない。ぶらぶらしながら目的地を決めればちょうどいい案あん配ばいだろう。

「今日きようはいい天気だから、植しよく物ぶつ園えんとかどうだ？」

「ださっ！　ちょ、真ま面じ目めに考えてよ！」

　真面目に考えた結果なんだけど。

「お袋ふくろが、この前まえ友達と行って良かったって言ってたぞ？」

「却きやつ下か」

　にべもねえ。

　今日は俺たち、ラブラブという設定なので、下へ手たに怒るわけにもいかない。

「じゃあどこがいいんだ？　行きたいところとかねーの？」

「……京きよう介すけの行きたいところでいいよ？」

　こういうこと言う女が、一番困こまるんだよ。麻ま奈な実みが同じ台詞せりふを言ってくるときは、心しん底そこ額がく面めんどおりの意味だからいいんだけどさ。桐きり乃ののこれは『あなたの行きたいところに行こうよ』って意味じゃなくて、『あたしの行きたいところを当てなさいよクイズ』なんだもん。

　回かい答とうを外したら、当然怒おこられる。ちゃんとこいつの好みを考えて答えなければ……。

「うーん、じゃあ……」

　確かこの前やってたゲームでは……。俺おれはゲームの主人公こうと口く調ちようまで似せて、

「定てい番ばんだけど、映画に行こうよ（ニコッ）」

　げしっ！　桐きり乃のは俺のつま先を踏み潰つぶし、引きつった顔を近づけて囁ささやく。

「あんたそれエロゲーの選択肢しそのまんま言ったでしょ！」

「バカな……なぜバレた……」

「あたしが貸したゲームだし！　エロゲー知識でデートプラン立てんなっ！」

「待て待て桐乃──箱に恋愛シミュレーションゲームって書いたあったじゃん。これが本来の使い方ってもんじゃねーの？」

「ぜんぜん違う！　恋愛シミュってゲームとしては面白いけど、リアル恋愛と比べたらぶっちゃけ超イージーモードみたいなもんだから！」

「むう……」

　言われてみりゃ、桐乃とのデートなんて、超ちようハードモードみたいなもんだよな。

　ゲームじゃ参考になんねーか。

　すぐそばで俺たちのやり取りを聞いているやつがいたら、ドン引き間違いなしの会話だった。

　だが傍はた目めには、恋人同どう士しが腕を組んで、顔を近づけて、甘々トークを囁き合っているようにしか見えていないはずだ。




　そしてそこに麻ま奈な実みが通りかかった。




　地じ味みな私服姿すがたに眼鏡めがねをかけて、繁はん華か街がいの曲がり角から登場したのは、田た村むら麻奈実。

　俺の幼おさな馴な染じみである。麻奈実は俺たちのわきを、何事もなく通りすぎ──

「？　──え!?」

　がばあっと振り返った。
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「ゲッ!?」「ぷっ」

　俺も仰ぎよう天てんして飛び上がった。桐乃だけが余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

「……………………」

　両りよう眼めをまん丸にして、俺たちを見つめている麻奈実。

　日々俺から妹の愚ぐ痴ちを聞かされ続けているこいつにとっては、理解しがたい光こう景けいだろう。

　朝っぱらからおそらくどっかのセールにでも行こうとしてルンルン歩いていた麻奈実は、仲が悪いとばかり思っていた兄妹がイチャイチャ腕うで組くんで歩いているところを目もく撃げきしちまったわけだ。

　なんだこの状況。

　何か言い訳わけをすべきところなのだろうが、一応監かん視しの目もあるし、下へ手たなことをすれば修しゆ羅ら場ばに見られてしまうかもしれないし……。俺おれは額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじむのを自覚していた。

「……………………きょ、きょうちゃん？　桐きり乃のちゃん……」

「あー、これは、その、な」

　俺が働かない脳を駆く使しして、言い訳わけを捻ひねり出そうとしたら、

　桐乃にぎゅっと腕を引っ張られた。

「──行こ、京きよう介すけ」

「え？　お、おい……」

「いいから」

　ぐいっ、ぐいっ。

　妹の力はかなり強く、俺はどうしていいか分からないままに、麻ま奈な実みから引き離されていく。

　そんな俺たちを、麻奈実はぽかーんとした間ま抜ぬけ面づらで見送っていた。

「お、おい……いまの、絶対妙みような誤ご解かいされたぞ……！」

「しょーがないでしょ。あたしだって、あんたと腕うで組くんで歩いたりしたくないっての」

　こっちを見もせず、吐き捨てる。

　やれやれ。こりゃあ、あとで説明が大変だぞ……？

　最さい悪あくだぜ──と、うんざりした俺おれだったが、こんなものはまだまだ序じよの口くちであることを、後に知ることになるのであった。

　俺たちは千ち葉ば中央駅えき方面──最も寄よりの映画館かんへと歩いていく。色々文もん句くを言っていた妹も、結けつ局きよく映画を観みることに同意してくれたらしい。

「それにしても……ぷぷっ、凄すごい顔してたなぁ」

「……俺の幼おさな馴な染じみをイジメてニヤけるのをやめろ」

「ねぇ、あたしたち、いま、どういうふうに見えたかな？」

　ひひひっ、と笑う桐きり乃の。

　人の話なんか聞いちゃいねえ。嬉うれしそうにしやがって。そんなに麻ま奈な実みが嫌きらいなのか？

「どういうふうにって……」

　麻奈実は俺たちが兄妹だということを知っているわけで、まるで恋人同どう士しのように腕を組んで歩いてる俺と桐乃を見て……

「さあな」

　正直、想そう像ぞうもできん。俺としては、ただひたすら気まずい＆気持ち悪いだけである。

「は？　ちゃんと答えなさいよ」

「うるせえ。ホラ、映画どれ観るんだ？」

　映画館に到着。壁に貼はられているポスターを見ると、幾いくつかの映画が上映されているようだ。

「んー」

　桐乃はしばし考え、

「これ……かな」

　とある映画タイトルを指ゆび差さした。どうやら恋れん愛あい映画のようだ。

　俺は渋しぶい顔になった。

「恋愛もの……ねえ」

「なに？　デートなんだからとーぜんでしょ？　文もん句くあんの？」

「いや、文句っつーか」

　俺はとなりのタイトルを指差した。

「こっちのアニメ映画の方が、おまえ、観たいんじゃねえの？　この前、んなこと言ってなかったっけ？」

　タイトルは『リトルシスターズ』という。

「だって、それ、子供向けのアニメ映画じゃん」

「だから、そういうの好きだろ？」

「超ちよう好すきだケド……デートでは観ないでしょ、普通。……あたしらしくないしさ」

「ふうん」

　俺おれは桐きり乃のとともにチケット窓まど口ぐちに向かい、こう注文した。

「『リトルシスターズ』、高校生一枚、中学生一枚」

「あ、ちょ、ちょっと！」

「んだよ。いいだろ別に、俺が観みたいんだから」

「………………あっそ、勝かつ手てにすれば？」

　と、桐乃は唇くちびるを尖とがらせる。監かん視しの目があるってのに、アニメ映画なんか観せやがって──そう思っているのかもしれない。でも、俺はこの結果に、少し安心していた。

　──妹と一いつ緒しよに、恋れん愛あい映画なんか観てられっか！　必ひつ死しで抵てい抗こうするに決まってんだろ！




　二時間後ご──

「っあ～～～～～～～～～～～～～～面白かった！　大ッッ満足！」

　俺と桐乃は、並んで映画館から出て行くところだった。あれほど機き嫌げん悪そうにしていた桐乃は、アニメ映画の内容がいたくお気に召したらしく、監視の目があることも忘れてはしゃいでいた。幼い子供のように両手を広げ、大げさな身み振ぶりで話しかけてくる。

「──でさ！　主人公こうの女の子たちがちょーロリかわいかったよね！　もともとキャラデザがいい感じで気にはなってたんだけど、こういうのってホラ萌もえウスめで説せつ教きようくさいイメージあるじゃん？　子供向むけアニメとしても萌えアニメとしても中ちゆう途と半はん端ぱなんじゃないのー？　ってあたしとしては心配してたわけ。でも、実じつ際さい観てみてびっくり！　萌えあり燃えありの良りよう作さくじゃーん！　嬉うれしい誤ご算さんっていうかぁ、しかもヒロインを演じてた声せい優ゆうさんって実はメルル一いつ期きに出てたクラスメイトの女の子役の人でしょ？　みいこさん。実はあたし、前から目は付けてたんだよね、これもしかしてブレイクくるんじゃね？　ふひひ、まーそこまで分かっちゃうあたしもあたしだけど」

「…………キモ」

　ついつい、妹の専せん売ばい特とつ許きよを口にしてしまったぜ。顔が自然と引きつってくる。

　ダメだこの女……完全に周囲の目とか気にしてねえ。自分の世界に入っちまっている。

「ねえ！　人の話聞きいてんの？」

「はいはい聞いてるっつうの。つか、うるさいよおまえ」

「はあ？」

「いまも監視されてるかもしれねーんだろ？」

　指し摘てきしてやると、桐乃はハッと気付いたように口を手で押さえ、

「…………そっか」

　やっと黙だまった。

　俺は頭をかいて、

「……いまんとこ、俺は一回も美み咲さきさんの姿すがたを見かけてないけどさ。おまえは？」

「さっきチラっとそれっぽい人がいた。いまは人が多すぎて分かんないけど……たぶん、いると思う」

　やれやれ。本当に付いて来ているのかよ。めんどくせー人だなおい。

「そんなら、嬉うれしいのは分かったけど……ちょっと落ち着け、な？」

「……分かってるっての。でも、楽しかったんだもん」

「そうかい」

　ため息を吐つく。

　俺おれとしてはそこまで面白い映画でもなかったのだが──

「……そりゃ、良かった」

　こうまで喜ばれると、この映画を選んだ当とう人にんとして、悪い気分じゃねえよ。




「腹はら減へったな、軽くメシでも喰うか」

「ファーストフードとファミレスは禁きん止しね」

「……はいはい」

　確かクリスマスのときも似たようなことを言ってやがったな。

　金のかかる女である。

「じゃあおまえが選べよ」

「は？　普通、男がデートプランを立てて女の子をエスコートするもんでしょ？」

　めんどくせえ女である。俺はこめかみに手を添えて、

「監かん視しの目があるんだろ？　映画は俺のセンスで選んじまったし、今度はおまえが選んだそれっぽいところ入った方がいいだろ」

「…………チッ、確かにそうかも。分かった。じゃ、今回はあたしが選んであげるから。次のときのために、ちゃんとセンスを学んでおきなさいよ」

　次なんかあるか。

「──じゃ、ここね」

「……スイーツショップぅ？　メシっつったじゃん。……まあいいけどよ」

　桐きり乃のが選んだのは、落ち着いたたたずまいのケーキショップだった。店内にはクラシック音楽が流れており、内ない装そうもいかにもお嬢じよう様さま──という雰ふん囲い気き。背せ伸のびしたい年とし頃ごろの女の子たちには、なるほど人気がありそうだ。俺たちは店員さんに誘ゆう導どうしてもらい、窓まど際ぎわの席に向かい合って座る。テーブルの面積が小さいので、お互いの距離はかなり近い。

　桐乃が得とく意いげに口こう角かくをつり上げた。

「いい雰囲気のお店でしょ？　よくあやせたちと一いつ緒しよに来るんだ」

「へえ……。ま、いい店なんだろうけどさ」

　俺は周囲を見回した。スイーツショップというだけあって紅こう茶ちややケーキの甘い香りが漂ただよっている。客きやく層そうは若い女性ばかりで、一組だけカップルも見える。ただし男の方は俺おれと同どう様よう落ち着きなくきょろきょろしており、こちらと目が合うと苦く笑しようを寄よ越こした。

　──居い辛づらいよなあ。

　俺は見知らぬ男性に共きよう感かんし、あちらと同じ意味の苦笑を返す。

　と、そこで俺の正面に座っている桐きり乃のが、鋭く言った。

「あんまきょろきょろしないで。あんたの真ま後うしろから、見られてる」

「まじ？」

「たぶん……それっぽい人がいる」

　てことは、まだ監かん視しされているらしい。こりゃ、最後まで付いてくるつもりかな。

「さて──なに頼む？」

　桐乃にも見えるようテーブルの上でメニューを開くと、いきなりカップル用のパフェが、ででんと描かれていた。となりにはストローが二本ついたドリンクメニューもある。

「…………さすがにこういうのは、頼まないよな？」

「あ、あったり前でしょ！」

　動どう揺よう気ぎ味みにキレる桐乃。

　ああ助かった。と思ったのもつかの間、桐乃は難しい顔でメニューを睨にらみ、

「でも……美み咲さきさんもこのメニューをいま見ているわけだよね……」

「いやいや！　幾いくらなんでもそこまでやらなくていいだろ！　てか俺、たとえ彼女とだって、そんな恥はずかしい食い物は頼めねえぞ！」

「そ、そっか。そだよね……うん……」

　恥ずかしそうに何度も頷うなずく桐乃。

　こいつは一度始はじめたことに対しては真しん摯しに取り組むやつなので、俺との『デートのふり』も、ついつい全力を尽くしてしまいそうになるのだろう。

　桐乃は、照れ隠かくしのようにパラパラと勢いよくメニューをめくる。

「な、なに頼もっかなっ」

　と、そのとき──

「あっれ、桐乃じゃねー？」

　生なま意い気きそうなロリボイスが、となりの席から妹の名前を呼んだ。

　俺と桐乃は同時に振り向き、目を見開く。

「か、加か奈な子こ！」

「うーす」

　見るからに意い地じ悪そうな笑えみを浮かべるツインテールの少女は、来くる栖す加奈子。桐乃のクラスメイト（進級しても同じクラスだったらしい）で、モデル友達でもある。

　灯とう台だいもと暗しってやつか。

　監かん視しの目に気を取られていたら、なんと知り合いが、となりの席に座っていやがった。

　しまった。俺おれはこいつが家に遊びに来たとき、顔を見られている。

　このままでは俺が桐きり乃のの兄あに貴きだということがバレちまうんじゃねーか？

「なに？　デート？　へぇ～ぇ、ってか、桐乃ってやっぱカレシいたんだぁ」

　このアホ、俺の顔かお忘れてやがる。心配して損したぜ。マネージャーに変へん装そうしたときも、まったく気にしてなかったし。イベントの台だい本ほんは一度読よんだだけですべて暗あん記きしてしまうくせに……ようするにこいつ、俺のことを覚える気がハナからねーんだな。

「……ま、まぁ……ね。で、でも、みんなには内ない緒しよにしておいて」

　えへへ……と、桐乃は取り繕つくろった笑えみを浮かべた。まあ、他に選択肢しはないよな。違うなんて言ったら、ややこしいことになるしよ。

　桐乃、これはおまえの失しつ策さくだぜ？　いつも学校の友達と使っている店に入ったら、学校の友達と会っちゃうに決まってるじゃねーか。出くわしたのが加奈子このアホでまだよかったよ。

　あやせだったら、どうなっていたことか。

「と、ところで加か奈な子こは？　買い物？　確かどこか遊びに行くって言ってたけど──」

「んー、ナンパぁ」

　ダルそ～に言う加奈子。

「そ、そうなんだ。成果はどう？」

　桐乃の問いに、加奈子はうろんな瞳ひとみで「あれ」と、あごをしゃくった。

　するとそこには、加奈子のために紙ナプキンを取りに行っていたらしいもう一人の人物が、席に戻ってくるところだった。

「はい、かなかなちゃん。ナプキン持ってきたよ～」

「だからぁ～、かなかなちゃんはやめろっつってんだろー」

「えー、でもぉ……あれ？　そちらは？」

「ガッコのダチ。挨あい拶さつしろよ、ホラ」

「う、うん……」

　加奈子に促うながされたそいつは、緊きん張ちようした様よう子すで、ぺったんこの胸に手を当てる。

　はたして加奈子にハントされた獲え物ものは──

「あ！　あるちゃ──じゃなくて、ブリジットちゃん！」

　桐乃が大きな声で言ったとおり、見知った人物だった。

　ブリジット・エヴァンス。ブロンドヘアーの女の子である。清せい楚そな印いん象しようの白いワンピースを着ていて、いかにも遊んでそうなファッションの加奈子と並ぶと、実にミスマッチだ。

　人気コスプレイヤーでもある彼女は、桐乃に向かって弱々しい挨拶をする。

「ど、どうも……こんにちはっ」

「こ、こんにちは！　う、うわぁ～～～っ、こんなところで会えるなんて！」

　さらに大おお声ごえを出す桐きり乃の。こちらは緊きん張ちようしているというよりは、興こう奮ふんしている感じだ。

「あの……わたしのこと、ご存ぞん知じなんですか？」

「え？　あっ……あ──えっと」

　まさかメルルのコスプレイベントで見知っていて、実は大ファンなんです！　とも言えまい。

　てんぱった桐乃は、適当な言い訳わけを口にした。

「あの……あやせから写真見みせてもらったんだ！　えとっ、ブリジットちゃんって、新あら垣がきさんと同じ事務所なんでしょ？　それで、あの、かわいいな～って……」

「あ、そうだったんですかぁ」

　どうやらブリジットには納なつ得とくしてもらえたらしい。

　もう一人はどうかなと見てみたら、加か奈な子こはジャンボパフェをむさぼり食うのに夢む中ちゆうで、そもそも話を聞いちゃいなかった。

　そういや……ブリジットも、俺おれがあのときのマネージャーだとはまったく気付いてないな。ちょっと変へん装そうしたくらいで知り合いが分からなくなってしまうのだから、アホな連れん中ちゆうである。俺だったら知り合いの変装くらい、ぜってー一発で見み抜ぬくよ？

「あ、あたし高こう坂さか桐乃！　よろしくね！」

「は、はい……わたしは、ブリジット・エヴァンスです」

　短い自己紹しよう介かいが終わると、桐乃はごくりと唾つばをのみ、ツインテールの級きゆう友ゆうに話しかけた。

「加奈子、ブリジットちゃんをナンパしたの!?　てかどこで捕まえたの！　教えて！」

「ちっげーよ！　駅前でナンパ待ちしてたらぁ、こいつと会っちゃってぇ～。寄ってくんなっつっても聞かなくてぇ～、おかげで財さい布ふ確かく保ほすんの失敗しちまったっつーの」

「ふ、ふーん……」

　ろくでもねえ事情だった。実は先日、ちょっとした事件があって、それ以降ブリジットは加奈子に懐なついてしまったのだった。それ以降、こいつら、よく一いつ緒しよに連つるんでいるらしい。

「まっ、いーや。桐乃ぉ、一緒に喰おうぜぇ～」

　加奈子は返事も聞かずに自分の椅い子すを持ってきた。テーブルもくっつける。

　でもって俺のことを見て、ぶりっこボイスで一ひと言こと。

「じゃ、カレシさん、支払いよろしくお願いしまぁす[image: 白ハート]」

　さくっ。当たり前のように、こっちのテーブルの伝でん票ぴよう立てにレシートを入れてくる。

「ちょ、ちょっと……かなかなちゃん……だめだよぉ」

「いーからおまえもこっち来いよ。あっ、加奈子ぉ、苺いちごケーキも食べたいなぁ～」

「も、もぉ……」

　なんだかんだ言って、加奈子の正面にちょこんと座るブリジット。

　おまえらなあ……。

　これ、デートのふりだからまだいいけど、もしも本当のデートだったら、お邪じや魔ま虫むしきわまりねーぞ。なあ桐きり乃の？　ちらりと対たい面めんを見ると、

「………………じゃ、一いつ緒しよに食べよっか」

　目が笑っていなかった。

　確かに加か奈な子こはうざいけど、友達になんて視線を飛ばしているんだこいつは。

　それから結局──加奈子たちも交えて軽けい食しよくを摂とることになった。桐乃が俺おれの隣となりにずれ、対面にブリジットと加奈子が座る形である。

　俺たちが注文したメニューも届き、食べながら雑ざつ談だんに興きようじる。

　ブリジットがホットケーキを小さな口で幸せそうにほおばりながら、加奈子に微笑ほほえみかける。

「かなかなちゃん、ご飯はん食べたら……いっしょにアニメイトに行こうね？」

「はあ？　んで加奈子がおめーと遊ばなくちゃなんねーの？」

　あからさまに嫌いやそうな態度を取る加奈子。しかしブリジットは健気けなげに主張を続けた。

「だ、だってだって。またメルルのお仕事があるかもしれないでしょ？　だから、そのために……色々教おしえてあげたいな～って」

「いーよ別にぃ。どーせ仕事っつったって、台だい本ほんどーりやるだけだしヨ。──オフでまでガキの面めん倒どう見切れねーっつーの」

「え、えぇ……っ。そんなぁ……」

　ぐす、と涙なみだ目めになるブリジット。加奈子は「はぁ～」とため息を吐ついて、

「ったく、しょうがね、」

「加奈子あんたなにブリジットちゃん泣かせてんの!?　ブッ殺すよ！」

「きゃっ！」「ちょ、な、なにキレてんだよ桐乃～！」

　突とつ如じよ身体からだごと割り込んできた桐乃に、ブリジットと加奈子がのけぞってびびる。

　加奈子が目をぱちくりとして聞いた。

「き、桐乃って、このガキと初しよ対たい面めんじゃね～の？」

「そ、そうだけど！」

「じゃー、なんでそんなムキになってんだよー。うぜーんだけどぉ」

「そ、それは……その……」

　答えに窮きゆうする桐乃。

　それはね、あるちゃんのコスプレをしたブリジットちゃんに、萌もえ狂っているからなのよ。ついでに白はく状じようしちゃうとさー、あたし、あんたのメルルコスに興こう奮ふんして鼻はな血ぢぶーしちゃったから。あっ、もちろんイベントのライブＤＶＤも買ったよ！　アレやばいってぇ！　エロ過ぎ！　なんて正直に言えるわけないよな！　友達にいきなりそんなカミングアウトをされたら、さすがの加奈子もドン引き間違いなしだろうよ。

「な、なんでもいいでしょ！　とにかく、せっかく慕したってくれているちっちゃい娘こをいじめちゃダメ！」

「ハイハイ、わーったよ」

　小こ指ゆびで耳をほじくりながら、いい加か減げんな返事をする加か奈な子こ。

「加奈子、次やったら、あやせに言いつけるからね？」

「や、それは……まじカンベン……」

　加奈子は青ざめている。親しん近きん感かんのわく態度である。

　まあ、桐きり乃のは怒っているけども、加奈子は別に、ブリジットをイジメているわけじゃなかったんだけどな。この二人の関係については、妹よりも、俺おれの方がよく分かっている。

　次いで桐乃は、加奈子にイジメられて落ち込んでいる（と勘かん違ちがいしている）ブリジットに、猫ねこなで声で話しかけた。

「ブリジットちゃ～ん[image: 白ハート]　今こん度どお姉ねえちゃんと一いつ緒しよに、アニメイトいこっかぁ？」

「かなかなちゃんと行くので、いいです」

　ばっさり。

「…………そっかぁ、ざんねーん」

　哀あわれ桐乃は、完全に涙なみだ目めになっていた。

　こいつが捨て台詞ぜりふすら言えずに完全敗はい北ぼくするのって、初めて見たかもしれねえ。

　ブリジットからしたら『メルルのことをよく知らない初めて会ったお姉さん』よりも、大だい好すきな加奈子と一緒の方がそりゃいいわな。

「桐乃ってぇ、あーいうキモいオタ趣しゆ味みとかぁ、キョーミないっしょ？　無む理りしなくていーって」

「そ、そだね……。あは、あはは、はは……」

　隠かくれオタの悲ひ劇げきというやつだった。桐乃が引きつった笑えみを浮かべていると──

「メルルはきもくないです！」

　ブリジットからさらに厳きびしい追つい撃げきが。むーっと睨にらみ付けられた桐乃は、「ご、ごめんね！　ごめんね……！」と必ひつ死しになって謝っていた。いや……世せ間けん体ていを保つのも大変だな。

　本当は『あたしもメルル大好きなんだよ』って言いたいだろうに。

　食事を終えたころ、俺たち二人に向かって、ブリジットがちょっと恥はずかしそうに聞いてきた。

「あ、あのっ……ところで。お二人は、こいびと同どう士し……なんですよね？」

　──────。

　俺たちは二人揃そろって硬こう直ちよくし、

「そ、そうだぞ？　俺たちは──彼かれ氏し彼女のカンケイってやつだ」

『背後からの視線』を意識しつつ、俺が答えた。

　くそー……口に出して言うと、とんでもなく恥ずかしいな、こりゃ。

「じゃあ、じゃあ……その……うかがいたいのですが……」

　ブリジットは、ぱっ、と顔を上げた。目を潤うるませ、顔をうっすらと上じよう気きさせている。

「ど、どしたの？」

　桐きり乃のがやや顔を引きつらせて問う。すると、勢い込んだ返事が来た。

「お互いのどこを、好きになったのでしょうかっ」

「え、ええっ？」「なっ……」

　こ、このマセガキ！　なんてことを聞いてくるんだ……！

「な、なんでそんなこと聞くの？」

「えっと……こいびと同士って、やっぱり憧あこがれですし……」

「そ、そうなんだ……でも、ブリジットちゃんも……男の子に、もてるでしょ？」

　桐乃が問いかけると、ブリジットは「えへへっ」と照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「告白は、なんどもされたことがあるんですけど……好き、とか、まだ、よく分からなくて……」

　もじもじ俯うつむいて、真まっ赤かになってしまう。

「……ヤバ、この娘こちょうかわいい……」

　桐乃がよだれを垂らさんばかりに興こう奮ふんしていた。ブリジットは桐乃と目を合わせて、

「だから、お姉ねえさんに、恋のこと……色々教おしえて欲しいな……って。だめですか？」

「なんでも聞いて！」

　ストライクだったらしい。桐乃はおませなブリジットにめろめろになっていた。

　一方、加か奈な子こはブツブツ「そんなの加奈子に聞けばよくね？」などと唇くちびるを尖とがらせていた。

「だって、かなかなちゃんは、じょうずなナンパのされ方とか、そういう変なことばっかり教えようとしてくるから……」

「あっそ、じゃー勝かつ手てにしろよ。てかぁ、加奈子も興きよう味みあるかなー」

　加奈子は見くだすような半はん目めで、俺おれを見つめた。

「カレシさんさー、ぶっちゃけなんか地味だしぃ。桐乃とぜんぜん釣つり合ってないと思うんだけどー。桐乃ってぇ、この人のどこが良かったの？」

　ほっとけ！　内ない心しんで突っ込む俺。

　余よ計けいなこと言いやがって……！　んなこと聞かれたら、桐乃は絶対キレて騒さわぐに決まってるじゃねえか。監かん視しの目も忘れて、俺の悪わる口ぐちをわめくに決まってるぜ！

　と、思いきや、

「……優しいところ、かな」

　桐乃は、わりとあっさり答えていた。俺の顔をチラ見しながら、ぼそぼそと呟つぶやく。

「あと……結けつ構こう頼りになる……ところ？」

　ちらっ。妹と目があった俺は、どきっとして、

「いや……ま、まーな」

　照れまくりながら後こう頭とう部ぶに手をやった。

　な、なんだよ……えぇ～？　そんなふうに思ってたのこいつぅ～？

　しかしそこで、例のごとく桐きり乃のが、肘ひじ鉄てつをめりこませながら耳に口を寄せてきた。

「調子のんなバカ。演技だっての」

「……分かってるよ」

　いちいち釘くぎ刺ささなくたっていいだろくそ。喜んじゃったぶん余よ計けいにムカつくな。

　俺おれが脇わき腹ばらを押さえて渋じゆう面めんを作っていると、桐乃は「ふん」と鼻を鳴らして、

「それとぉ……こいつ、あたしのコト、なんかめちゃくちゃ好きみたいで──」

　演技だからって好き放ほう題だい言ってくれる。

「──そういうとこが……好き」

「わぁ～っ」

　桐乃の模も範はん的な回答に大喜びのマセガキが、青い目を輝かせてこちらを見た。

「彼かれ氏しさんの方は？」

「え？」

「彼女さんの、どういうところを好きになったんですか？」

「お、おいおい。俺も答えるのかよ」

「あたりまえでしょ？　あたしだけに言わせるつもり？」

　桐乃が赤い顔で睨にらんできた。恥はずかしいことをする道みち連づれを作りたいらしい。

　どういうところが好きって……。難しいこと聞いてきやがる。俺は確かにシスコンかもしんねーけど、基き本ほん俺ってこいつのこと大だい嫌きらいだしなあ。……えーと？　桐乃のいいところを考えて、答えりゃいいのか？　そしたらアレだ、まず──。

　俺はちら、と桐乃を見て、

「顔？」

「………………は？」

　桐乃はもの凄すごく渋しぶい顔になった。気持ちは分からなくもない。俺たちがお互いに、相手の好きなところを言い合う──なんて、どう答えたって気まずいし気持ち悪い。

「他にも超たくさんあるでしょ!?　性格がかわいいとか、考え方が尊そん敬けいできるとか、気き配くばり上じよう手ずとか──」

　おまえのどこを見て、『性格がかわいい』とか『気配り上手』とか、思うやつがいるわけ？

　ようは外見とかじゃなくて、おまえの内面を褒ほめろってこと？

「へいへい。そうだなあ──」

　段だん々だん投げやりな気分になってきた。俺は桐乃を真まっ直すぐ見つめて、

「俺は、おまえがいつも一生懸けん命めいなところが、好きだよ。色んなもんに興きよう味み持って、好きになって、それぞれに全力を尽くしてさ、そういうところがスゲエって思う」

「な……」

　びく、と反応した桐きり乃のの頭に、手を乗せる。

「──そのせいで失敗しちまうこともあるけどな。誇っていいことだろ、それは」

「なにそれ……う、上から目め線せんで……」

「──感謝してるんだぜ、これでも。おまえのおかげで──」




「俺おれの人生には、楽しいことが増えたからよ」




　本ほん心しんだった。

　桐乃と一いつ緒しよに手に入れた、新しい友達。桐乃に感かん化かされて変わった、俺自じ身しん。

　そして、いまここでこうしている俺たちの関係も。

　桐乃が、俺にくれたものだと思っている。

「……あっそ」

　桐乃は、すげなく呟つぶやいた。

「分かったから……手、どけてよ……」

　俯うつむいている桐乃の声は、いつもよりも弱々しく……きっと『こいつの演技キモすぎ。……でもいまは怒れないし……』などと恨うらみがましく思っているんだろう。

　いや、まあ。我ながら、普ふ段だんなら絶対に口にしない恥はずかしい台詞せりふだったぜ。

　だからこそ、こういう機会に、演技のふりして言っておくのも悪くはない。

　俺たちの話を、「ふわぁ、ふわぁ」と興こう奮ふんしながら聞いていたブリジットは、握り拳こぶしをふりふりしてはしゃいでいる。

「すご～いっ。いいなぁ～、いいなぁ～」

　一方、俺たちを冷めた目で眺ながめていた加か奈な子こは、

「……でもさー…………なーんかぁ……恋人って感じじゃなくね？」

　怪け訝げんそうに呟つぶやいていた。




　食事を済ませ、加奈子たちと別れた俺たちは、当て所どもなく街をぶらついていた。

　何な故ぜかというと……

「……………………おい」

「……………………」スタスタスタスタ。

「……………………おーい、桐乃、待てって」

「……………………」スタスタスタスタ。

　加奈子たちと別れた途と端たん、桐乃はいきなり不ふ機き嫌げんになり、俺を置き去りにする勢いで歩いて行ってしまったのだ。慌あわてて追いかけて声を掛けてみるものの、反応はない。

　ったくめんどくせえ……怒ってるなら怒ってるで、ちゃんと理由を言えっての。

　いまの状況って、ある意味『もしも桐きり乃のが俺おれの彼女だったら』というシミュレーションみたいなもんだけど──想そう像ぞうどおりだ。こいつの彼かれ氏し役やくは、大変すぎて俺にゃつとまらねえよ。

「なーにふて腐くされてんだよ、オイ」

　ぴたり。桐乃は唐とう突とつに立ち止まり、くるっと振り返って、怒ど気きを含んだ表情で俺を見上げてきた。

「な、なんだよ……いまも監かん視しされてるかもしんねーってこと、忘れてんじゃねえだろうな」

「チッ……」

　桐乃は舌した打うちし、一いつ旦たんそっぽを向いてから、ぼそりと「……次」と呟つぶやいた。

「あん？」

「次──どこ行くの？」

　険けん悪あくな声で言う桐乃。

　……相変わらず、女というのは何を考えているのか分からない。まあ、とりあえず──俺のうかがい知れない面白くないことがあってふて腐れていたらしい桐乃は、それでもデートのふりを続ける気になったようだ。

「あ、ああ次──次な」

　普通のデートなら、映画、食事と来て、あとは買い物とかなんだろうが──。

　服ふく見に行くと、長いし、高いもん買わされそうだし、興きよう味みもねーし……。

　かといって、エロゲーショップに行くわけにもいかねえし。

　結けつ局きよく俺は、こう提てい案あんした。

「ゲーセンとか、どうだ？」

　ゲーセンというのが果たしてデートで行く場所として妥だ当とうなのかどうかは、ちょっと俺には判はん断だんが付かない。しかし悪くない選択だとは思う。

　役やく者しやでもない俺たちが、恋人のふりを完かん璧ぺきに演じるなんて最初から無む理りに決まっている。

　だから、少しでもボロが出にくいデートコースを選ぼうって寸すん法ぽうなのさ。

　ホラ、ゲーセンでゲームやってれば、たいして彼女と喋しやべらなくたって、時間が潰つぶせるだろ？

「分かった、そこでいい」

「そ、そか」

　というわけで、俺たちはゲーセンへと向かった。道どう中ちゆう、桐乃は依い然ぜんとして言葉数かずが少なかったし、待ち合わせ直後のように演技で腕を組んできたりもしなかった。

　さながらいつもの──兄妹としての、俺たちの距離感かん。

「どうした？　も、もう腕は組まねえの……？」

　なんともなしに聞いてみると、桐乃はキッと俺を睨にらみ付けて、さっさとひとりで歩いて行ってしまう。俺は頰ほおをかいて苦く笑しようした。

「……やれやれ。女と付き合うって大変なんだな」




　ゲーセンに到着。自動ドアをくぐった瞬しゆん間かん、雑ざつ多たな音が混じり合って耳じ朶だに飛び込んできた。

　このゲーセンは三階建て＋地下で構成されており、一階にはクレーンゲームが並んでいる。

「おまえ、ゲーセンとかよく来んの？」

「……わりと。沙さ織おりとかとも一いつ緒しよに行くし──ガッコの友達とも行くよ？」

「へえ」

　そっか。プリクラとか、クレーンゲームとか、そういうのは普通の女子も好きっぽいしな。

　そんならどっかからこの様よう子すを見ているであろう美み咲さきさんも、不ふ自然には思わないだろう。

「じゃ、クレーンゲームでもやるか」

「なんであんたと仲良くクレーンゲームなんかやらなきゃいけないワケ？」

「恋人っぽくするんだろ？」

「……そうだけど……」

　どうやら俺おれと恋人のふりを続けるのに嫌いや気けが差してきたらしいな。

　さっきからの不ふ機き嫌げんっぷりも鑑かんがみて、間違いないはずだ。でもな、桐きり乃の──ちゃんと真ま面じ目めにやらないと、もっとめんどくさいことになっちゃうんだろ？　俺だってオマエがまた海外行っちまうのなんてイヤだし──

「ちゃんとやろうぜ？」

「わ、分かったわよ……」

　渋しぶ々しぶと同どう意いする桐乃。

　やれやれ。苦く笑しようしてクレーンゲームの機き械かいに近づくと、

「ちょ、ちょっと待って！」

「ぐえっ！」

　後ろから襟えりを引っ張られた。

「今度は何だよ!?」

「ガッコの友達がいんの……！　こんなとこ見つかったら……」

「あー」

　あの高こう坂さか桐乃に彼かれ氏しがいた!?　なーんてことになったら、大おお騒さわぎになるわな。さっき加か奈な子こにそうしたように、いちいち口くち止どめすんのにも限界がある。会わないに越したことはない。

「しょうがねえ。違う階に行くか」

　クレーンゲームを諦あきらめ、二階へと上る。二階は格かく闘とうゲームがメインのフロアだ。最近流りゆう行こうのネットワーク対戦ゲーム（麻雀マージヤンやカードゲーム、クイズ等とう々とう種類は様々）が壁面をぐるりと囲うように設置されており、それ以外の部分には格闘ゲームの対たい戦せん台だいが多数設せつ置ちされている。

　角にはプリクラコーナーや両りよう替がえ機きがある。

「……まだ、あの女おんな社長は付いて来てるのか？」

　二階を歩きながら、ぼそっと問う。

「……うん、たぶん」

「どこ？　俺おれ、さっきからそれとなく探してんだけど、ぜんぜんでよ……」

「あ、あんた、注意力なさすぎ。ちょ、きょろきょろすんなっての、バレるでしょ？」

「……悪かったな。仕方ねえ、まだ監かん視しがあるもんと考えて行動すっか」

「ん」

　小さく頷うなずく桐きり乃の。普ふ段だんのこいつなら、真まっ先さきに格かくゲーコーナーに向かってシスカリをやるところなのだろうが、いま俺たちは恋人のふりをしているのだ。ひとまず『俺たちラブラブなんだぜ』『俺たちオタクじゃないんだぜ』という主張をしておかねばなるまい。

　俺たちはプリクラの機械（なんと驚け、カップル専用のやつだ。こんな恥はずかしい機械が存在したとは！）を、げんなりした瞳ひとみで見つめて──

「………………プリクラ、やる？」

「…………やるか」

　のれんをくぐって中に入る。

　ハァ、とため息を一つ。

　もの凄すごい抵てい抗こう感かん。実は俺、プリクラなんて撮とるの初めてでさ。まさかその初はつ体験を桐乃と迎えることになろうとは……。黒くろ歴史にもほどがある。あとで思い返すたびに悶もん絶ぜつしそうだ。

「えーっと？　これ、どうやって撮るんだ？」

「そこにお金入いれて」

　怒ったような声で言う桐乃。俺は、はいはいと、言われたとおりにする。

「次はフレームを選ぶよ」

「どれにす、」

　ぴっ。聞く前に押しやがった。

「よりにもよってハートかよ!?」

　これから俺、妹とハートフレームでプリクラ撮るんですか!?

　もしこの事実が明るみに出たら、社会的にやばいレベルじゃねえ？

「チッ……ここまでやったんだから、もう徹てつ底てい的にやるしかないでしょ……」

「き、桐乃……？」

　おまえ……おまえ……目が据すわってないか？　やけくそになってるだろ!?

　画面にペンで二人の名前を書き込んでいた桐乃は、無む駄だに気き合あいの入った声を張り上げる。

「さあ！　と、撮るよ！」

「ちょ、」

　そして桐きり乃のは、俺おれの腕をぐいっと引っ張って──

　ぱしゃっ。
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「…………………………」

　俺と桐乃は、取り出し口から出てきたツーショットプリクラを眺ながめ……なんとも言えない切ない表情になるのであった。

　実じつ妹まいとツーショットプリクラ。

　しかもカップル御ご用よう達たしのハートフレームで。

　プリクラという実物を見たことによって、現実を客きやつ観かん視ししてしまった俺たちは、悪あく夢むじみた証しよう明めい写真を捨てることも叶かなわず、プリクラを律りち儀ぎに半分こして、お互いに持った。

「…………行くか」

「…………うん」

　生命力りよくをすべて吸い取られたかのような顔色で、機き械かいの外に出る。




　そこで黒くろ猫ねこと遭そう遇ぐうした。




「…………え？」

　カップル専用プリクラの機き械かいから出てきた俺おれたちを目もく撃げきした黒くろ猫ねこは、棒ぼう立だちで硬こう直ちよく。

　このゴスロリファッションの少女は、黒猫。俺と桐きり乃のの共通の友達である。

　なんでこんなところにこいつが……と思ったが、なんのことはない。ゲーセンはこいつのホームグラウンドのようなものだった。

　くっそー、もうやだ。なんで今日きように限って、こんなに知り合いに会いまくるの？

　しかも毎回タイミング悪く！

　と、とりあえず何か話しかけなければ、と思ったら、

　ちゃりちゃりちゃりちゃり！　黒猫は混乱のあまり、掌てのひらからばらばらと百円玉だまを落っことした。どうやら両りよう替がえに行った帰りだったらしい。

「ちょ、あんた小こ銭ぜに！　小銭落おとしたよ！」

「？　？？？　？？？？？」

　桐乃に話しかけられても、疑問符ふを頭上に浮かべるばかり。黒猫は、顔に冷ひや汗あせをびっしりかいて、袖そでで目をごしごし擦こすっては、俺たちを見て瞬まばたきを連れん射しやしている。

「か、カップル専用プリクラですって……？　……な、なにをやっているの……あなたたちは……」

　先に小銭を拾えよ。よっぽどびっくりしたんだな！

「お、おい桐乃」

「う、うん」

　俺たちは混乱している黒猫に代わって、ばらまかれた百円玉だまを拾い集めた。

「ほらよ」

　黒猫に手渡してやると、

「……え、ええ」

　彼女は呆ぼう然ぜんとしたままそれを受け取り、

　視線を、俺・桐乃・高こう坂さか兄妹らぶらぶツーショットプリクラ……という順じゆん番ばんで移動させた。

「……い、いつのまに……こんな」

「ちょ、待て！　『さすがに引くわ』みたいな顔をするんじゃない！　おまえはいま重大な誤ご解かいをしているぞ！」

　なんとか説明しようとしたら、

　ぐりっ！　桐乃が脇わき腹ばらに肘ひじをねじ込んできた。


「なにやってんの！　見られてる！」

「だ、だってよ！」

「こいつになら、あとで説明すればいいでしょ！」

「し、しかしだな……」



　俺と桐乃が密みつ着ちやく状態でやり合っていると、黒猫はさらに勘かん違ちがいを深めたらしい。

　かぁ、と、頰ほおを紅こう潮ちようさせて、

「……いくら何でも、その……こんな公こう共きようの場で……見せつけるように……」

　ギャ──ッ！　もじもじしてんじゃねー！

　よく考えろよ黒くろ猫ねこォ！　俺おれと桐きり乃のが──なんて、ありえるわきゃね──だろうがよ！

　よっぽど肩を鷲わし摑づかみにしてガクガク揺すりながら釈しやく明めいしてやりたかったが、状況的に不ふ可能。

「くぅ～ッ」

　俺は泣きそうな瞳ひとみで黒猫を見つめ、通じるはずもないテレパシーを飛ばすことしかできなかった。やっべえ……！　おい、どうするよ桐乃！　焦あせって妹を見ると──

「ぷくく」

　なんかニヤニヤしていた。俺との関係を疑われる恥はずかしさよりも、黒猫をビックリさせる面白さの方が上回った──ということだろうか。

　どれだけ黒猫に対してサディスティックなんだよ。

　事じ態たいをまったく把は握あくできていない黒猫は、動どう揺ようを隠かくしきれぬ声こわ色いろで呟つぶやいた。

「……ど、どういうことなの……？」

「えぇ～？　どういうコト、と言われてもねぇ～？」

　桐乃はわざとらしい口く調ちようで俺を見あげ、ニヤリと笑えむ。

「ね～、〝京きよう介すけ〟ぇ？　あたしたちのカンケーだってぇ？　ホラ、言ってあげれば？」

　禁きん断だんの関係っぽく言ってんじゃねえよ!?　訂正できない状況でなんてこと聞きやがる！

　さてはおまえ、この前、黒猫に似たようなからかわれ方したの、根に持ってやがったな！

「ま、まあ、それは、いまはいいだろ」

　辛かろうじてごまかす。黒猫に『俺たち付き合ってるんだ』なんて言えるわけがない。

　桐乃は、軽くチッと舌した打うちし、それから黒猫に、例の気持ち悪い喋しやべり方で話しかけた。

「じゃ、あたしたち、いまデェ～トしてるとこだから！　もう行くねっ？」

「……あ、え？　え、ええ……」

　依い然ぜんとして、魂たましい半分彼ひ岸がんに逝いっちまっているような顔の黒猫だった。

　全身が、細かくプルプル震えている。

　それを見て満足げに頷うなずいた桐乃は、するっと腕を絡からめてきて、俺の顔を見上げた。

「さっ、行こ？　〝京介〟[image: 白ハート]」

「オエッ……」

　うぼえええ気き色しよく悪ィィィッ！

　ごめん桐乃、昨日きのうのオマエの態度は正しかったわ。

　兄妹に恋人みたいな声出されたら、そりゃ全身に鳥とり肌はだ立っちゃうよ！

　ぎりっ！

「うぐ……!?」

　組んでる腕をつねりやがったこいつ。

　なんなの？　彼かれ氏しってのはみんな、彼女からこういう扱いを受けているわけ？

「と、とりあえずこの場から撤てつ退たいするぞ……」

　俺おれは桐きり乃のを引き連れて、早はや足あしで階段を下りていった。

　俺は一日限かぎりの彼女──桐乃と、腕を組んで歩きながら、考える。

『彼女』ってほんっと、めんどくせえもんだな。

　一いつ緒しよにいると疲れるし、何なに考えてるのか分からねえし──。

　だけど、放っておくわけにもいかねえし。

「…………………………」

　ってなんじゃそら。

　それじゃあ、いつもと同じじゃねえか。

「……きょ、京きよう介すけ。なに笑ってるわけ？」

　不ふ思し議ぎそうに問うてくる妹に、俺はちょっといい台詞せりふを聞かせてやるつもりで微笑ほほえんだ。

「いや、なんだ。……『妹』と『彼女』って──たいして変わんねえなってさ」

「──は？」

　えっ？

　……あれ？　俺……いま、なんか変なこと言った？

　どんっ。桐乃は俺を突き飛ばすようにして、組んでいた腕を放し──

「ちょうキモ……妹もののエロゲーのやりすぎじゃん？」

　ゴミを観みるような眼めで俺を睨にらみ、そのままゲーセンの外へと歩いていった。

　俺の目の前で、自動ドアが閉まる。

「………………」

　桐乃の冷めきった視線と口く調ちようは、まるで一年前、冷れい戦せんをしていたころの桐乃のようで、懐なつかしいムカつきが、俺の胸に満ちていった。




　夕方。家に帰った俺たちは、夕ゆう飯はんまでの間リビングでくつろいでいた。

　俺の目の前では、桐乃がソファに座り、

「……はい、はい。ええ、そうなんです──はい」

　恐らく美み咲さきさんと電話をしている。

「はい、じゃあ、失礼します」

　桐乃はピッと電話を切り、まるでどうでもいいことのように呟つぶやいた。

「ヨーロッパ行きの話なくなったよ。美咲さん、あたしのこと──ひとまず諦あきらめるって」

　こっちをちらとも見やしねえ。黒くろ猫ねこをおちょくって、機き嫌げんを直してくれたと思ったのだが──さっき俺おれが失しつ言げんをしてしまってから、再び不ふ機き嫌げんになってしまったようだ。

「それじゃあ……一いつ件けん落らく着ちやくってことか？」

「うん。美み咲さきさんが、あんたに………………」

　ちら、とこっちを見て、

「かわいい彼女を大切にね、だってさ」

「フーン。なんか、妙みようにあっさりと片付いたもんだな」

　気の抜けた返事をする俺。

　桐きり乃のがらみの騒そう動どうに巻き込まれたときの経けい験けん則そくによると、いつもなら、ここからさらに深しん刻こくな問題が発生して──ってな展開になるじゃんか。俺たちの恋人演えん技ぎも、そこまで上う手まいもんじゃなかったという自覚があるし、最後にゃゲーセンで喧けん嘩かっぽいやり取りまでしちまったってのに……拍ひよう子し抜ぬけしたという感覚が強い。俺自身が、監かん視ししていたという美咲さんの姿すがたを一度たりとも見ていないことも、この肩すかしみたいな気分の原因だろうな。

「不満なわけ？　あたしが海外行った方が、よかったっての？」

　キッと桐乃が睨にらんできた。俺は妹に真まっ直すぐ視線を向けて、本ほん心しんを吐と露ろした。

「んなこと言ってねえだろ。一件落着なら、よかったよ。ホッとした」

「……そ、そう。ならいいケド」

　またしてもそっぽを向いてしまう。

　桐乃はそのあと、もごもごと何事かを口こう内ないで呟つぶやいて──

「たださァ、あんた、ちょっと今日きようのデートについて言わせてもらっていい？」

　いきなり偉そうな口く調ちようでふんぞり返った。

「……あんだよ」

「今回は何とか上手くごまかせたけどぉ～、なにあれ？　全ぜんっ然ぜんだめ。話になんない」

「ああ？」

　俺は座ったまま、不機嫌な声を出した。

「せっかく頼みを聞いてやった兄あに貴きに、なんだその台詞せりふはよ」

「分かんない？　あんたの所しよ業ぎようを思い出してみなさいよ。隙すきあらば妹にセクハラするしさ、好きなトコ連れてけってゆったら、植物園えんとか言い出すしさ……こっちが文もん句く言ったらエロゲの選択肢しそのままの台詞で乗り切ろうとするし──マジ最さい悪あく」

　ぐちぐちぐちぐち……今日のデートで気に食わなかった事じ項こうを羅ら列れつし始めやがった。

　こいつの彼かれ氏しはデートのたんびにコレをやられるわけですよ。

　大変だな！　オラ、イライラしてきたぞ！

「もうちょっとまともに彼女を楽しませられないわけ？」

「いや、おまえ……楽しんでたじゃねえかよ」

　映画観み終わったときとか、あんなにはしゃいでたじゃん。

「勘かん違ちがいすんな。あれは映画が楽しかったのであってぇ、デートが楽しかったわけじゃないから。リトルシスターズが意い外がいにも良りよう作さくだった件は、別にあんたの功こう績せきじゃないでしょ？」

「俺おれが選んだ映画じゃねーか」

「だとしてもそのあとの対応がダメ。いい映画観み終わったあと、映画の話をしたくてしたくてウズウズしているあたしに、気持ちよくお喋しやべりをさせてくれなかったでしょ？　『うるさいよおまえ』って怖こわい声で言ったでしょ？　あたし、ちょー傷ついたんだケド」

　ウソつけ！

「監かん視しがいるかもしんねーってのに、べらべらべらべらオタク丸まる出だしで喋るからだろうが。俺が止めなきゃどうなってたと思ってんだよ」

「もっと優しく言えばいいじゃん！」

「俺はおまえの奴ど隷れいじゃないっつーの！　そういうのはなあ、兄あに貴きじゃなくて、おまえの彼かれ氏しに言ってやれ！　な!?」

「なっ……」

　桐乃は俺の台詞せりふにビクッと反応した。目を見開き、わなわなと肩を震わせている。

「今日きようは……あんたがあたしの彼氏でしょ？」

「『彼氏のふり』だろ？　ったく……せっかく俺が嫌いや々いや協力してやったっつーのによ。それでこんなグチグチ言われんだったら、もうやってらんねーよ」

　俺はふて腐くされてそっぽを向いた。苛いら立だちを吐き出すように言ってやる。

「おまえの彼氏役やくなんざ、もう二度とごめんだね」

　バシッ！　桐乃が俺の顔面に何かをぶん投げてきた。

「痛いッて……なにす、」

「バカじゃん！」

　がたっ、勢いよく立ち上がった桐乃は、乱らん暴ぼうな足取りでリビングの出口へと歩いていく。

「やっぱあんたなんかに頼むんじゃなかった……」

　怨えん嗟さの呟つぶやきを発しながら、ノブを摑つかむ。

　そして桐乃は、ひどく醒さめた瞳ひとみと声で──




「もういい。次からは、本当の彼氏に頼むから」




　そう言い捨てて去っていった。

「…………………………本当の彼氏？」

　俺の手には、妹が投げつけてきたツーショットプリクラが残されていた。
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　唐とう突とつな展開で驚かれてしまうかもしれないが、なんと俺おれはいま、あやせの家にいる。

　新あら垣がきあやせ。妹の親友でクラスメイト、雑誌の専せん属ぞくモデルをやっている、黒くろ髪かみの美び少女。

　俺のことを『近きん親しん相そう姦かん上じよう等とうのキモオタ兄あに貴き』だと思いこんでおり──しかし何な故ぜか最近は、桐きり乃ののことで俺に相談を持ちかけてくる。

　それが俺とあやせの、少し不ふ思し議ぎな関係だった。

　夏休みが始まって数日が経たったこの日、あやせから俺に電話がかかってきたのだ。

『──今日きよう、お暇ひまですか？』

　机にかじりついて、受じゆ験けん勉強の最後の詰めに入っていた俺だったが、

「ヒマヒマ！　超ちようヒマ！」

　ツバを飛ばす勢いで即そく答とうしたよ。もしこのせいで受験に落ちても悔くいなしである。まあ実際、ここで忙しいと断ったところで、どうせ気になって勉強など手に付かなくなってしまうのだから、同じことなんだけどさ。これは自じ慢まんになっちまうけど、もう合ごう格かく安全圏けんに入ってるしな。

　これでも桐乃や黒くろ猫ねこを見習って、ちっとは頑がん張ばってたんですよ、俺。

　まあ、あんたらの前ではエロゲーやったり、アキバでエログッズを買ったり、小学生のハダカを見たりね？　そういうことばっかやってたけどさ。見てないところではちゃーんとやることやってたんだぜ？

『……そ、そうですか……そんなに大おお声ごえで主張しなくても……』

　あやせは、耳がくすぐったくなってしまうような可か憐れんな美び声せいで言う。

『あの……わたし……お兄にいさんに、とてもとても大切なお話があるんです。お手て数すうですけど、これから、わたしの家に来ていただけませんか？』

「お、おまえの家に!?　俺が？」

　そ、そんな……これは夢か？　あやせが俺に……家に来て欲しいなんて。

　い、いや待てっ、落ち着け……っ。……これはあやせの罠わなだ。

　どんな服ふく着きて行こうかナ♪　なぁんて一いつ瞬しゆん舞い上がりかけた俺であったが、すぐさま気を引き締める。いい加か減げんに学ぶんだ俺！　このキチ▲イ女の誘いに乗って、何度酷ひどい目にあったことか！　だがあやせは、甘い囁ささやきで俺の警けい戒かいを溶かしにくる。

『はい……わたしの家に来て欲しいんです……だめですか？』

「いや、ダメじゃない……ぜんぜんダメじゃない……」

　罠だと分かっているのに……ッ。くそ……このかわいらしい天使からの『お願い』を断れる男が、この世にいるのだろうか？　たとえ本ほん性しようが思いこみの激しい危ない女なのだとしても、それでもこうやって健気けなげに頼まれちゃうと、さ。

「分かった、いまから行くよ」

「本当ですか？　ありがとうございます、お兄さん！」

　女ってずるいぜ。

「いいさ。たいしたことじゃないんだが、俺おれもおまえに、ちょっと相談したいことがあった」

　それに……万まんが一いち、ということも……あるかもしれないしね！




　というわけで、俺はあやせに住所を教えてもらって──新あら垣がき邸ていへとやってきたのだった。

　高こう坂さか家けから見て、あやせの家は駅の反対側がわにある。あやせはよく桐きり乃のと一いつ緒しよに帰っているが、住所を知ってみると、あやせの帰き宅たくルートって、明らかに遠とお回まわりのような……。

　桐乃と一緒に登とう下げ校こうしたいから──ってことなんだろうな。よくやるよ、あいつも。

　新垣邸は綺き麗れいな庭付きの一いつ軒けん家やだった。この前、沙さ織おりの家に行く途と中ちゆうにあったような豪ごう邸ていではさすがにないが、趣しゆ味みの良さが窺うかがえるあやせらしい家だ。

「ごくっ」

　俺は新垣邸を仰ぎ見て、生なま唾つばを吞のんで怖おじ気けづく。

　いたって普通の建物なのに、あやせの家だと思うと迫力あるな……。

　まるで悪あつ鬼き羅ら刹せつの棲すまう伏ふく魔ま殿でんのような威い圧あつ感である。

　俺は震える指を伸ばして、インターホンを押した。

「あ、お兄にいさん。来てくれてありがとうございます！　お待ちしてました！」

　すると私服姿すがたのあやせが出迎えに来てくれて、ついつい俺は『うへっ、なんか彼女の家に遊びにきたみたいじゃね？』なんてことを思ってしまった。今日きようのあやせは、大人おとなしい印いん象しようのワンピース。俺の妹と同どう様よう、何を着ても似に合あってしまうんだな。

「じゃ……えっと……わたしの部屋に案内しますね？」

「あ、ああ。お邪じや魔まします」

　すっげえ歓かん迎げいムードだし。ど、どうしたんだこいつ？　もしや、チマチマチマチマあやせイベントをこなして好こう感かん度どを上げてきた成果がついに？　え？　なに？　だとすると──

『とてもとても大切なお話』って、マジでもしかするのか!?

　うっひょぉ～～～～～～～～～～ッ！　なんかわくわくしてきたぜ！

　テンション上げ上げの俺だったが、一歩玄げん関かんに入った途と端たん、あやせのものではありえない大おと人なっぽいハイヒールが目に入って心しん臓ぞうが飛び跳ねる。

「……あやせさん……ご家族は、ご在宅で？」

「はい？　ええ、お母かあさんがいますけど……」

「そ、そうなんだ。お母さんが……へえ」

　あやせのお母さんというと、ＰＴＡの会長をやっているとかいう、あの……。

　ぎゃ～、そんなの絶対おっかないに決まってるぜ。

　だってあやせのパワーアップバージョンみたいなもんだろ？

　もはや魔ま王おうじゃん。

「俺、ご挨あい拶さつした方がいいかな？」

「いま執しつ務む室しつで仕事中だと思いますけど……呼びましょうか？」

「あ！　いや！　仕事の邪じや魔まするのも悪いしいいよ！」

　俺おれは高速で掌てのひらを振って拒きよ否ひした。

「そうですか？　なら、こちらへどうぞ」

　こくこく。俺は借りてきた猫のように大人おとなしく、家や主ぬしの指し示じに従って忍しのび足で歩いていく。

　階段を上り、一つめの部屋の前で、あやせが立ち止まった。

「ここが……わたしの部屋です。どうぞ、入ってください」

「お、おぅ」

　俺はあやせに導かれるまま、彼女の部屋へと脚あしを踏み入れた。

　……へえ、ここがあやせの部屋か。甘くて化け粧しようくさい誰だれかさんの部屋とはまるで違う、石せつ鹼けんの清せい楚そな香りに、思わずクンクンしてしまうぜ。

　きちっと整理整せい頓とんされていて、すっきりと片付いている。使われている色もブルー系けい統とうが多く爽さわやかだ。ベッドの上には、クマのぬいぐるみなどが置かれている。

　枕まくら元もとには、写真立てが幾いくつか。ちら、と見た限りでは、あやせが家族や友達と撮とったものらしい（あやせママ、超ちよう美人）。その中のひとつ、写真の中のあやせは、桐きり乃のと寄り添って笑っていた。

「……あ、あの……あんまり見ないでください。……恥はずかしいです」

「え？　あ、ごめんな」

　ごくん、と唾つばを飲み込む。今日きようのあやせは、いつものようなトゲがまるでなく、なんだか妙みようにかわいかったのだ。

「で──その、なんだ……俺に、用があるんだろ？」

「はい」

　こくん、と頷うなずくあやせ。ちょっともじもじして、

「お兄にいさん、両手をこう……前に出していただけますか？」

「？　……こうか？」

　がちゃっ。

「え？」

[image: ]

　手て首くびを見ると、金属の手て錠じようがかけられていた。

「はあ!?」

　大おお声ごえを上げた。愕がく然ぜんと手錠のかけられた手首を凝ぎよう視しし、それから顔を上げてあやせを見る。

「ちょ、なにこれ！」

「手錠です」

　いや！　それは見りゃ分かるけど！

　俺の狼ろう狽ばいぶりを目もく撃げきしたあやせは、照れたようにポッと頰ほおを赤らめ、

「だってお兄にいさんと部屋に二人きりだなんて──気持ち悪いじゃないですか？」

「表情と台詞せりふが合ってねえぞ！」

「もっと言うと、そうでもしないとあなたと部屋に二人きりだなんて耐えられませんし」

「がっ……」

　なんてこった。

　なんてこった……。『とてもとても大切な話』なんてかわゆく言うから……

　ちくしょぉおおおおおおおおおおおおおおおおやはり罠わなだったのか！

　興こう奮ふんした俺おれは、手て錠じようをガッチャガッチャとかき鳴らした。

「あやせ貴き様さまぁ！　よくも……よくも俺の乙女おとめ心ごころをもてあそんでくれたな！」

「なっ……」

　あやせは両目を丸く見開いて、真まっ赤かになった。

「もてあ……な、なに言ってるんですかっ!?」

「だって、てっきり告こく白はくされるのかなーと思ってわくわくして来てみたらこの仕打ちなんだぜ？」

「し、しませんっ！　そんなこと！」

「あんなにかわいい声で呼び出されたら、誰だれだって期待しちゃうだろ」

「普通に喋しやべっていただけです！」

　手て錠じようをかけておいて逆ギレかよ。どういうことなの……？

　俺おれは、すねてあやせを睨にらみ付けたのだが、

「なんですかその反はん抗こう的てきな目は？　大おお声ごえを出してお母かあさんを呼びますよ？」

「それは確かに俺にとっての大ピンチだが、娘むすめの部屋にかけつけたお母さんに、おまえはなんと説明するんだよ」

　がちゃがちゃ、手錠を鳴らす。

　あやせは光こう彩さいの失せた瞳ひとみで俺の手て首くびを一いち瞥べつし、

「変へん態たいストーカーが部屋に押し入ってきて『どうか俺に手錠をかけてください』とわたしに強要してきたんですと訴えます」

「俺、とんでもない変態だな!?」

　仮にそういう性せい癖へきの俺──否いな、変態さんがいたとして、自分の願がん望ぼうを満足させた瞬しゆん間かんに捕まってしまうじゃないか。

　業ごうが深ふけえ。

　俺は力なく首を振った。

「もういい。この扱いについてはそういうもんだと諦あきらめることにするわ。だからさっさと用件を言ってくんねえかな」

　そして早そう急きゆうに手錠を外してくれ。

「そうですね──」

　あやせはさらに目をすがめ、ひどく醒さめた表情で本ほん題だいを切り出した。




「…………お兄にいさん、これ、どういうことですか？」




「なっ……!!」

　俺はあやせが差し出してきたブツを見るや、激しく動どう揺ようしてしまう。

　なんとそれは、先せん日じつ桐きり乃のと一いつ緒しよに撮とった、らぶらぶツーショットプリクラだったのだ。

　それが一枚だけ切り取られて、あやせの指の腹に載のっていた。

「なんでおまえがコレを持っている!?」

「どうやってわたしがコレを手に入れたのか──そんなことは、この際さい問題ではありません」

　いや、問題だろ。しれっと流そうとしてるけどさあ。

　俺と二人で撮ったプリクラなんて、桐乃は絶対他た人にんに渡したりしねえぞ特にあやせには！　てか、俺と半分こして桐乃が持ってたプリクラは、この前まえ俺に投げつけて来たよな？

　だから桐乃はもう、あのプリクラを持ってねーはず。

　でもって──俺の手に渡ったプリクラは、エロ本に挟んでぜってーお袋ふくろにも見つからないよう新たな隠かくし場所にしまってあるから、こっちからブツが漏もれることはありえない。

　あれ？　おかしいじゃん。じゃああやせのやつ、どうやってプリクラを手に入れたってのよ。

　怖こわっ！　オカルト現げん象しようすぎて追つい及きゆうしにくい。しかもいまそれどころじゃねーし。

　俺おれはプリクラからそっと視線をあげ、あやせの光こう彩さいの消えた瞳ひとみと見つめ合った。

「あの……どうしてお兄にいさんが、桐きり乃のと一いつ緒しよに、ハートフレームでプリクラを撮とっているんです？　しかもこんなにぴったり腕を組んで、すごく仲が良さそうです……。わたし忠ちゆう告こくしましたよね？　桐乃に手を出したら──って」

「…………え……と……それは、ね？」

　くそ……まずいぜ。非常にまずいぜ。

　こいつは桐乃に並々ならぬ親しん愛あいと執しゆう着ちやくを注そそいでいるのだ。『桐乃に手を出したら殺しますからね』という宣せん告こくもかつてされている。

「……はぁ～……はぁ～……」

　俺は、あやせが見せつけてきているプリクラを、再び戦せん慄りつの表情で見つめた。

　そこに写っている俺と桐乃は、どうひいき目に見ても、日常的にチューとかしてる熱々バカップルにしか見えない。そして目の前にいるあやせの瞳ひとみには『殺さつ』という文字が透すけて見える。

　現げん在ざい俺は手て錠じようで拘こう束そくされており──抵てい抗こうは不ふ可か。

「待て……殺さないでくれ……」

　俺はジリジリ後ずさりながら、半なかば本ほん気きで訴えた。

　まさかこんな台詞せりふを現実で言う羽は目めになるとはな。

　これでさっきまで『告こく白はくされるかも？』とわくわくしていたというのだから、俺の楽らく天てん家かっぷりも堂に入ったものである。

　あやせとイチャコラできるかもなんて、もう二度と期待しねえからな！

　ちらっ。哀あわれみを誘うような眼まな差ざしで、あやせ様のご尊そん顔がんを見上げると、

「…………そ、そこまで怯おびえられると、さすがに傷付くんですけど」

　なんだか引きつった顔をしていた。

「わたしはただ、普通に、このプリクラってどういうことなのかなって……聞こうとしただけなのに……ひどくないですか？」

　あやせは唇くちびるを尖とがらせて、すねたような表情になる。

　一いつ瞬しゆん心を許してしまいそうになるが、騙だまされてはいけない。

　ならば俺に手錠をかける必要はなかったはず。

　だがまあ、ここはちゃんと正直に答えておいたほうがいいな。俺の身の安全のためにも。

「よし、説明しよう。あやせ、これには深～いわけがあってだな」

「……わたし、お兄さんからその台詞を前にも聞いたような気がします」

　そうだっけ？　確かに俺って、あやせと会うたんびに言い訳わけしてるからな。

　ってわけで、俺はあやせに、ツーショットプリクラを撮るに至った経けい緯いを説明した。桐乃が専せん属ぞくモデルとして美み咲さきさんにスカウトされて、それを上う手まく断るために彼かれ氏しのふりをしたこと。

　美咲さんがデートを監かん視ししてくることを知って、彼氏彼かの女じよのふりをして一いつ緒しよに出かけたことなどを話して聞かせると、あやせはひとまず頷うなずいた。

「あの日、藤ふじ真ま社長が、お二人のデートを尾び行こうして、監視していたと？」

「ああ」

「……そういうことだったんですか……でも」

　あやせはツンと上向いた唇くちびるに指を当て、考え込むような仕し草ぐさをした。

「それ、なんだか、おかしな話ですね」

「う、ウソじゃねえって」

「いえ、お兄にいさんがウソをついているというわけじゃなくて──藤真社長が桐きり乃のをスカウトしていたのはわたしも知ってましたし」

「あ、そうなんだ」

「当たり前ですよ。こっちでは、わたしが桐乃を護まもらなくちゃいけないんですから。せっかく桐乃が帰ってきてくれたのに、また離ればなれになるなんて絶対イヤだったから……わたしもわたしで、色々と手を尽くしていたんです」

　……なるほどな。もしかして美咲さんがあんなにあっさり桐乃から手を引いたのって、あやせが裏で色々働はたらきかけていたおかげでもあったのかもしれねえ。

　何をどう働きかけていたのかは、おっかないから聞けないけど。

　さて、おかしな話とやらには興きよう味みねえし、とりあえず──

「──誤ご解かいは解けたか？　もう一いち度ど言うけど、プリクラの件は演技で、おまえが考えていたようないかがわしいものじゃないんだよ」

　俺おれは冷ひや汗あせを額ひたいに貼はり付けたまま、微笑した。あやせも渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

「はい……」

「そか。よかった……じゃあ、そろそろ手て錠じようを外してくんねーかな？　このままじゃあ、落ち着いて話ができねえし」

「……本当に、何もしないでくださいね？」

「分かってるって」

　仕方がないとはいえ、信用ねえなあ。黒くろ猫ねこみたいに無む防ぼう備びすぎるのも困るけど、ここまで警けい戒かいされちゃうのも傷つく。だけどそれって、俺のことを男として意識してくれているってことだよな。そう考えると、ちょっとどきどきしてくるぜ。

「……あの、わたしが手錠を外すために触った瞬しゆん間かん、にやにやされると気持ち悪いんですが」

「別におまえに触られてるから、にやにやしてるわけじゃないぞ？　おまえが俺と二人きりでいることに恥はずかしがっているから、にやにやしてただけだ」

「どっちにしろ気持ち悪いです。あと別に、恥ずかしがってませんし……」

「そうかあ？　本当は、恥はずかしすぎてついつい手て錠じようをかけるなんて奇行におよんじゃったんじゃねーの？」

「お、お母かあさ──ん！　わたしの部屋に変へん態たいが！」

「うおおおおおおおいホントに呼ぶなよ！」

　ばたばたばたっ。

　びっくり仰ぎよう天てん。俺おれは慌あわてて身を隠かくそうとする。あやせはクスクスと笑って、

「──なぁんて、冗じよう談だんですよ。フフ、びっくりしました？　わたしだってそこまで鬼おにじゃ──ってきゃああ！　手錠を外したとたんわたしのベッドに潜もぐり込まないでください！　ブチ殺しますよ！」

「イテェ！　手錠！　手錠を拳こぶしにはめて殴なぐってくるな！」

「犯罪まがいのことをするからでしょう!?」

「おまえこそ、可愛かわいい顔して脱だつ獄ごく囚しゆうみてえな攻こう撃げきしてきやがって！　だんだん俺を殴るのに手て慣なれてきたな！」

　俺をさんざん文字通りの鉄てつ拳けんで殴おう打だしたあやせは、ふぅと呼吸を落ち着けてから、すぅっと片手を差し出した。まるで仲直りの握あく手しゆをしましょうとでも言うかのようにだ。

「さ、お兄にいさん？　お手をどうぞ」

「お、おぅ」

　俺は特に疑いもなく、右腕うでを差し出す。

　がちゃっ、再び手錠がはめられた。

「なんでまた手錠かけてんだよ！」

　あやせは手て際ぎわよくもう一方の輪リングをベッドの柵さくにはめ、俺を完全に固定してから、にこやかにこう言った。

「いえ、お兄さんにお茶を出してあげようかなって」

「すまん、言ってる意味が分からない」

「……だって。お茶をいれに行っている間、お兄さんをわたしの部屋で一人きりになんてさせたら──絶対タンスを漁あさるでしょう？　し、下した着ぎを……かぶったりするでしょう？」

「お、俺が何をしたというんだ……？　いくら何でも、そこまで言われるようなことを……」

「し、しましたっ。妹モノのいかがわしいゲームや本を大量所しよ持じしていたり、わたしの目の前で実じつ妹まいを抱きしめ『俺は妹が大好きだ』と叫んだり、わたしにエッチなコスプレをさせようとしたり……等エトセトラ々エトセトラ、等エトセトラ々エトセトラ……罪ざい状じようを数え上げればきりがありませんが？」

「いやァ～、ちょうどのどが渇かわいてたんだ。お茶、ありがたくいただくぜ」




　あやせが戻ってきて、再び手錠を外してもらい。

　俺はこの家に足を踏み入れてから初めて、一息を吐つくことができた。

　本当にようやくである。まるで魔ま物ものが蔓延はびこるダンジョンにいるかのような緊きん張ちようの連続で、この家を伏ふく魔ま殿でんと喩たとえた俺おれの感かん性せいは、あながち間違いではなかったのかもしれん。

　さてさて。

　座ざ布ぶ団とんにあぐらをかいた俺は、お茶を一ひと口くちすすってから、切り出した。

「さっきも言ったけど、俺、あやせに相談したいことがあるんだよね。……んまあ、すっげえどうでもいいことなんだけどさ……ついでと思って、ちょっと聞いてくれねえかな？」

　俺の目もく前ぜんで正せい座ざをしているあやせは、整った眉まゆをひそめ、警けい戒かいの表情を浮かべた。

「……また、セクハラみたいな質問をするつもりですね？」

「またって何だよ信用ねえなー。ったく……俺がおまえにセクハラをしたことなんて、いまだかつてあったか？」

「最近は会うたびにされてます！」

「そうだっけ？」

「自覚がないっ!?　ぜ、前回お会いしたときなんて……わ、わ、わたしに……け──『結婚してくれ』と……言ったじゃないですか」

　膝ひざ上うえでぎゅっと拳こぶしを握りしめ、あやせは俺を睨にらみ付ける。

「あれは……」

　俺は凜り々りしい真ま顔がおであやせの瞳ひとみを覗のぞき込み──

「あれは……セクハラなんかじゃない。愛のこもったプロポーズだぜ」

「ごめんなさい。生理的に無む理りです」

　んな!?

「すげえ台詞せりふで振られた！　おま……俺が自殺したらどうすんの？」

「お兄にいさん、わたしに相談したいことって何ですか？」

「このタイミングで話を戻すなよ！」

　フォロー！　一ひと言ことだけでもいい、せめてフォローを……！

　血ち走ばしった目で睨にらむ俺の剣けん幕まくに圧おされたのか、あやせはきゅっと唇くちびるを尖とがらせて、

「まあ、初めてお会いしたときは……ちょっといいなって……思ってましたけど」

「え？　そうだったの!?」

　それは初はつ耳みみだぞ！

「きゃ！　か、顔！　顔が近いですっ！」

　あやせは俺の顔を、ぐいっと掌てのひらで押しのけた。

「い、いまは大だい嫌きらいですよ？　でも──最初は、優しそうなお兄さんでいいなって……仲良くなりたいなって……い、いまは嫌いですけど！」

「そっか……」

　嬉うれしいけど、ある意い味み聞ききたくなかったな。自分でも血の気が引いてくるのが分かる。

　こめかみを押さえて絶ぜつ望ぼうしたよ。

「お、おおお、俺おれってやつは……なんてもったいないことを！　なんっってもったいないことをしてしまったんだ……！　もしも俺が去年の夏、コミケに行かなかったなら──いまごろあやせは、俺の彼女になってくれていたかもしれないのに……！」

「そこまでは言ってませんっ！　ありえない妄もう想そうはやめてください！　て、ていうか！　心の声がダダ漏もれですよ!?」

「あーもー……すっげえ凹へこむよなぁ……」

「うわ、本気で落ち込んでるし……」

　あやせは呆あきれ果てたという目で俺を見つめ、力なくため息を吐ついた。

「言っておきますけど、お兄にいさんのわたしへの所しよ業ぎようは、すべて麻ま奈な実みさん──お姉ねえさんの耳に筒つつ抜ぬけになっていますからね？」

「知ってる。よく叱しかられてるよ……」

　でも、あいつの説せつ教きようって全然怖こわくないからなー。

　フッ、残念ながらその台詞せりふは、俺への抑よく止し力りよくとしては不十分だぜ？

「ちなみにお兄さんが桐きり乃のとデートをしていた件をわたしが初めて知ったのは、お姉さんからの情報提てい供きようです」

「最近あいつホント余よ計けいなことするよな！」

　早く言い訳わけしときゃよかったぜ。

　まあ、もしかしたら麻奈実が柔らかくあやせに伝えてくれたおかげで、俺はいま命を永ながらえているのかもしれないけどさ。あんとき会ったのが麻奈実でなくあやせだったら──マジでシャレになってなかった可能性が高い。

「とにかく──現状では、わたしがお兄さんの、彼女になるなんて……ありえませんから」

「そうかい」

　はぁ、とため息。まあ、別に、もったいないとは思うけど──あやせと恋人同どう士しになるなんて、実際のところ想そう像ぞうができんよな。どう考えても、釣つり合わないしさ。

「で、話を戻すけど」

「……はい」

「桐乃って彼かれ氏しいんの？」

「え!?」

　俺のあっさりとした質問に対し、あやせはもの凄すごい食いつきを見せた。

「ど、どどど、どういうことですかそれ!?　いるわけないですよね！」

「ぐぇっ!?」

　襟えり摑つかんで引っ張ってきやがった。

「いるわけないですよね！　桐乃に彼氏なんて──いるわけないですよね！　そうやってわたしをからかって──何を企たくらんでいるんですかッ！」

「ぐ、ぐるしいっての……」

　必ひつ死しでタップすると、あやせはハッと気付いて手を放した。

「げっほ！　げっほ……！　はあ、はあ……」

　のどを押さえて咳せき込む。片手を前に突き出し『落ち着きなさい』のジェスチャーをする。

　すると、苦しむ俺おれに向けて、無む慈じ悲ひな声が掛けられた。

「……で。どういうことなんです？」

「い、いや、だから──」

　俺は偽ぎ装そうデートが終わった後、桐きり乃のと口こう論ろんになって──

『もういい。次は本当の彼かれ氏しに頼むから』

　そう告げられたことを、あやせに告こく白はくした。

「……どう思う？」

「売り言葉に買い言葉で、ついつい口走ってしまった妄もう言げんでしょう」

　あやせは真ま顔がおで即そく答とう。俺はやや明るい声で、

「やっぱそうかな？」

「当たり前じゃないですか！　少なくともわたしは、桐乃に彼氏ができたなんてことは……聞いてません、一ひと言ことも」

「そっか。親友のおまえがそう言うなら、一ひと安あん──」

　ごほん。

「彼氏なんてーのは、桐乃のウソなんだろうな」

　なんだあいつ。馬ば鹿かな見み栄えはりやがってよ。ばっかじゃねーの？

　背負った重りから解放されたような気分で、へへっと笑う。

　ところがそこで、あやせが不ふ本ほん意いそうに下した唇くちびるを押し上げ、「ただ……」と呟つぶやいた。

「え？」

「確かに桐乃は、学校でも、学外でも、男の子に人気がありますし……中にはその……言い寄って来る人も……」

「いるのか？」

「はい、何人も」

　ふう……ん。そりゃ、考えてみりゃ当たり前か。見た目だけなら──あんなにかわいいんだからよ。しかも性格だって、学校では猫ねこかぶってるみたいだしな。

　男どもから大だい人気だってのも頷うなずける。

　けっ、なんだか──いらいらすんな。

　いまだに俺は、妹が凄すごい凄いって褒ほめられてっと、ムカつくんだよ。

　他に苛いら立だつ理由なんてない。

「けどよ、桐きり乃のの好みってのは三つ以上年とし上うえじゃなくちゃダメらしいぜ？　なんでも、同どう年代の男はガキにしか見えねーんだと」

　クリスマスのときに、本ほん人にんがそう言っていたのだ。

「三つ年上、ですか……」

「なんだよ」

「いえ、別に」

　思わせぶりに流し目を送ってくるあやせ。

「まあそれはともかくとして。年上の男性からも、桐乃、かなり言い寄られてますよ。中にはモデルとかデザイナーとか、かなり見た目がカッコいい人もいますし」

「ほ、ほ～お」

「桐乃が彼かれ氏しを作ろうと思えば、いつだって作れる状況ではあります。まあ、それでも、いまのところわたしの目の届く限りでは……そういったことにはなっていませんけどね」

　そこで断だん定ていできてしまうところが、あやせ様の恐ろしいところである。

　何な故ぜ、自分の目の届くところでは、桐乃に彼氏などできてはいないと断定できてしまうのか。

　チキンハート京きよう介すけさんには、聞けるはずもなかった。ともあれ、情報源げんとしては信頼できる。

「ただ、桐乃の交こう友ゆう関係には………………わたしの目の届かないところがあります」

　絞しぼり出すような声こわ色いろだった。

　そうだよな……。確かにあやせは桐乃の親友だけど、俺おれの妹には、あやせには見せられない『裏の顔』が存在するのだ。

「お兄にいさん、桐乃の彼氏の件……念のため、もう少し調べてもらっていいですか？」

「……了りよう解かい」

　頷うなずくしかなかったよ。

　ま、仕方ねえよな。俺は、妹に彼氏ができようが、ぜんぜんまったく気にはならないんだけど──他ならぬあやせの頼みなら、仕方がない。

　桐乃に彼氏なんざいねえってことを、『裏うら側がわ』からも、証明してやろうじゃねえの。




　俺は翌よく日じつ、朝っぱらから、夏休みだというのに制服を着込み、学校へと赴おもむいた。

　向かったのは、ゲー研けんの部室である。学校は休みでも、もちろん部活はやっているのだ。

　俺はいままでずっと長いこと帰き宅たく部ぶだったので、休みの日に部活をやるためだけにわざわざ学校へ行く──なんてのは、実はこれが初めてである。

「へっ……ちっとわくわくすんな」

　小学生のころ、毎日朝あさのラジオ体操に通っていた──あの感覚に近い。

　天気は快晴。爽さわやかで健康的な、一日の始まり。

　俺おれは胸のすくような心持ちで、部室の扉とびらを開いた。

　がらっ。

「ちーっす」




　むわ～～～～～～～～～ん。




「暑あつ……臭くさッ!?」

　俺はたまらずバックダッシュ。思い切り眉み間けんにシワを寄せ、開け放たれた部室の入口を睨にらみ付けた。入口からは、色さえ着いて見えそうなほど澱よどんだ空気が流れ出て、廊下の大たい気きをもわもわと汚お染せんしていた。

「んだこりゃ……！」

　爽さわやかな気分など、一いつ瞬しゆんにして消え失せてしまった。

　ハナをつまんで近寄ると、

「お──う、高こう坂さかじゃねえか！」

　部室の中から威い勢せい良く俺を呼ぶ声がした。俺は覚かく悟ごを決めて部室内にずかずかと足を踏み入れ、異い臭しゆうの発はつ生せい源げんに向かって話しかける。

「今日きようはどうしたんすか部長、ゲロみたいな匂においしますよ」

「……高坂おまえ、的てき確かくにオレの心をえぐってきやがるな。若じやつ干かん傷ついたぞ」

　声の主は、椅い子すに座ったまま、憮ぶ然ぜんと肩を落とした。

　度の強そうな眼鏡めがねをかけて、見るからに瘦やせ形オタクといった風ふう貌ぼうの彼は、三み浦うら絃げん之の介すけ。

　俺が所しよ属ぞくするゲーム研究会の部長である。

「いやだって、マジくせーっすし。来たばっかで何ですけど、もう帰っていいすかね？」

「真ま壁かべとほぼ同じ台詞せりふを吐きやがって……。おまえら打ち合わせでもしてんじゃねーだろな」

「別にしてないっすよ」

　ただ真壁くんは、俺が待ち望んでいた突っ込み役としての同どう志しなので、お互いに影えい響きようを与え合っているのだろう。対たい部長用よう・氷こおり属ぞく性せいの突っ込みである。

「いや～最近蒸むし暑いだろ？　二、三日フロ入らなかっただけでこのザマよ」

　けけけ、と何な故ぜか風ふ呂ろに入ってないことを得とく意いげに語る部長。超ちよう不快。

「あんまそば寄んないでくださいよ」

　冷房きいてくるまで時間がかかるってのに、パソコンばんばん起き動どうしやがって。

　外より暑いぞ。機き械かい壊こわれても知らねえからな。

　俺は異臭に顔をしかめつつ、あいている椅子に座った。周りを見渡すが、他の部員たちの姿すがたはない。

「他の連れん中ちゆうは？」

「女子どもはまだ来てねえ。男連れん中ちゆうは来て早々ファブリーズ買いに行った」

「なぜファブリーズ？　……ああ、部長に噴ふきかけるんすね」

「部屋に噴きかけんだよ！　ひとりで納なつ得とくしてんじゃねえ！　さすがの真ま壁かべも、チョクでオレに消しよう臭しゆう剤ざいぶっかけようとまでは言わなかったわ！」

　おまえはホント最近突つっ込みがきつくなったよなあ──と、恨うらみがましく呟つぶやく部長。

　彼は机の上からタオルを手にし、すっくと立ち上がった。

「しゃーねぇ、その辺の蛇じや口ぐちで水浴びしてくるぜ。このままだと瀬せ菜なっちに怒られるしよ」

「ういっす、行ってらっしゃい」

　この人の発想、ナチュラルにホームレスでびっくりする。

　そういや初めて会ったときも、路ろ上じように座り込んでエロゲーやってたっけ。

　背中を向けたまま片手を上げるという、無む駄だにカッコいいポーズで部長が出て行ったあと、入れ替わりで女性陣じんがやってきた。

　赤あか城ぎ瀬菜と、五ご更こう瑠る璃りである。二人とも一年生で、俺おれにとっての後こう輩はいだ。

「おはよーございまーす」

　快かい活かつに挨あい拶さつを寄よ越こしたのは、瀬菜。

　瀬菜は俺のクラスメイト・赤城浩こう平へいの妹で、眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな印いん象しようなのだが、実はもの凄すごい腐ふ女じよ子しという面も持っている女の子だ。おっぱいも大きい。

　そして五更は、俺と妹の共通の友人──黒くろ猫ねこの、もう一つの顔だった。

　前まえ髪がみを揃そろえた黒くろ髪かみと、白はく磁じのようになめらかな肌はだ、表情に乏とぼしく一いつ見けん無む感情にも思えるが……しかしその奥には、温かな思いやりの心を持っている──そんなかわいい女の子。

　いまはうやむやになっているが、夏休みが始まる前、俺にキスをしてくれて──

「よ、よう……オハヨ」

「……おはようございます、先せん輩ぱい」

　それ以来、俺はこいつのことが……とても気になっている。

　しかも先日、妹とのデートシーンを目もく撃げきされてしまって、その後言いい訳わけもしていない。

　かなり気まずい沈ちん黙もくが満ちかけ、それを瀬菜が打ち破った。

「うえ……」

　瀬菜は盛せい大だいに顔を歪ゆがめ、まさしく生ゴミを見るような視線を俺に寄よ越こした。

「どーしたんですか高こう坂さかせんぱい。ゲロみたいな匂においしますよ？」

「それは俺の匂いじゃない!?」

「え～？　くさーい、も～やだぁ～～」

　臭い!?　女子高生に臭いって言われた！

　くあっ、タイミング悪ぃ～、匂いの元げん凶きようが席を外したちょうどそのときに現れやがって！

　なんて失礼な勘かん違ちがいなんだ……！

「いいか、よく聞けよ赤あか城ぎ……！　これはしばらくフロに入ってなかった部長の匂においだ！」

「えっ？　部長の匂いが、なぜ高こう坂さかせんぱいのカラダから────ハッ！」

「違う！」

「えと……まだ何も言ってませんけど」

「言わなくても分かるんだよこの腐ふ女じよ子し！　強ごう引いんに卑ひ猥わいな妄もう想そうに持って行くんじゃない！　だいたいこれは、部長が部屋に残していった匂いだっつうの！」

　口元を押さえて異い臭しゆうに耐えている瀬せ菜なに、勢い込んで言い聞かせる。

「…………」

　と、気付けば黒くろ猫ねこが、俺おれのすぐそばに寄ってきていた。

　黒猫は、すんすん、と俺の服の裾すそを嗅かいで、ふにゃっと微び妙みような表情になる。

「……やはり、少し匂いが移ってしまっているようよ」

「そ、そか」

「空気が入れ替わるまで、ひとまず部屋を出ましょう」

　くちゅん！　黒猫が、大きなくしゃみをして、がらりと窓を開け放った。




　三十分後──

「はあ～～よーやく部屋からニオイ取れましたね～」

　部室の真まん中なかで、三角巾きんとマスクを外しながら瀬菜がのびをした。あのあと真ま壁かべくんたちが戻ってきて、水浴びしに行った部長を除く皆で部室の掃そう除じをやったのだ。几き帳ちよう面めんな瀬菜が陣じん頭とう指し揮きを執とって取り仕切った結果、図らずも大がかりな掃除になってしまった。

　まあ、その甲か斐いあってずいぶん綺き麗れいになったけどな。

「さんきゅー瀬菜っち。なんかすまねえな、オレだけ楽させてもらっちまってよ」

　濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふきながら、水浴びから戻ってきたばかりの部長が、八や重え歯ばを剝むき出しにして笑えむ。

「もう、部長本ほん体たいはまだ臭いですよー。ちゃんと毎日オフロ入ってくださいってば」

　瀬菜はハナをつまんで、シュッシュッと部長にファブリーズをぶっかける。

　そこで童顔の男だん子し生徒が一ひと言こと。

「オフロに入ると身体からだが溶けてしまうんですよ、きっと」

　彼は真壁楓かえでといって、ゲー研けん部員の二年生だ。氷こおり属ぞく性せいの突っ込みスキルを有する、得え難がたい人材である。

　部長はやや辟へき易えきしながら、

「けっ、バイキンマンかよオレは──なあ瀬菜っち、真壁になんとか言ってやってくれよ」

「真壁せんぱい、部長のことはこれから生ゴミって呼びましょうね？」

「いいですね。なら生ゴミは生ゴミらしく、ゴミ袋ぶくろをかぶっていただきましょうか。匂いも少しはマシになるでしょう」

　ひでえなこいつら。いくら何でもゴミ扱いはかわいそうだろ──と思っていたら、涙なみだ目めの部長が、ゾンビのように俺おれの方に寄ってきた。

「高こう坂さかぁ～、後こう輩はいどもが仲良くオレをイジメんだよ」

「こっち来ないでください」

　しっしっ、と手を振って追いやる。

「…………はぁ」

　そんなやり取りを黙だまって見つめていた黒くろ猫ねこが、呆あきれ果てたように長いため息を吐ついた。

「そろそろ本ほん題だいに入りましょう。夏コミの打ち合わせをするのでしょう？」

　そう、そうだったのだ。この夏休み──俺は一年ぶりにコミケに行く。

　しかも今度は一いつ般ぱん参加ではなく──サークル参加だ！

「おう！」

　凹へこんでいた部長が、突とつ然ぜん元気になって合いの手を入れた。

「今年も無ぶ事じ当選してだな──オレたちゲー研けんは『二日目』にサークル参加するぜ！」

　簡単に解説しておくと、コミケというのは毎年有あり明あけで三日間に亘わたって開かい催さいされるイベントだ。

　夏コミ二日目は、主に同どう人じんゲームサークルが集まる日だ。本当に大きなサークルになると、壁かべ際ぎわからずらーっと行ぎよう列れつができてしまうほど、スゲエことになるらしい。もちろん俺たちのような弱小ゲームサークルは、外がい周しゆうや角のいいスペースは取れないだろうけどな。

「ちなみに、何を出しゆつ展てんするんです？」

　瀬せ菜なが軽い調子で部長に問うた。

「いままでに作ったやつをＤＶＤに焼いて持って行くつもりだ」

「えーと……この前あたしたちが作ったやつも、ですか？」

　後輩からの質問に対し、部長は胸を張ってこう応えた。

「もちろんだ。おまえたちが初めて力を合わせて作った記念の作品じゃねえか。持って行かないでどうするよ？」

「個人的には、黒くろ歴史にしたい作品なんですが……」

　怖おじ気けづいたように言う瀬菜。この間、黒猫の原げん案あんをもとに俺たちが作ったＲＰＧ『強ごう欲よくの迷めい宮きゆう』（ライトなＢＬ要素アリ）は、無む名めいサークルが作ったにもかかわらず、２ちゃんねるでアンチスレが立つほどの不ふ評ひよう（からかい混じり）を浴びた。反はん響きようという意味では、これはこれで凄すごい成果ではあるのだろうが──どうやら瀬菜はそれが強いトラウマになってしまっているようだ。

　それで『強欲の迷宮』を夏コミに持って行くことに、躊ちゆう躇ちよしてしまっているのだろう。

「ふむ」

　部長が無ぶ精しよう髭ひげをつまんで沈ちん思しする。




　数秒の沈ちん黙もくがあり、それから、黒くろ猫ねこがゆっくりと口を開いた。ぼそぼそと小こ声ごえで、

「……この前、二人で『強ごう欲よくの迷めい宮きゆう』の改かい善ぜん案あんを出し合ったでしょう。夏コミまでに、あれを反映させたものを作って、それを持って行ったらどうかしら」

　こいつら、俺おれの知らないところでそんなことをやってたのか。

　黒猫の意見をうけた瀬せ菜なは、依い然ぜんとして渋しぶっている。

「確かに、作品としては、それで少しは良くなると思いますが……叩たたきの流れは変わらないと思いますよ？　クソゲーをアップデートしても、一度クソゲーと認定されたものの評ひよう価かは覆くつがえりません。むしろ叩いているやつらの燃ねん料りようになって──こいつらまだ懲こりないのかよって言われるのがオチです」

「そうでしょうね」

「なら『強欲の迷宮』は黒くろ歴史にして、夏コミには間に合わなくても、もっと面白い新作の制作に取りかかった方が効こう率りつ的てき……だと、思うんですけど……」

　まっとうな意見ではある。誰だれだって自分からイヤなことを言われにいくのなんて、ごめんだもんな。失しつ敗ぱい作さくは切り捨てて、すみやかに次に進む──建設的じゃねえの。

　黒猫は椅い子すに座ったまま目をつむり、瀬菜の意見を聞いていたが、やおら目を開くや、瀬菜の瞳ひとみを真まっ直すぐに見み据すえた。

「でも……私たちが作ったものだから……不ふ評ひようだったからといって……なかったことになんて、できないわ。効率的ではないかもしれないけど、できることはぜんぶやってあげたい」

「めんどくさい人ですよねー、五ご更こうさんて。マゾとしか思えません」

「……だって。面白いって言ってくれた人たちも……少しだけどいたし……。その人たちに、あれは失敗だったなんて、言えるわけない。噓うそでも胸を張っているのが、私の責任なのよ」

「しかも頑がん固こだし」

　はぁ、と、肩を落とす瀬菜。彼女はロジカルなやり口を好むやつだから、黒猫が抱いているような感かん傷しようが、理解できないのかもしれない。

　だけど瀬菜が次に何を言うのか──俺には分かっていた。

「しょーがない。じゃ、やりましょっか？」

　肩をすくめて微笑ほほえむ瀬菜──それをうけて、黒猫もこくんと頷うなずいた。

「決まったな」

　部長が八や重え歯ばを剝むき出しにして笑えむ。彼は、俺、黒猫、瀬菜を順じゆん番ばんに見回して、

「あのゲームはよ、おまえたち三人の子供みてえなもんだ。大事にしてやれ」

「……そうっすね。って、俺はあんま役に立ってねーすけど」と、俺。

「はいはい」

　軽い返事をする瀬菜。

　そして黒猫は──

「…………………………」

　無む言ごんで俺おれに、視線を寄よ越こした。




　夏コミ二日目の方針が決まり、夕方まで作業をして──その日は解散となった。

　空は明るく、日が落ちるにはまだしばらくありそうだ。

　瀬せ菜なは何やら用があるらしく、部活が終わると早々に姿すがたを消し……だから俺は久しぶりに、制服姿の黒くろ猫ねこと二人きりで下校することになった。

「…………………………」

「…………………………」

　二人とも無む言ごんのまま、規則的な足音だけが響ひびく。嫌いやな沈ちん黙もくではなく、くすぐったい沈黙とでもいうべき空気が、俺たちの間に漂ただよっていた。麻ま奈な実みと一いつ緒しよのときとも違う、桐きり乃のと一緒のときとも違う──なんだろうな、この感覚。

「……あの、さ」

　意を決して、俺から口を開いた。すると黒猫は、こちらを見ようともせず、

「……なにかしら？　実じつ妹まいに〝京きよう介すけ〟なんて呼ばせて、いちゃいちゃしていたシスコンの変へん態たいさん」

「………………」

　やっぱり根に持ってましたか……。黒猫がびっくりしてたのを、あれだけ桐乃がからかったからなあ。そりゃ、怒ってるよなあ……。

「いや、違うんだよ。あれはさ、桐乃のやつが──」

　そこまで言いかけたところで、俺は己おのれの口から飛び出しかけた言葉に、自分で動どう揺ようしてしまった。かぁっと顔が熱くなってくる。その様よう子すを横よこ目めでそれとなくチラ見していた黒猫は、まるで俺の動揺が伝でん染せんしてしまったかのように慌あわてた。

「な、何を赤くなっているのよ……そんなに妹とデートができて、嬉うれしかったの？」

「ば……違うっての！　な──なんでもねえよ……」

　いまのやり取り……彼かれ氏しが彼女にする浮うわ気きの言い訳わけっぽくて、俺たちちょっと付き合ってるみたいだよな。なんて言えるか！

「ごほん！　桐乃のやつがさ……」

　咳せき払ばらいでごまかした俺は、あやせにしたのと同じ説明を、黒猫にもしてやった。

「──というわけなんだ」

「ふうん……。偽ぎ装そうデートね……ふうん」

　じろじろと流し目で俺の全身を見てくる黒猫。視線がくすぐったい。

「なんだよ」

「いえ……別に？　まるであなたの好きな、妹モノのエロゲーのようね……と、思っただけよ」

「さらりと聞き捨てならねえことを言ってくれんじゃねえか。俺おれが妹モノのエロゲーばっかやってんのは、桐きり乃のが押しつけてくるからだ」

「あらそうなの？　意い外がいだわ……そんなのは口こう実じつで、もう自分の趣しゆ味みになっているものとばかり思っていたわ」

　くすくす、と手を口くち元もとに添えて上じよう品ひんに笑えむ黒くろ猫ねこ。くそう……俺をイジメているときだけは、二人きりでも緊きん張ちようせんのだな、こいつは。

　そこでまた、ぷつりと、話題がとぎれる。

　俺たちは再び、黙もく々もくと帰り道を歩き始めた。

　明るい夕方の空を眺ながめながら、ゆっくりと歩く。そうしていると、いつまで経たっても家に帰り着けそうにない気さえする。それも悪くはないと思う。

「そういやさ、聞いていいか？」

「……なに？」

　ぽつ、ぽつ、と、とぎれとぎれに会話をする。

　それが桐乃とも違う、麻ま奈な実みとも違う、俺たちのやり方になっていた。

　俺は黒猫に『あやせから頼まれた件』について聞いてみることにした。

「桐乃に彼かれ氏しって──いると思うか？」

　繰り返すが、別に俺が気になっているわけじゃないぞ。

　黒猫はカラコンを付けていない黒い瞳ひとみをきょとんと見張り、

「あなた以外に？」

「茶ちや化かすなよ。──マジな話で、さ」

　前から車が走ってきたので、俺たちは足を止め、道の端はしに寄った。

　車が通りすぎてから、そのまま話を続ける。

「……いや、なんかあいつが……いるようなこと、言うからよ……どうなのかなって……」

「……ぷ……ふふ」

　黒猫が小さく噴ふき出した。

「──たいしたシスコンね、本当」

「そんなんじゃねーって。……で、どうなんだよ」

「さあ、どうかしらね」

　嫣えん然ぜんと薄く笑えみ、黒猫は俺を見つめてくる。

「…………」

　俺は彼女と目を合わせていられなくなって、そっぽを向いた。すると黒猫は、俺の手て首くびをそっとつかみ……背せ伸のびをして、小さな口をこちらの耳に寄せてきた。

「……いないと思うわ」

「そ、そっか。だよな……」

　やけに断だん言げんしやがるな、こいつ。俺おれの感じたニュアンスだと、黒くろ猫ねこはあやせ以上に、『桐きり乃のに彼かれ氏しがいないこと』を確信しているように聞こえた。

　ふぅ……ま、ともかく。これで桐乃の『裏うらの友達』からも確かく認にんが取れたわけだ。

　ハハ……よっし、あやせに、色よい報告をすることができるぜ。

　自然と顔がほころんできた。と、そこで、

「……ねぇ」

　黒猫が俺の耳に口を寄せたまま、意い地じ悪わるそうな声で言う。

「もしも妹に彼氏がいたら──どうするつもりだったの？」

　吐と息いきが耳にかかって、くすぐったい。摑つかまれている手首が、妙みように熱く感じた。

「……………………さあな、知るかよ」

　吐き捨てるように言って、問い返す。

「おまえはどうなんだ。もしも桐乃に彼氏がいたら、さ」

「もしもあの女に恋人ができたら──ね。なかなか興きよう味み深い仮か定ていだわ」

　俺からそっと身を離した黒猫は、俯うつむき、しばし沈ちん思ししてから、囁ささやくような小こ声ごえで言う。

「あの女に恋人ができたら……きっと夢む中ちゆうになるのでしょうね。いつものように」

「そうだろうな」

　あいつは、いつだってそうなのだ。陸上や、勉強や、モデル活動や、オタク趣しゆ味みと同じように、夢中になって、一いつ心しん不ふ乱らんに、恋愛を頑がん張ばるのだろう。

　全部が大事で、全部があってあたしなの──ってな。

「いまよりさらに遊べる時間が減って……そうしたら、沙さ織おりが寂しがるでしょうね」

　寂しいのはおまえだろ、と、よっぽど口を挟みたかった。

「だけど」

　黒猫は小さく呟つぶやいた。

「だけど、私は……喜んでしまうかも」




　黒猫と別れ、家に帰る。玄げん関かんの扉とびらを開けると、桐乃の靴はなかった。

「……友達と、どっか出かけてるのか」

　あ──えっと、どうすっかな。俺、あいつに用事あったんだけど……。

　靴くつを脱いで自分の部屋へと向かう。階段を上りながら、携けい帯たい電話を取り出した。

　部屋の扉を開けながら──短たん縮しゆくダイアルを呼び出す。

　液えき晶しようには『桐乃』と、妹の電話番号が表ひよう示じされている。

　アメリカには繫つながらなかった──電話。

　しかしいまなら、このボタンを押し込めば、妹と話すことができる。

　便利なんだか、不ふ便べんなんだかな。

「ふん」

　いいや、先に沙さ織おりに電話するか。

　俺おれは無む性しように妹に電話をかけたくなくなってしまい、桐きり乃のへの用事を後あと回まわしにすることにした。どうせ門もん限げんの六時前には帰ってくんだし、そしたら直接話はなしゃあいい。

　俺はベッドに鞄かばんを放り、机の椅い子すに腰こし掛かけた。そうして沙織に電話を掛ける。

　トゥルルルル……トゥルルル……。２コールで相手が出た。

『──こちら沙織でござる。どうしました、京きよう介すけ氏し？』

「……結局そっちで行くんだな」

　俺がいま話しているのは、沙織・バジーナ。ぐるぐる眼鏡めがねで背の高い、いつもオタクファッションに身を包んでいる……俺の親友だ。彼女には、黒くろ猫ねこと同どう様よう『槇まき島しま沙織』というもう一つの姿すがたもあるのだが──

『はい！　これからもよろしくでござるよ、京介氏！』

　彼女は槇島沙織でなく、あくまで沙織・バジーナとして、俺たちと付き合っていくつもりらしい。美しいお嬢じよう様さまの『沙織』も、もちろん俺は大好きなのだが……

「おう、それでこそ俺の知ってる沙織だぜ。こちらこそ、よろしくな」

　つまりはそういうこった。またいずれ、槇島沙織アイツとも会う機会があるだろうよ。

『拙せつ者しやの美び貌ぼう』をもう一度拝おがむのは、そのときの楽しみにしておくさ。

　さて、本ほん題だいだ。

「で──電話したのは、夏コミのことなんだけどさ」

『はい』

「『三日目』──また一いつ緒しよに行こうぜ」

『…………』

「どした？」

『あ、あ──いえ、もちろんオッケーでござる。オッケーでござるが……まさか京介氏から切り出されるとは、思わなかったものでして』

「へっへ、びっくりしたか？」

『はいでござる！　フフ……京介氏も、腕を上げてきましたな』

「いやなに、実はさっき黒猫と話してよ。二日目は俺ら、部活でサークル参加すんだけど、黒猫は、三日目にもサークル参加するんだってさ、個人で」

『ほほう』

「だから今度の夏コミは、黒猫の手伝いで、サークル参加しないか？　一般じゃなくてさ。俺と、黒猫と、おまえと、桐乃とで──同どう人じん誌しを作る。──どうだ？」

　みんなで一緒にコミケに行こうぜ。

　これはアメリカで桐きり乃のを連れ戻すとき、妹と約束したことでもあった。

　だから今回ばかりは沙さ織おり任まかせではなく、どうしても俺おれから言い出したかったのだ。年に二回しかない『お祭り』をみんなで楽しむために、できる限りのことをしたいと思った。ここだけの話だが、ここしばらく気合バリバリで受じゆ験けん勉強の貯金をしていたのは、そのための時間を捻ねん出しゆつするためでもあったのさ。俺の考えを聞いた沙織は、一いつ拍ぱくの間をあけてから、

『素晴らしい考えですわ！』

　でっかい賛成で応えてくれた。

「おーい、槇まき島しまさーん？　素すが出てるぞ、素が」

『む……これは失しつ敬けい、興こう奮ふんのあまりつい。ふうーむ、どうにもいけませんな……京きよう介すけ氏しが相手だと、すぐにボロが出てしまう』

「それだけ油ゆ断だんしてくれてるってことだろ？　友達だから」

『……ええ。一度正しよう体たいを明かしている相手でもありますからな』

　はは、女の子相手に、こんなに親しみを覚えるのって……こいつくらいのもんだぜ。

『詳しい話は、皆の都つ合ごうがよいときに、一度打うち合わせの場を設けましょう。店の手て配はいはお任せくだされ』

「了りよう解かい、いつもありがとな」

『いえいえ』

　恒こう例れいのやり取りをして、電話を切る。

　実に頼りになる友達だ。これで俺より二つも年下だというのだから恐れ入るぜ。

　だけどそれでも沙織は、高校一年生の──女の子なのだ。

　沙織の正体を知ったことで、俺のあいつへの意識も、いい意味で変わったと思う。

　さてさて……二日目三日目と、夏コミの予定が埋うまってきた。

　これで俺も、立りつ派ぱなオタクになれたのかもな。

　電話を切り、ぐっとのびをしたところで──

　ピピピピピ、と、着ちやく信しんが入った。電話を切ってから数秒しか経たっていないってのに。

　さては沙織のやつ、なんか言い忘れたことでもあったのか──と液えき晶しようを見たら、電話ではなくメールだった。着信音を同じにしておくと、紛まぎらわしくていかんな。

「誰だれかと思えば赤あか城ぎかよ」

　メールを送ってきたのは、赤城浩こう平へい。さっき一いつ緒しよに部活をしていた赤城瀬せ菜なの兄あに貴きである。

　サッカー部に所しよ属ぞくするガタイのいいイケメンで、妹を溺でき愛あいしている。

　俺とはまったく違う種類の兄貴だな。

　俺は部屋から出て、階段を下りていく。

「あの野や郎ろうがメールなんて珍めずらしい。いつも用があるときゃ、電話してくるのによ」

　ちっとばかし奇き妙みようではある。

　メールのタイトルは、『高こう坂さか、俺おれがいま、どこにいると思う？』って……知るかアホ。

　本ほん文ぶんを開くと、




『妹の部屋にあるクローゼットの中に隠かくれています』




「なにやってんだオマエ！」

　不ふ覚かくにも、どストレートに突っ込んでしまった。

　びっくりさせやがって。階段から落っこちそうになったじゃねえか。

　何がどうなったら、そういう状況に陥おちいるのかまるで理解できねーぞ。そんな異常な状況を俺にメールしてくるという行動もだ。

　クローゼットの中に隠れてるってなに？　変へん態たい行為の懺ざん悔げ？　それとも自じ慢まん？

　どっちにしろ関わり合いになりたくねえんだけど。

　俺は階段の半なかばで座り込み、友人から送られてきた謎なぞメールに困こん惑わくしながらも、律りち儀ぎに返信してやった。

『なにやってるの？　実じつ況きようスレでも立てたの？』

　数秒後ご、赤あか城ぎから返信が来る。

『着ちやくメロ鳴なって死ぬかと思った[image: ]』

「妹、部屋にいんのかよ！」

　いったい向こうはどういう状況なんだ……？　ってか、音くらい出ないようにしとけや！

　再び赤城から着ちやく信しん。

『フゥ……危なかったぜ、どうやら気付かれなかったらしい。マナーモードにしたからもう大だい丈じよう夫ぶだ』

　かちかちっ。俺は素早く返信した。

『おまえの頭が大丈夫か？　もっかい聞くけど、なにやってんの？　いまどういう状況でどうしてそうなったの？』

『妹に彼かれ氏しができたかもしれない』

「！」

　赤城から返ってきた会話になってないメール文面を見て、俺は何な故ぜか動どう揺ようしてしまう。

『なんだって？』

『この前、瀬せ菜なちゃんそっくりのらぶドールカタログを目もく撃げきされてから、妹が口をきいてくれなくなった』

　ああ、そんなことあったよね。あれはおまえが悪い。

『そんで昨日きのう、彼氏がいるみたいなことを言われた』

「………………」

『つい魔まが差して、妹がいないときに部屋に潜せん入にゆうした。彼かれ氏しの痕こん跡せきを探そうと思って。直後に妹が帰ってきた。てんぱってクローゼットに隠かくれた。妹がホモゲーをやり始めた←いまココ』

「いまココじゃねえよ!?」

　最後大だいピンチじゃねえか……！　なるほど俺おれも赤あか城ぎと同じ状況だったら、混乱のあまり誰だれかに相談したくもなる。他ひ人と事ごととはいえ、そのシチュを容易に頭の中で再さい現げんできてしまうぜ。

　もちろん妹は桐きり乃ので。

　……桐乃の部屋にこっそり侵しん入にゆうして、そしたらいきなり帰ってこられて、てんぱってクローゼットに隠れて、そしたら桐乃がエロゲーをやり始めた。

　……おお……ジーザス……！　世界の終わりだ……！

『混乱しちまって、一人じゃいいアイデアが浮かばないんだ。助けて親友』

「助けてって言われてもよ……」

『見つかったら殺されてしまう』

　素直にクローゼットから出て行くしかないんじゃねーか？

　もう一生口きいてもらえないだろうけどさ。

　もしくは、そうだな……俺が作戦を練っていると、ピピピと着ちやく信しん。

『やべえぞ高こう坂さか！』

『……何があった？』

　まさか見つかったのか!?

『クローゼットにエロいボンテージ衣い装しようが入ってる。瀬せ菜なちゃん、いつの間にこんな……』

『それ、おまえがアダルトデパートで買ってプレゼントしたやつじゃないの？』

『！　そうか！　ちぃ、ビックリさせやがって……！』

『おまえ、もう見つかっちまえよ』

　付き合ってるのがバカらしくなってきた。

『高坂、アダルトデパートといえば、一いつ緒しよに金出し合って買ったエロＤＶＤ（田た村むらさんにちょっと似てる女じよ優ゆうのやつ）、いつになったら俺に渡してくれるんだ？』

『え？　あれは俺のだろ？』

『バカ言ってんじゃねえ───ぞ[image: ]　確かにおまえの方が多く金出したけど、９８０円分ぶんは俺に所しよ有ゆう権けんがあるはずだぜ！』

『これは仮の話なんだが、俺がいますぐおまえの妹に電話して、クローゼットを開けてごらん？　って言ったら……？』

『き、キサマというやつは……！　こ、この鬼き畜ちく！』

『そう言うなって。たった９８０円の損そん害がいで、この窮きゆう地ちから逃れられるのだと思えば、安い買い物だろう？』

『何か策があるのか？』

『俺おれがおまえの妹に電話して、部屋の外におびき出せばいいだけだろ』

『そうか、おまえ頭いいな』

　おまえはバカだな。

　俺はてっきり、そのためにクローゼットの中からメールしてきたのだとばかり。

『よし、じゃあさっそく頼む』

『オッケー』

　さて、瀬せ菜なの番号は……と。

　一いち応おう解説しておくと、同じ部活ということで、アドレス交換済ずみなのだ。

　俺が携けい帯たいのアドレス帳を開いたところで、それを邪じや魔まするかのように赤あか城ぎからのメールが着ちやく信しんした。

『ちょっと待て！　いま瀬菜ちゃんに動きがあった！』

　ちょっと待てって……。瀬菜はいま、絶ぜつ賛さんホモゲープレイ中なんじゃねーのかよ。

　俺は若じやつ干かん引き気ぎ味みにこう返信した。

『ノゾキの手伝いならできかねるぞ』

『そうじゃねーよ。なんか瀬菜ちゃんが写真を取り出して見てる』

『彼かれ氏しの写真かな？』

　てかアイツに彼氏とかいんの？　真ま面じ目めそうだし、あんまり想そう像ぞうができねえんだけど……。

『クソッ、見えない……！　なあ高こう坂さか、瀬菜ちゃんの彼かれ氏し──心当たりとか、ないか？』

　ないこともないが。

　たとえばゲー研けんの真ま壁かべくんだ。彼は当初から瀬菜のことを気にしていたようだったし、『かわいい娘こですよね』という評ひよう価かも聞いた。俺に対して『ナンパでもするつもりですか？』などと瀬菜を取られることを警けい戒かいしていたかのような言げん動どうも確かく認にんされている。

　だけど……。そのあと瀬菜の腐ふ女じよ子しっぷりにドン引きしていたので、いま現げん在ざい瀬菜のことをどう思っているのかは分からない。

『心当たり、ないこともないけど……正直、なんともいえないな』

　俺は、そう返信した。

　……結局のところ、そいつのことなんて、そいつじゃないと分からないんだよな。

　たとえ親友に聞いたとしても、友達のことをすべて分かっているやつなんていない。

　だから、表おもてや裏うら……あやせや黒くろ猫ねこに心当たりがなくっても、桐きり乃のに彼氏がいないなんて、言い切ることはできないのだ。

　俺はふと、携帯の液えき晶しようで時刻を確認し、階段に腰こし掛かけたまま、弱々しく玄げん関かんを見つめた。

「桐乃のやつ……まだ帰って来ねえのかよ」

　……別に俺は、妹に彼氏がいたからって、全然どうとも感じねえけどな。

　もう五時過すぎだってのに。珍めずらしく用があるときに限って、いやしねえんだからよ。

　赤あか城ぎのバカのことは、心しん底そこ変へん態たいだと思うが──しかしつい魔まが差して、確かく認にんしてしまいたくなってしまう兄あに貴きの気持ちも……ほんのちょっぴりだけ、分からないでもない。

　俺おれは苛いら立だたしげに咳せき払ばらいをして、それからこう送信した。

『なあ。おまえ、妹に彼かれ氏しがいたら──どうするんだ？』

『抹まつ殺さつ！』

　メールタイトルに書いてきやがった。

　はっは、抹殺ね！　そりゃ痛つう快かいだ！

　仮に真ま壁かべくんがいまだに瀬せ菜なにご執しゆう心しんなのだとしても、修しゆ羅らの道しか待ってねーな。

　首しゆ尾び良く結ばれたとしても、彼女は腐ふ女じよ子しで、その兄はシスコンという二に重じゆう苦くである。

　かわいそうに。

　ちょっぴり機き嫌げんを直した俺は、少し考えてから、こんなメールを書いた。

『でもよ、赤城──妹ってのは、妹なんだぞ？』

　送ってから、我ながら意味分わからん文章を書いたと少し後こう悔かい。

　しかし赤城なら、俺と同じ兄貴なら、俺の言わんとすることが伝わるはずだ。

　妹は、どこまでいっても妹でしかなく、いつか彼氏を作って、結婚して、兄のそばからいなくなってしまう。兄の保ほ護ごを、必要としなくなる。

　ウチの妹は、彼氏という形ではなかったにしろ、いったんそうなりかけて──だけど俺は、それがイヤで、耐えられなくて、必ひつ死しになって外国から拝おがみ倒してまで連れ帰ってきた。

　だけど、だけどな。

　それは桐きり乃のにとって、一人立ちする時期が早すぎただけのことなんだ。

　早いか遅いかの違いでしかねーんだ。

　結局いつかは、いなくなっちまうんだよ。

　なあ、赤城。瀬菜だって、同じなんだぜ？　分かってんのかよ。

『分かってるよ。だが彼氏は殴なぐる。ぜってー殴る。もしもほんとにいるんならな』

　一向にブレない兄貴である。ここまで来ると感心してくる。

『このシスコンめ！　妹の彼氏に嫉しつ妬としてんじゃねえ（笑）』

　メールを送ると、『ほっとけ！』というタイトルで返事が来た。

『高こう坂さか、俺はな、瀬菜に幸せになってもらいたいだけなんだ──なんて殊しゆ勝しような台詞せりふは言えねえわ。ずっとずっとかわいがってた妹を、ほかの男にとられちまうなんて、悔くやしくてしょうがねえだろ。色々、理り屈くつでは、分かってるんだけどな。そう簡単に割り切れねえよ』

「……そうかい」

　そう簡単には割り切れない、か。

　やれやれ。本当に──やれやれだぜ。こうやって本ほん音ねが言えるのって、スゲエよな。

　ふぅ、と息を吐いて、階段の上を仰ぎ見る。十八年間暮くらしてきた自宅の、見み慣なれた眺ながめだ。

　この階段を上ると、俺おれの部屋があり、妹の部屋がある。

　いつまでもは続かない、しかしいまの俺にとっては、当たり前のこと。

　ときたま思うのだが、やはり俺は、幸せなのだと思う。いまのままが続けばいいという強い願いは、だからこそ育はぐくまれたものだろうから。

　望みに反して、俺はこの一年間で変わり果ててしまった。

　妹や、オタクどもに感かん化かされて、黒々と染そめられてしまった。

　もう二度と行くまいと誓ちかったコミケに、自ら行こうと言い出すほどに。

　だけどそんな俺は一年前と変わりなく、いまと同じ日々が続けばいいと願っているらしい。

　いまや日常と化した、かつての非ひ日常を、愛しているらしい。

　おかしな話だぜ。同じ人間とはとても思えん。

　さて──そこへいくと赤あか城ぎのやつはどうだろうな？　いくら超ちようド級のシスコン兄あに貴きとはいえ、まさか妹と恋愛をしようなんて、そこまで狂った発想は持ち合わせていないだろう。

　だとすると、こいつも『いまのまま』がいいって、そう思っているんだろうか。

　瀬せ菜なの方はどうだろう。兄貴のことを、兄妹の関係を、どう思っている？

　そして────

　桐きり乃のは？

「あー、やめやめ」

　けったくそワリ。

　思わず渋じゆう面めんになっちまったところで、ピピピ、とメールが着ちやく信しんした。

「おおっと」

　きっと赤城だ。悪い悪い、忘れてたぜ。

　瀬菜に電話して、部屋からおびき出してやるんだっけな。

　よし──任せろ。

　メールを開くと、




『妹にクローゼット開けられた[image: ]』




　どうやら遅かったらしい。

「赤城……おまえのことは、忘れないぜ」




　桐乃が帰ってきたのは、門もん限げんぎりぎりの六時半ちょうど。

　そのとき俺は、階段に座りっぱなしのまま、つまらない考え事をしていた。

　だから、がちゃっと玄げん関かんが開いて桐乃が帰ってきたときも、すぐに気付いた。

「ただいま」

　帰ってきた桐きり乃のは、ずいぶんと気き合あいの入った服装だった。俺おれも見たことのない服なので、新しく買ったものなのかもしれない。肩も脚あしも露ろ出しゆつが多く、大だい胆たんなファッション。そんなかっこで、こんな遅くまでどこに行ってやがったんだか。ブランド物の紙かみ袋ぶくろを提さげているところを見ると──誰だれかと、買い物とか……？

「おかえり」

　ぼそっと景けい気きの悪い声で呟つぶやく。

　俺の存在に気付いた桐乃は、きょとんと目を見張ってこちらを見上げた。

「なにやってんの？　あんた、階段なんかに座ってさ」

　みんなで夏コミに行く話をおまえにしたら、喜ぶかと思って──

　そう口にしようとして、やめた。

『えぇ？　あんた、まさかその話を一いつ刻こくも早くあたしに伝えるために、そこに座って待ってたわけぇ？　キャハハ、きッもーい、忠ちゆう犬けんハチ公こうかっつーの』

　なんて言われるのが目に見えている。俺は考え事をするためにここに座ってただけなのにな。

「なんでもいいだろ」

「……そこ、暗くない？」

　階段の電気はつけていないので、薄うす暗ぐらかった。しかし俺は強がったように「別に」と返す。

「なんでもいーけど、どいてよ。階段のぼるのに邪じや魔まなんだケド」

「……へいへい」

　とんとん、と残り少ない階段を下りる。どうでもいいことのように聞いた。

「……こんな時間まで、どこ行ってたんだ？」

「……あんたに関係なくない？」

　トゲのある返事。あー……そういや、こいつとは険けん悪あくなままだったんだっけ。

　これからコミケもあることだし、言わなくちゃならんことが色々あるのだが、そもそも桐乃が怒り出した理由すら不明なのでどうしようもない。つーか俺、何度もあのシーンを回想してみたんだけどさ、やっぱり一方的に桐乃が悪いと思うんだ。いきなりキレてよ。

「……………………」

　嫌いやな沈ちん黙もくが数秒あって、

「……キモ」

　桐乃は俺の横をすり抜けていく。

　ぞくっ……。

　瞬しゆん間かん、言いようのない悪お寒かんが背せ筋すじを上っていった。俺は自分でも無む意識のうちに振り返り、ぎゅっと妹の手て首くびを摑つかんでいた。階段を上りかけていた桐乃が振り向き、目が合う。

「…………………………痛いんだけど、なに？」

「いや……」

　おい、なんで俺おれ……妹の手て首くび、摑つかんでるんだ？

　何を言っていいのか分からない。なにせ、自分でもどうしてこんなことをしたのか、理解できないのだ。

「は、放してよ」

　肘ひじを曲げ、抵てい抗こうする桐きり乃の。

　俺だって、おまえの手ぇつかんでる理由なんてねえよ。──それが本心のはずなのに、意に反して指にこめられた力は強く、ほどけない。逆に桐乃が肘を曲げたことによって、彼ひ我がの距離がぐっと近づいた。妹の顔が、すぐ目の前にある。

「ちょっ……ほんと痛いって……な、なに……マジになっちゃってんの？」

　桐乃の声は、少し震えていた。

「おまえ……その……」

　震えを怒りで幾いく分ぶん相そう殺さいしているのか、桐乃は頰ほおを赤らめ、あくまで強気な口く調ちようで俺を睨にらむ。

「な、なによ……」

「本当に……彼かれ氏し、できたのか？」

　ぽつり、と、弱々しく呟つぶやく。

「………………え？」

　抵抗の力が一気に弱まった。俺の台詞せりふが、よっぽど意い表ひようを衝ついたものだったらしい。

　胸に詰まっていた台詞──なのかどうかは分からないが、とにかく吐き出したことによって、ようやく俺も、指の力を緩め、手を放してやることができた。

「いたた……」

　桐乃は赤くなってしまった手首を数度振ふり、涙で潤うるんだ瞳ひとみで、キッと再び睨にらみ付けてくる。

「……超ちよう痛かった」

「わ、悪かったよ」

　さすがの俺も、素直に謝ったさ。なんでこんなにイライラしていたのか、あんな台詞を言ってしまったのか──自分でも、いまだに分からないけれど。とにかく率そつ直ちよくに頭を下げた。

「……ホントは仲直りしようと思ってたんだけどな。……いや、好きにしてくれ。今回ばかりは、俺が全面的に悪い」

　妹に暴ぼう力りよくをふるってしまうとは……最さい悪あくだ、俺。

「………………」

　桐乃は何も言わない。

　たまらず視し線せんをそらした。気まずくて、妹の目をまともに見られない。

　どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐かれるか、それとも殴なぐられるのか──覚かく悟ごした俺だったが、

「……ぷっ」

　聞こえてきたのは、含み笑いだった。

「っくく……なーにィ？　妹に彼かれ氏しができて、嫉しつ妬としちゃったわけぇ～～？　キャハハハ！　きっも～～！　超ちようマジ顔で妹に迫って『本当に……彼氏、できたのか？』だって！」

　いきなり目を輝かせて、めちゃくちゃ嬉うれしそうに俺おれをコケにする桐きり乃の。

　な、なんでそんなに上じよう機き嫌げんなんだよ。おまえ、怒ってたんじゃねーの？　しかも俺に、怖い目に遭あわされたばかりだってのに……。正しよう直じき意味が分からんぞ。

　やけくそとばかりに聞いてやった。

「……で──結局おまえ、彼氏はいるの？　いねえの？」

「さあねー」

「チッ……」

　どーせいねえんだろ？　黒くろ猫ねこもあやせも、そう言ってたしよ。

　見み栄え張はってんじゃねえよくそ──。

「……俺さあ、おまえが何を考えてるのか、ぜんぜん分かんねーよ」

「あたしも、アンタが何を考えてるのか、分かんない」

　桐乃はふいっと俺に背を向け、

「──今度紹しよう介かいしてあげよっか？　あたしの彼氏」

　挑ちよう発はつするようにそう言い残して、階段を上っていった。
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『──また、みんな一いつ緒しよに、コミケに行こうぜ』

『………………うん』

　黒くろ猫ねこと、そんなやり取りをしたのは二日前のこと。

　さっそくコミケに出す同どう人じん誌しを作るにあたって、打ち合わせをすることになり、今日きようは早朝から沙さ織おりと黒猫が揃そろって、高こう坂さか家けへとやってきた。

　インターホンの音に反応し、俺おれに先んじて玄げん関かんに赴おもむいた桐きり乃のは、扉とびらを開けて二人の姿すがたを認めるや、ドアノブをつかんだまま両目をぱちくりとさせる。

「……あれ？　なんであんたら、家に来てんの？　今日、遊ぶ約束なんかしたっけ？」

「おや、聞いておりませんでしたか、きりりん氏し」

　と、沙織。いつものぐるぐる眼鏡めがね＆オタクファッションという出で立ちである。

「…………はぁ」

　一いつ方ぽう黒猫は、やればれとばかりに嘆たん息そくし、遅れて出迎えにやってきた俺にジト目を向けた。

「……っふ……情なさけない〝先せん輩ぱい〟だこと。何があったか、だいたい想そう像ぞうがつくけど……結局言いい出せなかったのね。そんなことだろうと思ったわ」

　見み透すかされておる。こいつには事情を説明しちゃったからなあ。

「？　なんの話？」

　きょとんとする妹の後ろから──

　俺は、『申もうし訳わけない』という意い図とを込めて手を合わせた。

　とにかく二人を家に上げ、桐乃の部屋に向かう道すがら、事情を説明する。

　うむ、我ながら段だん取どりが悪いにもほどがあるな。

「……というわけで、今日二人には来てもらったんだ」

「はあ～？　夏コミの打ち合わせぇ～？　なにそれ……聞いてないんだケド」

　そらまあ、言ってねーし。

　桐乃は階段を上る俺の背後から、厳きびしい声を投げてくる。

「なんでせめて昨日きのうのうちに言ってくんないワケ？　今日はたまたま予定なかったケド、そーゆうことは急に言われたって困るし」

「……すまん」

　おまえが彼かれ氏しを紹しよう介かいするとかなんとか言って、なんか話しかけ辛づらくなっちゃったからだろ。

　自分勝かつ手てな言い訳わけにもならない言い訳を、心の中でぼやく。

『──今度紹介してあげよっか？ あたしの彼氏』

　あの口く調ちよう、彼氏の実じつ物ぶつがほんとにいるみてーだったし……。

　だからなんだってわけじゃねーんだけどさ。

　くそう……。なんで俺が妹の色いろ恋こい沙ざ汰たで、こんな面白くない気分になってんだ。

　意い味み分からねーぞ。

　階段を上りきり、桐きり乃のが自分の部屋のドアノブを回す。

　そのタイミングで──非常に遅ればせながらではあるが、ようやく確かく認にんした。

「夏コミの件──ダメか？」

「ダメなわけないし。行く──行くってば」

　即そく答とうが返ってきた。

「そか。なら、いいんだが」

　俺おれは背後の黒くろ猫ねこや沙さ織おりを振り返りながら、小さく息を吐く。

　桐乃がこの件について断るわけがない。絶対賛さん成せいに決まっている。そう確かく信しんしていたにもかかわらず、俺は妹からの同意を得られたことに、何な故ぜか少し安心した。

　なんでだ？

　自分自じ身しんで分ぶん析せきしてみると、すぐに答えが見つかった。

『彼かれ氏しと予定がある』とかなんとか言われたらどうしようかと思ってたんだな、俺。そしたらせっかく立てた計画が狂っちまうから──そんでイラついてたんだよ。

　そうに違いない。

　そうかそうか、納なつ得とくしたぜ。そういう理由があったからこそ、変な気分になってたんだ。

　妹に彼氏がいたからって、基本どーってことないのである。

「ほら、入んなさいよ」

「おぅ」「お邪じや魔まするでござる」「……」

　扉とびらを開けてくれている桐乃の横を通り、俺、沙織、黒猫の順で妹の部屋に入っていく。

　一時期がらんと片付いていたこの部屋には、再び物が増えつつある。このぶんだと、隠かくし収しゆう納のうスペースの『秘ひ密みつコレクション』も、きっと同じだろうな。

「……ふふ、このお部屋に招かれるのは、久しぶりです」

　感かん慨がい深ぶかげに両手を広げる沙織。

　桐乃が留りゆう学がくする以前は、女おんな三人、俺がいないときもこの部屋に集まってちょくちょく遊んでいるようだったが、桐乃が留学してからは一度もなかった。前回集あつまったときも、沙織のやつ、結局玄げん関かんまでしか入ってこなかったからな。

「……大げさね、部屋に入ったくらいで」

　黒猫の口からも、優しい声が漏もれた。

　俺を含めた皆が、穏おだやかな表情をしていた。

　桐乃が、扉を閉めながら、照れくさそうに苦く笑しようする。

「来たけりゃいつ来たっていいっての」

「やはは……」

　沙織もまた、頰ほおをかいて微笑ほほえんだ。その仕し草ぐさに『美しいお嬢じよう様さま』の姿すがたが、一いつ瞬しゆんだけダブって、すぐに消える。

「ほら、座れば？」

　桐きり乃のに促うながされ、めいめいが座ざ布ぶ団とんに座りテーブルを囲む。

　ちょこんと俺おれのとなりに座った黒くろ猫ねこが、口元に手を当て、ふわぁ……とあくびをした。

「なんだ、寝ね不足か？」

　少し心配になって聞いた。なにせ黒猫は、コミケに二日連れんチャンでサークル参加するのだ。

「ゲーム作りもいいけど、無む理りすんなよ？　身体からだ壊こわしたら元も子もねーぞ」

「ん……うん、分かってる」

　黒猫はとろんとした瞳ひとみで俺を見やる。

　……あれ、今日きようはゴスロリを着ているのに、いつもの赤いカラコンを付けていないな。

　口く調ちようもなんか子供っぽいしトゲがない。

「朝早かったから、まだ目が醒さめきっていないだけよ」

「？　なにあんた、朝、用事でもあったの？」

　桐乃がごく自然に聞いた。すると黒猫は眠そうな目をこすりながら、

「……夏休みだから……下の妹の付き合いで、小学校のラジオ体操に通っているのよ」

「ぷっ！」

　沙さ織おりが噴ふき出した。

「ラジオ体操!?　黒猫氏しが？」

「な、なによ……私がラジオ体操に行ったらおかしいとでもいうのかしら？」

　唇くちびるを尖とがらせてすねる黒猫。やっぱ学校にいるときと比べると、この面子めんつでいるときの方が表情が動く動く。かわいいもんである。

「い、いえ……ただその、あまりにイメージと違っていたものですから、つい」

　ぷふふっ、と笑いをかみ殺している沙織。確かに黒猫が小学生に混じって朝の体操をしていたり、並んでスタンプやお菓か子しをもらっている光景を想そう像ぞうすると、噴き出してしまいそうになるな。しかも意い外がいと似に合あっていて、微笑ほほえましいところがまた笑える。

　桐乃もニヤニヤしながら聞いた。

「あんた、まさかゴスロリ着て体操しに行ったわけ？」

「そんなわけないでしょう」

　ぷい、とそっぽを向いてしまう。

「そういえば、おまえのゴスロリ以外の私し服ふくって、見たことないな」

「………………」

　黒猫はそっぽを向いたまま、ちら、と目め線せんだけを俺に寄よ越こし、小さな声で、

「……見たいの？」

　と、聞いてきた。

「……ん……まあ、見せてくれるもんならな」

「そう、なら、考えておくわ」

　言ったきり、むすっと黙だまり込んでしまう。こいつもこいつで、よく分からん女である。

　しかも視線を桐きり乃のと沙さ織おりに戻すと、なにやらゴニョゴニョ耳みみ打うちしあっていた。

「なんだおまえら、内ない緒しよ話ばなしかよ」

「は？　あたしたちが何なに話してたって、あんたに関係ないでしょ？」

　険けん悪あくに睨にらみ付けてくる桐乃。いつもながら、いきなり機き嫌げん良よくなったり悪くなったり、山の天気みたいなやつだぜ。沙織が口元をωこんなふうにして、桐乃の頰ほおをプニプニ突っついた。

「ふっふ、いやなに、京きよう介すけ氏しが瑠る璃りちゃんとばかり仲良くしているから、きりりん氏しがすねてしまったのですよ」

「違う！」

　桐乃は狂きよう犬けんのようにキバを剝むいてから、『あれっ？』というような顔になった。

「瑠璃ちゃんって何？　黒いののこと？」

　ああ、そういやこいつには、まだ言ってなかったんだっけ。

　俺おれは黒猫に視線を向けて、『教えてもいいか？』とアイコンタクトで聞いてみた。

　こくん、黒猫が頷うなずく。俺は代わりに言ってやった。

「黒猫の本ほん名みようがな、五ご更こう瑠璃っていうんだと」

「……本名ではないわ。人間としての仮の名前よ」

　はいはい、仮の名前ね。

　黒猫の『人間としての仮の名前』を聞いた桐乃は、何な故ぜかムスっとして、

「へーえ……なんであんたらだけ知ってんの？　あたしはのけ者ってワケ？」

「べ、別に……そういうわけじゃ」

　桐乃の嫌いや味みっぽい発言に、黒猫は大いにうろたえた。さっそく沙織がフォローに入る。

「いやいや！　きりりん氏！　そんなはずがないではありませんか！」

「同じ学校の同じ部活に入ったんだから、そりゃ本名くらい知ってるだろ」

　俺も宥なだめに入ったさ。こいつ黒猫のこと好きすぎだろ。友達や兄あに貴きにまで嫉しつ妬としやがって。

「あっそ！　ふーん、そんで放課後ごは一いつ緒しよに帰ったりしてるんだ。自分の部屋に上げて、二人きりになって、ベッドの上に寝ころばせて？」

「一緒にゲーム作ってただけだって！」

「だからそれがもう付き合ってるみたいじゃんっつってんの！　あーキモ！　キモキモ！」

　だー！　もーいい加か減げんにしろよ！　ていうか仮に俺と黒猫が付き合っていたとして、それでなんで妹に怒られなくちゃならんのだ！　よっぽど友達取とられるのがイヤなんだな！

　と、俺がキレかけたところで──

　パンパン！　と手を叩たたく音がした。

「そこまででござる！　せっかくこれから楽しいお祭りの準備をしようというときに──喧けん嘩かをしてどーするでござるか」

「「む……！」」

　同時に黙だまり込む俺おれと桐きり乃の。

　沙さ織おりはにぱっと笑顔になって、

「ここはひとつ、黒くろ猫ねこ氏しこと瑠る璃りちゃんは、皆で仲良く共有するというのはいかがですかなっ」

「……なんで私、愛あい玩がん動物扱あつかいなのよ」

　自分の取り合いで喧けん嘩かになりかけてしまい、黒猫は複ふく雑ざつそうだった。

　桐乃は「ふぅ……」と息を吐いて、気を取り直したように明るく言う。

「……ま、まぁ……あんたらがどうにかなるなんて、あるわけないか」

「…………」

　俺と黒猫は、どちらからともなく視線を合わせ……そして、ふいとそらした。

　──〝呪のろい〟よ──

　いかん。やましいことがありすぎて、桐乃の発言に『そうだぜ』と同意しにくい。

　俺と黒猫の間に漂ただよう微び妙みような雰ふん囲い気きに気付くことなく、機き嫌げんを直した桐乃は、

「──瑠璃ね。似に合あってて、いい名前じゃん」

　黒猫の顔を見つめて、珍めずらしく素直に微笑ほほえんだ。




　騒そう動どうが一いち段だん落らくし、俺たちはようやく本来の目的であるところの、夏コミの打ち合わせに入ることができた。テーブルにジュースとお菓か子しを並べ、会かい議ぎ開始である。

「で！　みんなでどんな本ほん作んの!?」

　テーブルに手をつき、身を乗り出して目を輝かせる桐乃。もうすっかり機嫌は回復し、ハイテンションになっている。この切り替えの早さに、毎まい回かい俺はついて行けない。

「黒猫氏。今回は、三日目、黒猫氏のサークルで出す同どう人じん誌しに、皆で何ページかゲストで描かせてもらう──という形でよろしかったですかな？」

「……ええ、それでいいわ。今回は……というか、今回もだけど、マスケラの二次創そう作さく同人誌を作るつもりだから、そこでテンション上げている誰だれかさんは怒るかもしれないけど、テーマにそったページを作って頂ちよう戴だい。ちなみに私は短たん編ぺん漫まん画がを描くわ」

　黒猫が間近に迫ってきた桐乃の顔を見上げて言った。

「え？　なに？　てことは、あたしもマスケラの二次創作じゃないとダメってこと？」

「そうよ」

「表紙を飾るのはアンタの描いたマスケライラストってこと？」

「そうよ」

「アンタの考えた『神聖黒猫騎士団ブラツクナイツ・ノヴア』とかいう厨ちゆう二にサークル名で出しゆつ陣じんするってこと？」

「…………そうよ。ち、ちなみにこのサークル名にはいくつもの隠いん喩ゆがあって、あなたたちが加わって新しん生せいした私の、」

「え～？　それだと予定が狂っちゃうんだケドぉ～。せっかく色々アイデアあったのにさァ～」

　友達の解説を最後まで聞いてやれよ。

　黒くろ猫ねこのこめかみが、ぴくぴく動いてるじゃねーか。

「まあまあ、きりりん氏し。いいではありませんか、『弘こう法ぼう筆ふでを選ばず』と申しますし、不ふ慣なれなマスケラの二次創そう作さくであろうとも、きりりん氏ならば必ずや良いものを作ってくださると、拙せつ者しや、信じておりますぞ」

「まぁねぇ～？　いちおうスデに小説のアイデアは、あるにはあるんだけどォ～」

　単純バカめ。ノセられやすいやつだ。

　ともあれ桐きり乃のは、小説を書いて、同どう人じん誌しに参加するらしい。

　沙さ織おりはどうすんのかな。

「拙者は、マスケラのイラストを何点か描かせてもらうでござる」

「おまえ、イラスト描けるんだ」

「……少しは。ただその……下へ手たでも笑わないでくださいでござる」

　恥はじらうように指を絡からめる沙織。いままで気にしていなかったが、よくよく見ると、かわいらしい仕し草ぐさをするやつなのだった。

「へえ……いや、もちろん、笑ったりするわけねえだろ」

　黒猫にしろ瀬せ菜なにしろ沙織にしろ。女の子のオタクって、わりとイラスト描けるヤツが多いよな。どんなのを描いてくるのか、楽しみではある。

「期待してるぜ」

「ええ……がんばります」

　両拳こぶしを軽く上げて、ガッツポーズをする沙織。

　一度、素すのこいつを見てしまったせいか、最近の俺おれは沙織のことを『年下の女の子』として見られるようになってきた。どでかい妹が増えたような、不ふ思し議ぎな感覚だ。

　と、古い妹が俺にこう聞いてきた。

「それよりさ、そういうアンタはどうするわけ？」

「俺？」

「そう。アンタ、漫画も小説もイラストも、なんにも描けないじゃん。同人誌に参加できなくない？」

　いいところを衝ついてきやがる。俺は、創作活かつ動どうなんか何もできない。ゲーム作りのときも、結局俺は、デバッグの真ま似ね事ごとしかしなかったしな。だがっ。

「ふっふっふっふ……確かにそのとおりだ。しかし桐乃、その質問は予想していたぜ」

「キモ」

　俺おれが薄うす笑えみを向けるや、桐きり乃のは青ざめて顔を遠ざけた。口くち直なおしのようにジュースをストローで吸い込み、軽けい蔑べつの流し目を送ってくる。

　沙さ織おりがあごに手をやって、ぐるぐる眼鏡めがねをキラリと光らせる。

「京きよう介すけ氏し、何か考えがあるようですな」

「フッ、まーな」

　不ふ敵てきな笑えみを交わし合う俺＆沙織。こっちのフリにちゃんとノってくれるあたり、本当にこいつはよくできた友達である。

　一いつ方ぽう黒くろ猫ねこは、沙織とは対たい照しよう的てきに、冷ひや汗あせをかいて不安そう。

「……絶対にろくなことを考えていない気がするわ」

「失しつ敬けいな後こう輩はいだぜ、何を根こん拠きよにそんなことを言うんだ？」

「……そのどや顔から、『エロゲー作ろうぜ』という台詞せりふが飛び出したことを、私は忘れていないわよ」

「あれはあれで、いいアイデアだと思ったんだがな」

「……わ、私が『男の人のＨシーンを描く自信がない』と言ったら、『それなら俺が作さく画が資し料りようを提てい供きようしてやる』と──」

「言ってないよ！　俺の台詞をねつ造するな！」

　まだ勘かん違ちがいしてやがったのか、こいつ！

「……あ、あんたら、いったい部活で何やってたわけ？」

「黒猫！　おまえのせいで妹の視線が冷たいぞ！　責任もって誤ご解かいを解けよ！」

　黒猫は「ふん」と鼻を鳴らしてから、桐乃に向かって微笑ほほえみながらこう囁ささやいた。

「あなたのお兄にいさんはね、学校で『セクハラ先せん輩ぱい』という二つ名で呼ばれているのよ」

「逆ぎやく効果きわまりねえぞ！」

「事実でしょう」

「……事実だけどさ」

　うーん。しかし、さっぱり話が進まないな。

　桐乃はもう俺と目を合わせようともしねーで、ジュースを飲むのに集中していやがるし。

　俺のうんざりした気分を察したのか、さすがの沙織が絶ぜつ妙みようのタイミングでフォローに入ってくれた。

「で、京介氏は、どんな作品で同どう人じん誌しに参加するつもりなのでござる？」

「おう！」

　俺は、爽さわやかなイケメンスマイルで親おや指ゆびを立て、自分の顔を指ゆび差さした。

「沙織からマスケラの衣い装しようを借りて、俺のコスプレ写真グラビアコーナーを作ろうと思うんだ！」

「ブーッ!?」

　桐乃が盛せい大だいにジュースを噴ふいた。

　しかも、俺おれの顔面にぶっかけやがった。

「ちょ……汚きったねぇな！　な、なにすんだ突とつ然ぜん！」

　オレンジジュースが思いっきり目に入ったぞ！　痛い！　眼がん球きゆうが超ちよう痛い！

「ゲホッ、ゲホッ……！　あ、あんた……得とく意いげになに言ってんの!?」

　両目めを見開いて、ドン引き中の我が妹であった。

　あっれー？　おっかしーな……いい企き画かくだと思うんだけど。

　だってほら、コスプレした俺って、かっこよくね？
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　黒くろ猫ねこが、むせる桐きり乃のの背をさすってあげている。

「だから言ったでしょう？　……あなたのお兄にいさんがこの顔をしたときは、ろくなことを考えていないのよ」

「けほっ……だからって……いくら何でも『俺のコスプレ写真グラビアコーナーを作ろうぜ』はなくない？　同どう人じん誌しをめくってたら、いきなり地じ味み男おとこのコスプレが目に飛び込んでくるんだよ？」

「カオスですな」

　ちょ、沙さ織おり！　おまえまで俺を裏切るのか!?

　自信満まん々まんで提出した腹ふく案あんが否定されてしまい、俺はべたべたになった顔面をハンカチでぬぐいながら、消しよう沈ちんした声で呟つぶやいた。

「……まずいかなあ？」

「「「まずい」」」

　三人揃そろって全ぜん否定である。……バカな……超ちようそっくりだと思ってたんだけど。

　しかしそこで……

「……でも、まあ……」

　黒くろ猫ねこが小こ声ごえで意見を追加した。ちょっと頰ほおを赤らめて、

「…………そ、そういうのも、意い外がい性せいがあって……やりようによっては悪くないかも……」

「ちょ……あ、あんた、本ほん気きで言ってる？」

「……その……参加者各かく自じがやりたいものをやるというのが、同どう人じんの醍だい醐ご味みよ。男一人ひとりのコスプレ写真グラビアコーナーが問題だというなら……わ、私が、一いつ緒しよにやってもいいし……」

　おおっ、さすがコスプレ好き！　話が分かるぜ！

　沙さ織おりも呆あきれ半分で苦く笑しよう。

「我らがサークル『神聖黒猫騎士団ブラツクナイツ・ノヴア』のリーダーは、黒猫氏しでござる。黒猫氏が良いというのでしたら、拙せつ者しやが反対する理由などございませぬ。京きよう介すけ氏し、存ぞん分ぶんにはっちゃけてくだされ」

「任せろ」

　深々と頷うなずく俺おれ。その様よう子すを何か言いたげな眼まな差ざしで眺ながめていた桐きり乃のは、黒猫に視線を移して小さく舌した打うちする。

「分かったわよ。……あんたらの好きにすれば？」

「……別に、私は……あなたのお兄にいさんがやりたいというから……仕方なくよ、仕方なく」

「黒猫！　じゃあ俺と一緒に二期のクライマックスを再さい現げんした写真撮とろうぜ！」

「そしてどうしてあなたはそんなに一人でノリノリなの……」




　あっという間に暑い夏の時は流れていく。俺はしばし、初めての同人誌し作りに熱中した。同時に受じゆ験けん勉強や部活もきっちりこなす。麻ま奈な実みと一緒に勉強したり、沙織のコネでスタジオを借りたり、真ま壁かべくんにフォトショップの使い方を教えてもらったり……そうそう、貯ちよ金きんをはたいて、黒猫と一緒にアキバにデジカメを買いに行ったりもしたな。

　苦しくも充実した日々。

　そして。

　夏コミ『三日目』の朝がやってきた。

「あっちィ～～～～～～」

　俺と桐乃が国際展てん示じ場じよう駅えきから出ると、今年ことし一番という猛もう暑しよが襲おそいかかってきた。

　ゆらめく視し界かい。フライパンと化したアスファルトからは、肺を焼き尽くすかのような夏の匂においが立ち上っている。たまらずタオルで顔を拭ぬぐうと、こつんと桐乃にすねを蹴けられた。

「始まってもいないうちからだらけんなっ」

　腕を組んで俺を睨にらむ妹は、両りよう肩かたを剝むき出しにした大だい胆たんな夏ファッション。涼すずしげじゃああるが、目のやり場に困ってしまう。俺おれは先に着いているという黒くろ猫ねこを探しながらぼやく。

「……あいにく俺の夏コミは、昨日きのうから始まってんだよ」

「そんで疲れが取れてないって？　はぁ、オッサンくさ」

「ほっとけ」

　そう。俺は昨日、夏コミ『二日目』もゲー研けんの一員としてサークル参加していたのだ。

　まあ、それはそれで、また別の話ってやつだ。

　いつか機会があれば──この夏の日々をまとめて、あんたらにも話してやるよ。

「ところで桐乃、いま気付いたんだけど」

「なに？」

　険けん悪あくな口く調ちようで吐き捨てる桐乃。コレと会話を続けるのは、兄あに貴きでも大変なんだぜ。

「おまえが今日きよう着てる服ってさ……」

「えっ？」

「去年の夏コミで着てたのと、もしかして同じやつか？」

　特に深い考えもなく口にした台詞せりふだったのだが、意い外がいにも桐きり乃のは良りよう好こうな反応を見せた。

　きょとんと瞳ひとみをぱちくりさせて、

「へー、あんたにしては鋭いってゆーか……よく分かったね？」

「いや、その肩と鎖さ骨こつ剝むき出しなのが、見み覚おぼえあったからよ」

「は!?」

　桐乃は両腕を交差させて、掌てのひらで両肩かたを隠かくした。でもって怒った犬のように吠ほえる。

「ど、どこ見てんのっ！ このスケベ！」

「人ひと混ごみでデカイ声出すなよ。俺が女の子に痴ち漢かんしたみたいじゃん」

「した！　たったいましたっ！」

　片腕うでで肌はだを隠しながら、びしっと指を突きつけてくる桐乃。俺は肩をすくめて、

「指ゆび一本触ふれてないっすよ」

「そういう問題じゃないっ！　あんたがあたしの肌を、エロい目で見たことが問題なの！」

「……懐なつかしいよな。まるきり、去年と一いつ緒しよだ」

「ちょ！　なにっ、あからさまに話題変かえようとしてんの！」

　さらに俺を追つい及きゆうしようとしていた桐乃だったが、言っても無む駄だだと悟さとったのか、ともあれ気が変わったらしい。再び腕を組んで息を吐いた。

「ふん……まぁ、ね。懐かしいってのは、分かる」

「だろ？　……まさか、だから同じ服を？」

「なわけないじゃん。グーゼンそうなっただけ」

「ふうん、あっそ」

　流行に敏びん感かんな読どくモもやってるおしゃれな中学生が、去年と同じ服をわざわざ引っ張り出して、偶ぐう然ぜん去年と同じ祭りに着てきたって？

　それこそ──なわけないじゃん、だと思うがな。

　桐きり乃のはそれ以上同じ話題を続けるのを嫌いやがるかのように、トンと足あし裏うらで地面を叩たたいた。

「ほら、早く行くよ。沙さ織おりもう先に入場してサークルブースで待ってるって」

「へいへい。って待てよ桐乃、黒くろ猫ねこからメールがあって、この辺にいるとか──」




「──さっきからずっと隣となりにいるわ」




「えっ？」

　囁ささやくような声に振り返ると、そこにいたのは、つば広ひろ帽ぼう子しをかぶった白いワンピースの少女だった。

「……無む視ししないでくれるかしら」

「えっ……と」

　俺おれは呆ぼう然ぜんと声を失い、その姿すがたを凝ぎよう視しする。桐乃もとなりで息を吞のんだのが分かった。

　黒のゴスロリでもなく、ブレザーの制服でもない、私し服ふく。

　儚はかなげな印いん象しようはそのままに、痛々しさがそのまま清せい楚そさに転てん換かんしたような──。

「黒猫……か？」

「他の誰だれに見えるというの？」

「いや、おまえ……そのかっこ──」

「……な、なに？」

　普ふ段だんとがらりと雰ふん囲い気きを変えた黒猫が、わずかに視線をそらしながら唇くちびるを尖とがらせた。

　俺はそんな彼女をまじまじと見つめ、

「──なんのコスプレだ？」

「こ、コスプレじゃないわっ……私服っ、私服よ……」

　いかん、地じ雷らい踏んじまったらしい。なんかすげー怒ってるよ黒猫のやつ！

　俺は慌あわてて謝った。

「す、すまん、あんまり普段と違うから……つい」

「ま、まったく……あ、あなたが……『見たい』と言ったのでしょう？」

「……あ、あぁ。そう……だったな」

　みんなでコスプレしたときといい、入学式のときといい、最近こいつにはイメチェンで驚かされてばかりだ。しかし、それにしても……これは……。

　かわいい。暑さと相まって、くらっとしてしまうほどに。

　いつもより少し幼く見えて、それが普段は気付かない魅み力りよくを引き出している、というか。

「いいな、それ」

「そ、そう？」

「ああ。似に合あう。すごく。夏の青春映画に出てきそうだ」

　我ながら、なんと口べたなやつだろう。感じたことの十分の一も伝えられていない。

　……ううん……こいつ肌はだも透すけるほど白いし……服も白いし。

　イメージカラーが変わっただけで、こんなにも人の印いん象しようって変わっちまうのか。

「もう黒くろ猫ねこじゃないな。白しろ猫ねこだな」

「……なによ、それ。褒ほめているつもり？」

　呆あきれられてしまった。

　だけどこんな下へ手たくそな賞しよう賛さんでも、少しは伝わったらしく、黒猫は幽かすかに頰ほおを染そめていた。

　そこで、俺おれの隣となりで固まっていた桐きり乃のが、ようやく動き出す。

　もはや白猫と化した黒猫を指ゆび差さし、

「そ、それっ、先週あたしが選んであげた服じゃん！」

「…………そうよ。あのときは、その……ありがとう」

　服が白いと性格まで白くなってしまうのか、なんと黒猫は、素直に桐乃に礼を述べた。

　意い表ひようを衝つかれた桐乃は、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔できょとんとする。

「え？　あ……ど、どういたしまして」

　先にお礼を言われてしまって、怒るに怒れない桐乃だった。

　まあ、そもそもなんでキレそうになってたのかさえ、俺にはよく分からないのだが。

「桐乃が選んだ服だったのか。すげえな、おまえ、やっぱすげえよ」

「え？　そ、そお？」

「ああ。いや、マジでそう思うわ」

　俺は妹のセンスに、本ほん気きで感かん心しんしていた。だってかわいいもん、今日きようの黒猫。

　桐乃は頰をかりかり指でかいて、照れくさそうにしていた。

「ま、まぁねぇ～……ほら、こいつって見た目和わ風ふうで、大人おとなしい系けいじゃん？　ありえないくらい髪かみの毛綺き麗れいだしさ。こういう系けい統とうの服、絶対似合うと思ったんだよね」

「こういう系統っつーと？」

「エロゲでよくあるファッション」

　ああ……。

　あるよね、白いワンピースに、帽ぼう子し。

　それほどプレイ本数をこなしていない俺でも、こういうイベントＣＧ見たことあるわ。

「あ、あなた……恥はじを忍しのんで服の見立てを頼んだ友達に、エロゲヒロインの格かつ好こうをさせたの？」

「うん」

　うんって言った！　こ、こいつ！

「いやでも、似に合あうし、かわいいと思ったからさ。あたしのセンスに懸かけて、それはマジ」

「…………それは感謝しているけど。……できればルーツは知らないでおきたかったわ」

「てか、その服……今日きよう着るためのやつだったんだ……」

　桐きり乃のは複雑そうな表情で、腰に手を当て、目をすがめていた。

　さっきからなんなのこいつ。自分が見立てた服を黒くろ猫ねこが着てきたのが、どうしてそんなに気に食わないんだ？　そこはむしろ『おおっ！　それ、あたしが見立てた服じゃん！　えーなーにぃアンタ～、着てきたんだぁ～』って喜ぶところだろーよ。

「ともあれ行こうぜ。沙さ織おりが待ってるんだろ？」

「……おっけ」「そうね」

　桐乃と黒猫も同どう意いする。

　俺おれは桐乃から預かった荷物を肩に背負い直し、ビックサイトへ向けて歩みを進める。

「黒猫、おまえのカートも俺に貸しな」

「え？　べ、別に……いいわ」

「いいよ、ついでだから」

　手を差し出すと、黒猫は躊ちゆう躇ちよしながらもカートの持ち手を俺に握らせてくれた。

「よっし」

　駅から歩き始めてすぐ、コンビニが右手に見えたあたりで、人の流れが二つに分かれていた。

「サークル参加される方は、こちらへどうぞ──」

　スタッフの誘ゆう導どうに従って、俺たちは、開場待まちの列とは別ルート──サークル参加者用ようの道を進む。一年前とは違い、サークル参加をする俺たちは、なんと並ばずに入場することができるのだ。

　大量の人ひと混ごみを脇わき目めに、桐乃が声を張り上げる。

「ひょー、相変わらず凄すごい人！　ふっふ、この人たちを差し置いて会場入りできるかと思うと、優ゆう越えつ感かんあるよね。この暑あッついのにお疲れ様ってカンジ」

「大きな声を出さないで頂ちよう戴だい。聞こえるわよ」

　まるで桐乃の姉のように、黒猫が窘たしなめる。

　そんなやり取りを見ていて、なんだか懐なつかしくなってしまった。

「なんかいまさら言うのもなんだけど、一年前と比べると、おまえら変わったよな」

「そうかしら？」「はあ？　どこが？」

　そろって『そんなことはない』という意味の言葉を返してくる。

「覚えてるか？　一年前は、あそこに並んでたよな。んで、おまえら、ＰＳＰのゲームやりながら喧けん嘩かしてたじゃねーか」

「あー、誰だれかさんに嫌いやがらせプレイやられて、ちょームカついたの思い出した」

「ふ……そんなことも……あったかしら？」

　黒くろ猫ねこも桐きり乃のも、お互いを懐なつかしそうに見やっている。そう、あれは、俺おれたちが出会ってまだ間もないころのことで、桐乃は初めてのオタク友達との距離感かんがつかめず、何かというといがみ合っていたっけな。

「それがいまじゃどーだ。相変わらずいがみ合っちゃいるが、一いつ緒しよに服ふく買いに行ったり、一緒に同どう人じん誌し作ったりな。ずいぶん仲良くなったんじゃねーか？」

「ふん、そんなことないって」

「ええ、そんなことないわね」

　つん、と左右対たい称しようにそっぽを向く二人。

　──とまあ、こういうわけだ。

　そしてもう一点、変わったといえば……俺と黒猫の関係も、そうだ。

　一年前は、たんに『妹の得え難がたい友達』──としか、思ってなかったのに。

　いまは──

「………………」

　いまは、どうなんだろうなあ。よく、わかんねーや。

　そんなことを考えていたものだから、つい、黒猫の横よこ顔がおを見つめてしまっていた。

「なに？　沙さ織おりも待っているでしょうし、早く行きましょう？」

「ああ」

　……桐乃のやつは、本当にいい仕事をしやがった。

　かわいいわ、こりゃ。




「お──っ、皆の者、お待ちしておりましたぞ──っ」

　会場入いりするや、いつものオタファッションに身を包んだ沙織が、手を振って俺たちを出迎えた。朝、開場前まえのビックサイト内部は、開場後ごの地じ獄ごくとはまた違う場所のように見える。

　広大なスペースにテーブルを並べ、あちこちでブースの設せつ営えいをしている人たちがいた。

　無む数すうの足音と作業音おんが飛び交う、きわめて慌あわただしい、しかし活気に満ちた空気。

　さながら鉄てつ火か場ばだ。

　チリリとくすぶる高温の火ひ種だねが、発火し燃え上がるその瞬しゆん間かんを待っている。

「おう、もう準備してくれてたのか。俺らもすぐ手伝うよ」

「それは有あり難がたい。しかし先に、ご近所に挨あい拶さつ回りをしてきたらいかがですかな。九時半ごろになりますと、ホール間の移動ができなくなってしまいますし」

「お、そうなのか」

　携けい帯たいの時計を確かく認にんすると、八時四十五分だった。

　余よ裕ゆうを持って回るなら、そろそろ出た方がいい。

『挨あい拶さつ回り』──こういった即そく売ばい会かいには、となりのサークルや知り合いのサークルに挨拶しに行く慣かん習しゆうがあるらしい。これも沙さ織おりから教えてもらったことだ。

「とはいえ、お隣となりさんはまだ来てないみたいだし、知り合いのサークルなんていねえしなあ。むしろそれは、おまえが桐きり乃のを連れて行ったらいいんじゃないか？」

　こいつは知り合い多いはずだもんな。

「では、お言葉に甘えて……きりりん氏し、一いつ緒しよに行かれますか？」

「んー、どうしよっかな。どーせあとで、みんな一緒に回るでしょ？」

「然様さようですが、開場後ごですと、確実に会えるかどうか分かりませんぞ」

　いったん始まっちまえば、地じ獄ごくだもんな。サークルの人たちも、俺おれたちも、忙しくなるし。

「行ってくりゃいいじゃねぇか。好きな作家さんと会える数少ない機会だぜ」

「……ふっ……そうね。大だい丈じよう夫ぶ、ここは私と先せん輩ぱいとで、しっかり留る守す番ばんしているわ」

　俺に続いて、黒くろ猫ねこも桐乃を促うながす。だが桐乃は、逆に反はん抗こう的てきになってしまう。

「チッ……っさいなあ……勝かつ手てでしょ」

　ばっかじゃねーの、なんで不ふ機き嫌げんになってんだよ。

「まあまあ、きりりん氏のお気持ちは分かっておりますよ。それでは、拙せつ者しやが代表して一回りしてきますので、こちらは頼みますぞ」

「おう」

　沙織が挨拶回りに出かけていった、ちょうどそのときだ。

「──あら、京きよう介すけくん。それに桐乃ちゃんと……黒猫さん、だったっけ？」

　聞き覚えのある声が、俺たちの名を呼んだ。俺たちは、振り向き、行き交う人々の中から声の主を捜す。と、そこにいたのは──

「うおっ、フェイトさんじゃないっすか」

「お久しぶり──でもないか。奇き遇ぐうね、こんなところで会うなんて」

　このパリッとしたワイシャツ姿すがたのお姉ねえさんは、伊い織おり・Ｆ・刹せつ那な。

　俺たちの、ちょっとした知り合いである。

　桐乃は「どうも」と無ぶ難なんな挨拶を、黒猫は無む言ごんで視線をフェイトさんへと向ける。

　代表して俺が聞いた。

「奇遇っつーか、なんでここに？　出版社に就しゆう職しよくして編へん集しゆう者になったんじゃ？」

「あ、もしかしてメディアスキー・ワークスのお仕事でいらしたんですか？」

　と、桐乃が予想を口にする。

「それがね……話せば長くなるのよ」

　フェイトさんは、ひくっと頰ほおを引きつらせた。

「熊くま谷がいさんの紹しよう介かいでＭＡＷの中ちゆう途と採用試し験けんを受けに行って来たんだけど、コネで入社余よ裕ゆうかと思いきや超ちよう圧迫面めん接せつだったの」

「落ちちゃったんですか？」

　聞くなよ桐きり乃の！

　案あんの定じよう図ず星ぼしだったようで、フェイトさんは、がっくりと肩を落としてうなだれた。

「うう……『会社を辞やめてからの期間は何をしていらっしゃったんですか？』って聞かれたから、『御おん社しやの新人賞しように投とう稿こうするためにずっと小説書かいてました』って面接で答えたの。そうしたら……もの凄すごい白けた空気になっちゃって……し、死ぬかと思ったわ」

「小説書くのは就しゆう活かつじゃないんだよバーカっていう意味の空気ですか？」

　死し人にんに鞭むち打うつとは、まさにこのことだ。

　フェイトさんの胸にぐさっとナイフが刺さったのがハッキリと見えた。

　たぶん桐乃はコレ、悪わる気ぎなく言ってるんだろうなあ。

「しゅ、就活は就活だってばたぶん！　でも、私がしていたのは、つぶしが利かないタイプの就活だったというだけ。せめてハロワに通っていれば、面接官かんの心しん証しようも変わったのかなあ……」

　ほら、フェイトさん凹へこんじゃったじゃん。なんとか言ってやれよ桐乃。

「ふうん、あれからずっと無む職しよくなんですね」

　おい！　殺す気か！

「おかげで借金が百万円を超えました。そろそろ現金の持ち合わせがなくなりそうよ」

　亡もう者じやのような暗い声こわ色いろで訴えるフェイトさんに、桐乃が言う。

「この前、貸してあげたお金はどうしたんですか？」

「えへ、ＦＸで溶かしちゃった[image: 白ハート]」

　久しぶりにこんなにひどい会話を聞いた。

　突っ込みどころが多すぎて、迂う闊かつに口を挟めない。

　だめだこの人……。もはや女おんな版ばんカイジにしか見えねえ。

　俺おれたちの冷たい視線に気付いたのか、フェイトさんは白しら々じらしい微笑ほほえみを浮かべて「ち、違うのよ？」などと見み苦ぐるしい言い訳わけを始めた。

「ほ、ほら、この前ギリシャ問題とかその他諸もろ々もろで豪ごうドルが一気に71円まで暴ぼう落らくしたでしょ!?　あれで私の88円Ｌがロスカットされてスカーンと大だい爆ばく死しよ！　糞くそポジになる暇いとまさえなく御ご消しよう滅めつなされたわ畜ちく生しよう！　アハッなによこの私をピンポイントで殺しに来たとしか思えない謎なぞ相そう場ば！ふざけてるの？　死ぬの？　１豪ドル１００円を目指すって言ったのに！　みんな言ってたのに！　ウフフ……フフ……これもすべて面接で私を落とした正せい社員どものせいね。あれですべてが狂ったのだから……ククク……」

　専せん門もん用語が多すぎて、フェイトさんが人間のクズだということしか分からん。

　ダメ人間っぷりに拍はく車しやがかかっているお姉ねえさんのせいで、場の空気がぎゅんぎゅん悪くなっていく。なんとか話題を変えなければ……えーと。

「ここにいるってことは、フェイトさんもサークル参加してるんすか？」

「え？　あ、うん──」

　フェイトさんはくるりと後ろを向いて、壁サークルが並んでいる一角を指ゆび差さした。

「あそこが私のサークル。私自じ身しんが作品を作っているわけではないけれどね。イラスト系けいＳＮＳで知り合った同どう人じん作家さんを集めて作ったサークルで、今回がイベント初はつ参加なの」

「初参加で……壁サークル？」

　黒くろ猫ねこが怪け訝げんな顔でフェイトさんの示したサークルを見つめる。

　一いち応おう解説しておくと、『壁』というのは会場内ない部ぶの外がい周しゆうを囲うようにして配はい置ちされるサークルのことで、人ひと目めに付きやすい上、行ぎよう列れつを作りやすいいわゆる『特とく等とう地ち』である。

　当然、大おお手て人気サークルがひしめく大だい激げき戦せん区くでもあるわけで、初参加でいきなりそこに配置されるというのは、かなり例れい外がい的てきなことらしい。

「フフ、凄すごいでしょ。はい、これ、ウチの本、よかったら持って行って」

　元気を取り戻したフェイトさんが、幾いく分ぶん厚めのオフセット本を差し出してくる。

「……スゲェ」「……わ」「……これは」

　俺おれたちは受け取った本の出で来き映ばえに、目を見み張はった。

　素人しろうと目にも一いち目もく瞭りよう然ぜんで分かる完成度ど。

　本屋で売っている本だと言われたら、信じてしまいそうだ。

　俺よりもさらに、桐きり乃のがびっくりしていた。

「ちょコレ、人気イラストレーターさんがズラリ……よ、よくこんなオールスターみたいなメンバー集められましたね」

「えへへ」

　子供っぽい仕し草ぐさで照れるフェイトさん。彼女は目を細めて弓なりに曲げ、

「自分で作品作つくらないんだから、まあ、これくらいはね。面子めんつを集めて、調ちよう整せいして、サークルを運営して──言ってみればプロデューサーみたいなものかしら？」

　ふふん、と極ごく薄うすの胸を張るフェイトさん。

「……ああ、そういうの、なんかすっごい得とく意いそう」

　桐乃がやや引きつった笑顔を浮かべる。そういやコイツも、フェイトさんに目を付けられて、口くち八はつ丁ちようでノせられて──小説デビューすることになったんだっけ。

　一いつ方ぽう黒猫は、フェイトさんの同人誌を眺ながめて、引き気ぎ味みの苦く笑しようを漏もらしていた。

「……最さい新しんの流りゆう行こうネタを、最近流は行やりの絵え柄がらで、最近話わ題だいの作家に描かせているのね。ここまで露ろ骨こつにやられると、逆に感かん心しんしてしまうわ」

「仕込みは上々、後は仕上げをご覧らんじろってね！　……作家になるという夢は破れてしまったけれど、このサークルを育て上げて、大もうけするのがいまの私の夢なのよ。……っふ……見てなさい、一年で借金を完かん済さいしてみせるわ」

　新たな夢を語る彼女の瞳ひとみは、野や心しんに燃えていて、キラキラしていた。

　俗っぽくとも、夢は夢だ。俺おれは素直に、応おう援えんしたいと思ったよ。

「……知ってる、先せん輩ぱい？　こういう人のことを業ぎよう界かいでは『同どう人じんゴロ』と呼ぶらしいわよ」

　黒くろ猫ねこがぽつりと無表情で呟つぶやいた。続いて桐きり乃のも、

「なんかよく分かんないケド、上う手まく行ったら、この前まえ貸かしたお金返かえしてくださいね」

　にこやかに微笑ほほえんだ。




　フェイトさんと話しているうちに、挨あい拶さつ回りに行っていた沙さ織おりが戻ってきた。

「黒猫氏し、スタッフさんがいらっしゃいましたぞ？」

「ええ、いま見本誌しを作るわ」

　サークル代表者である黒猫は、見本誌に貼はり付ける票に必要事じ項こうをさらさらと記入する。

　黒猫は、新刊の束が入っている包ほう装そうをそわそわしながら見つめている桐乃に声を掛けた。

「そこの茶ちや髪ぱつ女おんな、包装を開けて、新刊を出して頂ちよう戴だい」

「その言葉を待っていた！」

　ひゃっほう！　と、桐乃は大喜びで印刷所じよから届いた新刊の包装をはがしにかかる。

　俺も沙織も、自然と桐乃に近寄って、新刊のお披ひ露ろ目めを見守った。

　ぴりりり──

　丁てい寧ねいに開けられた包装から、黒猫が描いた『マスケラ』の表紙が現われる。

　同人誌のタイトルである『神聖黒猫騎士団ブラツクナイツ・ノヴア』は、俺たちのサークル名でもあった。

「じゃじゃ──ん！　おーっ、ちゃんと本になってんじゃん！　すごーい！」

　自分たちで作った同人誌を、天てん高たかく掲かかげてはしゃぐ桐乃。

　俺も同じ気持ちだったが、照れくさいので茶ちや化かす。

「ば、ばか、落ち着けって。おまえ、自分の本出だしたの、初めてじゃねーだろ？」

「あれとこれとは全然違ちがうって！　だってこれって──」

　桐乃は興こう奮ふんした様よう子すで一いつ緒しよに本を作った仲間たちの顔を見回し、しかし途と中ちゆうで気き恥はずかしくなったのか、

「ま、まあとにかく違うのっ！　はいこれ見本誌ね！」

　うやむやにごまかした。

　スタッフに見本誌を渡し、となりのサークルさんに挨拶し──着々と準備が整っていく。

「拙せつ者しや、実は同人誌に参加するのは初めてでして……。いやはや……自分たちで作った本が、目の前にこうしてあるというのは……いいものですなあ」

　むふふ、と、沙織は同人誌を読んで口くち元もとをωこんなふうにしている。

「まあＰＤＦファイルで印刷見み本ほんは確かく認にんしてはいたけど、やっぱこー本になるとこみ上げてくるものがあるよね」

　沙さ織おりや桐きり乃のはずいぶんと余よ裕ゆうそうだが、開場時じ刻こくが迫るにつれて、俺おれの緊きん張ちようは加か速度的てきに高まっていった。

「……そろそろ始まるわ」

　俺のとなりで、黒くろ猫ねこがごくりと喉のどを鳴らす。一いつ方ぽう俺は、余裕の笑えみを浮かべて、

「おいおい黒猫……緊きん張ちようしてんのか？　お、おおお、おちおち落ち着けって」

「……あなたが落ち着きなさい」

　無む理りです。無理無理。やってみて分かったけど、これは無理。

「京きよう介すけ氏し、水を飲みますか？」

「お、おう……すまん」

　沙織から凍らせたペットボトルの水を受け取って、喉を潤うるおす。

「ぷは」

　冷たい水が、めちゃくちゃウメーな。汗あせを拭ぬぐって一ひと息いき吐いたところで、

「これで仕上げっと」

　桐乃が同どう人じん誌しの束をテーブルに載のせた。

　と──

　ぴんぽんぱんぽん。

『ただいまより、コミックマーケットを開かい催さいいたします』

　開場のアナウンスが流れた。わぁっと歓かん声せいが上がり、盛せい大だいな拍はく手しゆが巻き起こる。

　そうして一年ぶりに、俺と妹の夏コミが始まった。

　俺たちは三人揃そろってサークルブースの内側に陣じん取どり、販はん売ばいの態勢に入る。

「せっかくなら、コスプレ衣い装しよう持ってくりゃよかったな」

「はあ？　いきなりなにバカなこと言ってんの？」

　桐乃が眉まゆをひそめて、台詞せりふどおりの顔で睨にらんできた。

　俺は同人誌を指ゆび差さして、

「いやいや、ほら、この本の巻かん末まつには、俺（＆黒猫）のコスプレ写真グラビアコーナーが載のってるわけじゃん？　だからこの俺がコスプレして売り子すれば、売上倍ばい増ぞうしたに違いないと思うんだ」

「ばかじゃん。なわけないし。つか、どっからそんな自信が出てくるわけ？　ちゃんと鏡かがみ見みた？」

　きわめて平へい坦たんな声こわ色いろだった。さながらそれが自じ明めいの理りであるかのようだ。

「お、おまえだって俺のコスプレ、似に合あってるって言ってたじゃん」

「んー、まぁそこそこ似合ってたけど、コスプレしたからって別にアンタがイケメンになるわけじゃないからね？」

「そこまで言うか」

「コスプレで気が大きくなって、『俺ってイケてるんじゃね？』みたいな幻げん想そうを抱いちゃったのかもしれないけど──それ、錯さつ覚かくだから。物理的に有り得ないから」

　腹パンしてぇ～～ッ！　この妹、ほんとムカつくな。

「……言い過ぎよ」

　涙なみだ目めの俺おれを救ってくれたのは、黒くろ猫ねこだった。

「……私は、先せん輩ぱいの漆しつ黒こくコス……似合っているし……いいと思ったわ」

「黒猫！　おまえだけは分かってくれると思ってたぜ！」

　今日きようの黒猫さん、マジ白しろ猫ねこだな！

「気安く触らないで頂ちよう戴だい」

　黒猫の肩に伸ばした手を、ぱん、と軽く払われる。

　冷たいぜ。まあ実際、黒猫は、たんにマスケラ好きだから俺のコスプレを支し持じしてくれているんだろうけどさ。

「……ほら、これでもかぶってなさい」

　黒猫が差し出したのは、マスケラの主人公がかぶっている『マスケラ』を模もしたお面めんである。材質はプラスチックで、ちょうど縁えん日にちで売っているお面のような感じ。

「どうしたんだ、これ？」

「となりのサークルさんから、いただいたのよ」

「へえ、さんきゅ」

　そういえばここらって、マスケラの二次創そう作さくサークルが集まってんだな。

　受け取ったお面を斜めにかぶる。

「……やっぱり……似に合あうわね」

　黒猫が小さな声で囁ささやいた。




　緊きん張ちようしたせいか、開場早そう々そうトイレに行きたくなってしまった俺は、桐きり乃のにさんざん罵ば倒とうされながらもサークルブースを抜けさせてもらった。幸いにもトイレの列はそれほどでもなく、十分ほどで戻ってくることができたのだが、そのときにはもう会場はもの凄すごく混こん雑ざつしていた。満まん員いん電車並なみの人口密みつ度どで、自分のサークルに帰るのも一ひと苦労という有あり様さまだ。暑いわ臭いわ、あちこちギュウギュウ押されるわ、去年の思い出したくない記き憶おくを一気に取り戻しちまった。

　そうだよ……あんときゃ、もう二度と来たくねーって、思ってたのになあ。

　ブースに帰ると、沙さ織おりがはにかんで出迎えてくれた。

「おかえりなさいでござる、京きよう介すけ氏し」

「おう──って、どうしたおまえら、そのネコミミ」

「これをつけて売り子をしたら、かわいいかと思いまして。さっきあちらのサークルさんで買ってきたのですよ」

「へーえ、いいんじゃね？」

　沙さ織おりのみならず、桐きり乃のや黒くろ猫ねこも私し服ふくのままネコミミをつけて並んでいた。全員靴くつを脱いで、マットの上に足を乗せているのは、足が痛くならないようにする工く夫ふうらしい。

　黒猫が俺おれに気付いて、くすりと笑えんだ。

「あら、戻ってきたのね。おかえりなさい」

「ああ、ただいま」

　と、黒猫のとなりに並ぶ。桐乃だけは俺が戻ってきたことに気付いているのかいないのか、真剣な顔で前方を睨にらみ付けていた。

「どうした桐乃──んなおっかねぇ顔してよ」

「はあ!?」

　ぎんっ、超不ふ機き嫌げん顔で振り向く桐乃。チッと苛いら立だたしげに舌した打うちし、

「さっきから一冊も売れないんだケド！　どういうコト！」

「それで怒ってんのかよ」

　せっかちなヤツだな、有名サークルじゃあるまいし、そんなバンバン売れるわけあるか。

「おまえが怖こわい顔してっからじゃねーの？」

「む……」

　怒ど鳴なると逆ぎやく効果だということは分かっているらしい。桐乃は渋しぶ々しぶ口をつぐんだ。

　黒猫が優しく話しかけた。

「毎回こんなものよ、落ち着きなさい」

「でも……」

「だから言ったでしょう？　そんなにたくさん刷する必要はないと」

　そう。桐乃は同どう人じん誌しの刷り部ぶ数すうを決定するにあたって、

『どのくらい刷んの？　一万部くらい？』

　などとナチュラルにでかい口を利いていたのだ。一日でそんなにさばけるわきゃねーだろ。

　黒猫の見立てで五十冊さつしか刷らないと聞いたときも、最後まで『ばかじゃん？　あたしを誰だれだと思ってるわけ？　一いつ瞬しゆんで売り切れるっつーの』と、大だい作家ヅラをしていた。

　蓋ふたを開けてみればこのとおり。一冊売うるのだって、超ちよう大変なのである。

　これだけたくさんのサークルが集まってるんだもんな。

　祭りで財さい布ふの紐ひもが緩ゆるんじゃいても、クソ暑あつィ人ひと混ごみのまっただ中、同人誌を求めてやってくる参加者たちの目は厳きびしい。遊びでやってるんじゃねえんだよ、とは言えまいが、本気で遊びをやっている連れん中ちゆうなのである。舐なめちゃイカン。

　沙織も柔らかく桐乃を窘たしなめた。

「きりりん氏し、釣つりのようなものだと思って、気き長ながに楽しくやりましょう」

「むー」

　不満そうである。絶対こいつ、釣りとかそーゆーの向いてねーよ。

　しかしそんなことを言いつつ、実のところ、俺おれもそわそわしているんだけどな。

　だって自分たちで同どう人じん誌しを作るのも初めてなら、自分の作った作品を身み内うち以外の他人に見てもらうのも初めて、もちろん売るのも初めてなのだ。

　そりゃ誰だれだって緊きん張ちようして、ドキドキするって。

「あ」

　桐きり乃のの声に反応して思し索さくから戻ると、俺たちの同人誌に目を留とめてくれた人がいた。

「これ、見せてもらってもいいですか？」

「は、はい……どうぞ」

　黒くろ猫ねこが本を一冊差さし出すと、その人は「ども」と礼を言って、ページをめくった。

「む」「……」「……お」

　ごくりとツバを飲み込んで、凝ぎよう視ししてしまう。

　ぱら、ぱら……。俺たちの同人誌が、初めて他た者しやの手でめくられていく。

　ドキドキ……さあ、どんなもんだ……？　買ってくれるのか、くれないのか……。

　ぱら、ぱら……。

「ブッ!?」

　読んでた人が噴ふいた。でもって目を丸くして、愕がく然ぜんと俺を見た。

　なに？　どういう意味？

　きょとんと首をかしげる俺の目の前で、「ありがとうございました」と本を置いて、買わずに去って行ってしまう。……くそ……これは凹へこむ。

「？　……どうしたんだろう？」

「ほらァ～～絶対いまの人、あんたのコスプレページで度ど肝ぎもを抜かれてたってぇ～」

　ネコミミ桐乃が半ギレで見つめてくる。

「えぇ？　俺のせいかあ？」

「絶対そう。間違いない」

「そんなバカな」

　俺はみんなで作った同人誌を一冊手てに取り、漆しつ黒こくに扮ふんした俺のコスプレページを確かく認にんした。

　ぱらぱらぱらっ。

「ど、どう考えても素晴らしいデキだろ。おまえが文もん句く言うから、わざわざゲー研けんでフォトショップ借りて、俺の顔をかっこよく修正したんだぜ？」

「修正が下へ手たくそで逆にキモいんだって！　ライト当てすぎ！　しかもなにこれ？　同じ写真に二人以上あんたがいたりするし！」

「フッ、知らないのか桐乃？　マスケラ第二期は主人公こうとラスボスが同じ姿すがたをしているんだぜ？　この写真はフォトショップによってそれを再現した作品なのさ」

「……うえッ……だ、だめだこいつ……。自分に酔よってる……」

　失礼な。

「だいたいおまえの小説ページだって、スルーされてたじゃねーか」

「ぬぐ……！」

　俺おれたちがブース内の端はしっこで口こう論ろんしていると、沙さ織おりに袖そでを引っ張られた。

「お二人とも……ほら、ほら」

「「え？」」

　俺と桐きり乃のが揃そろって振り向くと──

「……あ、ありがとう……ございました」

　黒くろ猫ねこがお金を受け取って、同どう人じん誌しを両手で差し出しているところだった。

　初めて──俺たちの作った同人誌が、人の手に渡ったのだ。

「……………………へ」

「……………………ふふ」

　俺も桐乃も、自然に口くち元もとがにやけてくる。沙織がぎゅっと俺たち二人を抱きしめた。

「やりましたな」

「お、……おお」

「……な、なに言ってんの？　た、たかが一冊売うれただけで、あんたら喜びすぎ。『妹まい空そら』なんか何万部ぶ売れたと思って……」

　そこで黒猫が振り返って、桐乃に五百円玉だまを差し出した。

「ほら、あなたが持っていなさい」

「えっ？　な、なんで？」

「別に、意味はないわ。あとで売上ＢＯＸに入れておいて頂ちよう戴だい」

　黒猫は桐乃の掌てのひらに硬こう貨かを握らせるや、何事もなかったかのように前に向き直る。

　桐乃はつまんだ五百円玉を、しばしためつすがめつし──

「っへへ」

　満たされた微笑を零こぼしていた。




　俺たちの本は、『ぽつぽつ』という擬ぎ音おんがしっくりくる程てい度どの勢いで売れ、それでもお昼が近づいてきたころには、三分の一くらいが捌さばけていた。

　それにしても暑い。暑すぎる……。

「……去年より断だん然ぜん暑くねーか？」

　ぼやく俺に、黒猫がポカリを差し出した。

「……ほら、先せん輩ぱい」

「お……さんきゅ。──冷て」

　クーラーボックスから出したばかりのポカリはよく冷えていて、一ひと口くち飲むとノドを爽さわやかな感かん触しよくが通っていった。ごくごく、とさらに勢いよく二口。

　そんな俺おれの様よう子すを見て、黒くろ猫ねこがくすくすと笑っていた。

「……莫ば迦かね、ほんとう」

「そろそろお昼にしますか」

　沙さ織おりが切り出した。確かに、ノドが潤うるおったら今度は腹が減ってきたな。

「そだね」

　と、桐乃も頷うなずく。

「俺、なんか買ってくるよ。おまえら、なに喰いたい？」

　俺が買い出しに行こうとしたときだ。「高こう坂さかせんぱ──い」という聞き覚えのある声が、俺を呼んだ。人の流れにのって近ちか寄よってきたのは、
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「おっ、瀬せ菜なじゃん」

　赤あか城ぎ瀬菜。昨日きのう一いつ緒しよにコミケにサークル参加した、ゲーム研究会のメンバーだ。いつもの眼鏡めがねに加え、ぴったりとしたＴシャツにジーンズ、おしゃれなキャスケットをかぶっている。

　とにかく胸がでかいので、汗あせで透すけブラしているのが気になってしょうがない。ガン見しないよう視線を真まっ直すぐ固定するだけで精せい一いつ杯ぱいの俺だった。

「こんにちは！　今日きようもあっついですねぇ～～。人ひと混ごみもスッゴイし！　最悪ですよ～」

「おまえは特に大変そうだよなあ。綺き麗れい好きだしよ」

　こいつはかなりの潔けつ癖ぺき性しようで、汚きたないのが大だい嫌きらいなやつなのだ。

　暑いわ臭いわのこんなイベントに、よく来られているもんである。

「ええ……それはもうキツいわけですがー……会場にひしめく男たちが実は全員愛あいし合っているという妄もう想そうでなんとか耐えています」

「ハハハ、相変わらず頭わいてんな」

「えっへへ」

　褒ほめてねーから。瀬せ菜なのバカは会場の熱気で余よ計けいに頭がおかしくなっているらしい。周りがオタクばっかりで、自分の性せい癖へきを隠かくす必要が一切なくなってるからかもしんねーな。

　黒くろ猫ねこも俺の隣となりに並んで、クラスメイトを出迎えた。

「……来ていたのね」

「ええ、五ご更こうさんたちが今日もサークル参加するって、聞いてましたから。陣じん中ちゆう見舞いってやつです。ちなみに他の部員たちも来てますよ」

　瀬菜が横を指ゆび差さすと、

「どうも、高こう坂さか先せん輩ぱい、五更さん」

「うぃー、おつかれー」

　両手にドでかいキャラものの紙かみ袋ぶくろを提さげた真ま壁かべくんと部長がやってきた。瀬菜が手ぶらなところを見ると、男連れん中ちゆうに荷物持もちをさせているらしいな。

「そっちもお疲れさまっす、部長。──またずいぶんと買い込みましたね」

「ギャハハ、まーな」

　水着姿すがたのエロゲヒロインが描かれた紙かみ袋ぶくろを、誇らしげに掲かかげる部長。

　そんな恥はずかしい紙袋提さげて、電車で帰るつもり……なんだろうなァ。

　まあ、ハダカの絵じゃないだけマシか。

「部長、他の男連れん中ちゆうも来てんすか？」

「おう！　オレのファンネルとなって、各かく自じ激しい戦いを繰り広げているはずだぜ！」

「あー……」

　ファンネルというのは、ようするに効こう率りつよく同どう人じん誌しを入にゆう手しゆするために、チームを組んでコミケに臨むことである。去年の夏コミで、沙さ織おりから教えてもらった知識だった。

　段だん々だんとオタクの隠いん語ごが分かるようになって来ている俺おれである。

　部長と俺が話しているところに、社しや交こう的な沙織が、ずずいと近ちか寄よってきた。

「京きよう介すけ氏し、そちらの皆様は？」

「おう、紹介するぜ。同じ学校のゲーム研究会の連中で──」

「三み浦うらだ」「どうも、真ま壁かべです」「初めまして、赤あか城ぎです」

　三人がめいめいに挨あい拶さつをする。沙織もにこやかに返した。

「これはご丁てい寧ねいにっ。拙せつ者しや、沙織・バジーナと申すものでござる！」

「さ、沙さ織おり？」

「バジーナァ？」

　真ま壁かべくんと部長が、びっくりしている。気持ちは分かるぜ、俺おれも沙織の名乗りを初めて聞いたときは、おもわず水を噴ふいたもの。

「変わった名前ですね。ハンドルネーム……ですか？」

　瀬せ菜なも目を見み張はって聞いた。沙織は胸を張ってこう答える。

「ふっふ、いまの拙者は沙織・バジーナ大たい尉い。それ以上でも、それ以下でもないのでござる」

　大尉だったのか。

「は、はあ」

　瀬菜は、どう対応していいものか、困ってしまっている様よう子すだ。

「おい真壁、とんでもねえ喋しやべり方だな、この姉ねえちゃん」

「しっ、聞こえますよ……！　失礼でしょう？」

　真壁くんに叱しかられても、部長は気にしたふうもない。

「バジーナってこたあ、キャスバルとかアズナブルとかもあんの？」

「もちろんあるでござる」

　あるんだ。

　果たして、どれがキャスバルでどれがアズナブルなのか……。

　もしくは俺が知らない人格だったりして。

「真壁氏し、赤あか城ぎ氏、そして三み浦うら氏……とお呼びすればよろしいか」

「ええ、構いません」と、真壁くん。「あたしは『瀬せ菜な』でいいですよー」と、瀬菜。

　部長も八や重え歯ばを見せて「おう、好きに呼んでくれ、沙織ちゃん」と言った。

　なんとこの図ずう体たいを相手取どって、初しよ対たい面めんでちゃん付けである。さすが部長だぜ。

「ではお言葉に甘えて。三浦氏、皆様のことは、京きよう介すけ氏と黒くろ猫ねこ氏からよく聞いておりますぞ」

「オレも聞いてるぜ。なんでも高こう坂さかと五ご更こうに、アンタがゲー研けんに入ってくれるよう提てい案あんしてくれたらしいじゃねーか。一度会あって礼をしたいと思ってたんだよ」

「それはそれは、礼を言われるようなことをした覚えはありませんが……黒猫氏と京介氏が、いつもお世せ話わになっているでござる。拙せつ者しやも一度お会いしとうございましたでござるよ」

「ハッハァ、ほんと変な喋しやべり方だなオイ」

「はっは、よく言われるでござる」

　からからと笑い合う沙織と部長。

　この二人、相あい性しよういいな。どっちもディープなオタで、グループのリーダーだから、通じ合うところがあるのかもしれん。

　ふむ……そういやこれが、『ゲーム研究会』と『オタクっ娘こあつまれー』の初はつ遭そう遇ぐうか。

　俺が所属していた二つのオタグループが、初めて一いち堂どうに会することができたのだ。

　これもコミケ──全国のオタクが集まってくる祭さい典てんのおかげかもな。

　気き遣づかいの人・真ま壁かべくんがビニール袋ぶくろを掲かかげた。

「差し入れを持ってきたんですよ。色々ありますから、どうぞ」

「お、サンキュー」

「ねぇねぇ聞いてくださいよ高こう坂さかせんぱい！」

　今度は瀬せ菜なが、えらい勢いで俺おれに向かって喋しやべり始めた。

「んだよ？」

「さっきコスプレ広場に、すっごいカッコいい人がいたんですよ！」

「カッコいい人？」

「はい！　『ジューダスエムブレム』の制服コスしてて、それがまた超ちよう似に合あってるんですよー」

　ジューダス云うん々ぬんというのはアニメの名前だろうか。

　ミーハーにはしゃぐ瀬菜の台詞せりふに、真壁くんが割り込んできた。

「あれって、女の子が男装してるんじゃなかったんですか？」

「甘い！　あまあまですねー、真壁せんぱい。確かに一いつ見けんしたところそう見えましたが、あたしの眼がん力りきはごまかせませんよ。あれは間違いなく男の骨こつ格かくでした」

　きらーん、と眼鏡めがねを光らせる瀬菜。

　そういえばこいつ『魔ま眼がん遣つかい』なんて二つ名で呼ばれていたっけ。

　とはいえ、特に興きよう味みがわくわけでもない。

「へえ、そんなやつがいたんだ」

「はい、高坂せんぱいも、後で絶ぜつッ対たい見に行った方がいいですよ！」

　カッコいい男なんて別に見たかねェよ。こいつはよっぽど俺をホモにしたいんだな！

「や、いいって」

「そんなこと言わないで、一ひと目めでいいから見ておくべきですって。うーん、そうですねー、わりと小こ柄がらな人でして。真壁せんぱいを一・八倍くらい美形にして、キモオタっぽさを抜いて、脚あしを長くしたらちょっと似てるかもです」

「それ、もう僕のパーツ跡あと形かたもないですよ!?」

　全とっかえである。

　真壁くんがキレるのも無む理りはない──と思いきや。

「あ、ごめんなさい真壁せんぱい～」

「はぁ……まったくもう……いいですけどね」

　女の子にニコッとかわいく掌てのひら立てて謝られただけで、許してしまう真壁くんであった。

　男って弱いよな。

　ぶっちゃけ──こいつら付き合ってんのかしら。

　Ｈシーンまでのカウントが着々と減って行っているというのに、ここで瀬菜フラグ消しよう滅めつしちゃったら無念なんだけど。

　まあそれは半分冗じよう談だんだとしても、『瀬せ菜なの彼かれ氏し疑ぎ惑わく』については、赤あか城ぎのやつがメッチャ気にしてたしな……俺おれも気になるわ。

「ところで五ご更こうさん、今日きようはずいぶんとかわいらしいですね」

　真ま壁かべくんが自然な流れで話を変えた。

　俺のすぐとなりにいた黒くろ猫ねこが、「？」と首をかしげる。

「……この服のことかしら？」

「服もそうですけど、雰ふん囲い気きがいつもより明るいような」

「あーっ、真壁せんぱいが五更さんを口く説どいてるー」

「ち、違いますよ！」

　瀬菜に騒さわがれ、慌あわてふためく真壁くん。

「ダメじゃないですかー、部長というものがありながら」

「しかも怒ってる理由そっちですか!?」

　真壁くん的には、瀬菜に嫉しつ妬としてもらいたかったんだろうな。

　そんな男心などつゆ知らず、瀬菜は冗談めいた口く調ちようを引っ込めて、穏おだやかな声で言う。

「でも、確かに、今日の五更さんって嬉うれしそう。やっぱりコミケだからですかねー」

「……いつもどおりよ、私は」

　囁ささやき、視線をそらす。無む表情に近い、感情の露ろ出しゆつ。

　真壁くんや瀬菜も、段だん々だんこいつのことが、分かってきたようだな。

　俺からしてみれば、嬉しくもあり、寂しくもありってとこである。

　そう。さっきは白しろ猫ねこモードなんて例えたけどさ、これってたぶん────

　と、そこで黒猫が、俺の袖そでをくいくいと引っ張った。

「え？」

「…………」

　黒猫と眼めが合う。彼女はじっと黙もくしたまま、何か言いたげに俺を見つめる。

　数秒前まえまであんなに嬉しそうにしていたのに──消しよう沈ちんしたような、困ってしまったような、そんな切ない表情に見えた。

　黒猫の視線がすっと俺から外れる。その先には、桐きり乃のがいた。

「…………」

　桐乃が話に加われず、所しよ在ざい無なげにしている。

　手持ちぶさたなのをごまかすように、iPhone をいじっていた。

　まるで初めてオフ会に行ったときの、再現のような光景。

　しかも、そのときは『ぼっち仲間』だった黒猫まで、いまは自分の知らない友達と、仲良く会話しているのだ。桐乃からしてみれば……面白くねーだろうな。

　ったく……どうして普ふ段だんは社しや交こう的なのに、オタクの集まりだと人ひと見み知しりするんだこいつ。

「桐きり乃の」

　俺おれはポツンと佇たたずんでいる妹のそばに寄っていって、頭をはたいた。

「いた……な、なにすんの!?」

「景けい気き悪いツラしてっからだろ。おまえもこっち来いよ。紹しよう介かいするからさ」

「……いい」

　ムスッとした顔で断られた。

「なんで」

「だって……ガッコの、部活の……友達なんでしょ？　あたしカンケーないし」

　フテくされる桐乃の視線は、瀬せ菜なたちと喋しやべっている黒くろ猫ねこに向けられていた。

　もちろん関係ないなんてのは、こいつの本ほん心しんじゃないだろう。

　確かに、同じ部活の友達と話している黒猫は、とても幸せそうで──割り込みにくい、邪じや魔ましたくないという気持ちになってしまうのも、分かる気がする。

　でもな、桐乃。

　おまえは別だろ。

　だって、黒猫が嬉うれしそうにしているのは……きっと、おまえのせいなんだぜ？

　視線を売場に戻すと、瀬菜と黒猫が話している。

「あ、そうだ。五ご更こうさん」

　瀬菜は一冊の同どう人じん誌しを差し出す。

「これ、先せん日じつ頼まれたサークルの新刊です。壁かべサークルだったんですけど同じ東ひがし館かんだったんで、なんとか手に入りました。」

「……ありがとう」

　黒猫の受け取った同人誌は、マスケラものではなく、メルルのものだった。

「意い外がいです、五更さんって、こういう子供っぽいのは嫌きらいだと思ってました」

「……いえ、これは……私のものではなくて──」

　黒猫は、ちょっと躊ちゆう躇ちよしてから、こちらを見た。

「──友達にあげようと思って、頼んだものなの」

　その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、桐乃の目が大きく見開かれた。

　瀬菜も同じように両目を大きくし、

「ごっ、五更さんて、あたし以外に友達いたんですか!?」

　驚くところそこかよ！　びっくりしたのは分かるけど、口に出して言うなよな！

「いたわよ。悪い？」

　黒猫は瀬菜の失しつ言げんにキレながらも、傲ごう然ぜんと言い返し、

　同どう人じん誌しを桐乃に向けて、すっと差し出した。

「……あげるわ、これ」

　どっかで聞いたような台詞せりふだった。

　……ああ、そっか。これ……一年前と、同じ台詞なんだな。あのときは黒くろ猫ねこが桐きり乃ののために、シスカリの限定ディスクをプレゼントするために、頑がん張ばってくれたのだ。

　そしていまも、こいつはこうして、俺おれの妹を想おもってくれている。

「ほら──呼んでるぞ」

「…………」

　背を強めに押してやると、軽く前につんのめるような形で、桐乃は黒猫の前に立った。

　数秒間かん見つめ合って、

「……なによ、欲しいけど今回は並ぶ暇ひまがないって嘆なげいていたじゃない。だから……学校の友達に頼んでおいたのよ。……いらなかったかしら？　それともやはり、人じん語ごが通じないの？」

「べ、別に……さんきゅ」

　小さくお礼を呟つぶやいて、桐乃はメルル同どう人じん誌しを受け取った。

　そしてかわいらしいメルルのイラストを眺ながめ、ほんわかとにやける。

　一年前とよく似ていて、少しだけ違うやり取り。そのささやかな違いがどこから来たのか──なんて、想おもいを巡らせるだけ野や暮ぼってものだろう。




「高こう坂さか桐乃です。十五歳さいです。えっと──よろしくお願いします」

　ぺこり、と、ゲー研けんメンバーたちに向かって、よそ行きの態度で頭を下げる桐乃。

「……へ、へえ～、高坂先せん輩ぱいの妹さんなんですか」

「ウソ、似てない！　かわいい──っ！」

　見た？　こいつらのこの失礼な反応！　まぁ、もう慣れっこだけどな。

　瀬せ菜ながにこやかに桐乃へと話しかける。

「桐乃ちゃんって呼んでもいいですか？」

「うん。好きに呼んで。あたしも瀬菜ちゃん、って呼んでいい？」

「もちろん。よろしくお願いします、桐乃ちゃん」

「こっちこそ、よろしくね。瀬菜ちゃん」

　どちらも表面上じようは社しや交こう的な妹どもである。

　きわめて常識的な初しよ対面シーンが繰り広げられていた。

　と思いきや、瀬菜が桐乃が大事に抱えている同人誌を見て余よ計けいなことを口くち走ばしった。

「桐乃さんて、メルル好きなんですか？」

「超ちよう好すきっ！　神アニメだよねアレ！」

　大だい興こう奮ふんして叫ぶ桐乃。バカ！　瀬菜のやつ押してはならないスイッチを……！

　さながら、リアと瀬せ菜なの持ちネタの合わせ技のようだった。

　あーあ、もうこうなっちまうと、ウチの妹はしばらく止まらねーぞ。

　しーらね。

「え？　高こう坂さかせんぱい、なんであたしから離れていくんですか？　えっ？」

「……まあ、頑がん張ばれや」

　巻き込まれないよう、俺おれは瀬菜＆桐きり乃のから距離を取るのであった。

　ちなみに沙さ織おりと黒くろ猫ねこは、ただいま売り子中。

　こうして雑ざつ談だんしている間もぽつぽつ売れ続けているようで、このペースならちゃんと売り切れそうだ。何よりである。

　メルルの三期がどうの神かみ作さく画ががどうのとマシンガンのようなトークが聞こえてくるのをＢＧＭに、俺は男連れん中ちゆうに話しかけた。

「いや、うるせー妹ですいませんね」

「あはは……綺き麗れいな妹さんですね。しかも超アニオタなんて、びっくりです」

　苦く笑しよう気味に笑う真ま壁かべくん。部長も腕を組んで、瀬菜の大ピンチを見守っている。

「しっかしウチの部の連中は、兄妹いるヤツが多いな」

「あー、そういや真壁くんも、姉ねえちゃんいるんだっけか？」

「え、ええ……」

　姉の話を振ってみると、何な故ぜか真壁くんは浮かない顔になった。

「どうかしたのか？　姉ちゃんと喧けん嘩かでもしたとか？」

「まあ、そんなところです」

　高坂兄妹といい、赤あか城ぎ兄妹といい、真壁姉弟といい……どこの家でもトラブってんなあ。

「そっか……差し支つかえなけりゃ聞かせてくれよ。そういうのって、話すだけでも楽になるぜ」

　この後こう輩はいにはずいぶん助けられているから、力になってやりたいと思ったのだ。

「でも……いいんですか？」

「ああ。なにぶん俺は、兄妹のトラブルにゃー慣れっこだからな、聞いてみなくちゃ分からんが、何か助言できることがあるかもしれない」

「いい機会じゃねーか、俺たちに話してみろよ、真壁」

　部長もにこやかに促うながす。真壁くんは「元げん凶きようの部長が言わないでくださいよ」と唇くちびるを尖とがらせて、それから改めて切り出した。

「実は……以い前ぜん部長から借りた『ねぇ[image: 白ハート]ちゃんとＨしよッ♪』という実姉モノのエロゲーが、姉さんに発見されてしまいまして」

　シャレにならねえ悩みきちゃった！

「ま、まじで？」

「まじです」

　真剣な面つら構がまえで呟つぶやく真ま壁かべくん。

　なにそれ！　弟が姉に、姉モノのエロゲーを発見されるって──

　完全に俺おれたちの性せい別べつ逆パターンじゃん！

「で……どうなったの？」

「幸い姉ねえさんこの件を誰だれにも喋しやべっていないみたいで家族会かい議ぎだけは避けられたんですけど……。あれ以来、姉さんが僕を見るたびに、ポッと顔を赤らめて視線をそらすんですよ」

　真壁くん、話していて泣きそうである。そりゃ、気まずいなんてモンじゃねーな。

　そこで部長が余よ計けいなことを言った。

「それ、フラグ立ってるんじゃね？」

「う、ウチの姉さんはエロゲヒロインじゃありませんよ!?」

　だよなあ。

　俺はリアル姉ちゃんがいる真壁くん家ちの事情について、部長に解説してやることにした。

「部長、言っておきますけどね」

「おう、なんだ高こう坂さか？」

「血の繫つながった異性の兄妹が顔を赤らめてるときは、フラグとかじゃなくて、単純に『キモイ』と思ってるだけですから。二次じ元げんと三次元を一いつ緒しよにせんでくださいよ。──なあ真壁くん？」

「…………そのとおりですが、高坂先せん輩ぱいの台詞せりふによって僕の心はへし折れそうです」

　ごめんね。

「おい高坂、ここまで真壁を凹へこませたんだから、有効なアドバイスの一つでもくれてやれよな」

「アドバイス……っすか」

　うーん。真壁くんの場合、俺と桐きり乃のの完全に逆パターンだからなあ……。

　兄弟姉し妹まいとの関係を修しゆう復ふくする方法ねえ……。

「よし、なら、とっておきの作戦を授さずけよう」

「え？　な、なんですか高坂先輩？」

「そうだな。まずは──夜中に姉の部屋に忍しのび込んで馬乗りになり、ビンタした上で『人じん生せい相談があるの』と言え」

「ちょ！」

「そのあとうまいこと言って姉を自分の部屋に連れ込み、大量の姉モノエロゲコレクションを披ひ露ろうした上で『僕、こういうの好きでいちゃ……おかしいのかな？』と言え。それですべて上う手まくいく」

「そんなことしたら僕の人生おしまいですよ！」

　珍めずらしく熱い突っ込みを入れてくる真壁くん。

　なんと部長まで俺の発言に引いていた。

「……いや、高こう坂さか、いまのは冗じよう談だんにしてもひでえぞ」

「実体験を基にしたアドバイスだったんですけど……」

　おかしいな。我わが家やはそれで上う手まくいったのに……。

　やはり男女を逆ぎやく転てんさせるとマズイのか。この世は不ふ公こう平へいだ。

　ぐだぐだになってしまった状況を見て、部長が「しょうがねえな」と息を吐いた。

「つーかおまえら、恵まれてんだからそんな悩んでんじゃねえよ」

「恵まれてる？」「……僕らが、ですか？」

「ああ」

　鷹おう揚ように頷うなずく部長。

「オレん家ちにも妹という生き物がいるが、クソ生なま意い気きでオレのことをいっつもバカにしやがるし、ニートの上に家事はしねーし、金かね遣づかい荒いし、その上うえ見た目は戸と愚ぐ呂ろ（妹）って感じだぜ？」

　あまりの衝しよう撃げき発言に、俺おれも真ま壁かべくんも声が出せない。

　部長は、でもよ、と一いつ拍ぱくおいて、

「そんでも、なんだかんだ言ってお互い嫌きらいにゃなりきれてねーよ。だから、おまえらんとこだって、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。真壁、おまえの姉ねえちゃんだって、きちんと謝りゃ許してくれんだろ。オレが保証してやる。なぜならおまえらの家族が、そんなに悪いやつなわけがねーからだ」

「部長……そうですね、ちゃんと謝ってみます」

　神しん妙みように頷く真壁くん。

　部長がいい話で綺き麗れいにまとめた形だが──

　そもそもこの人が真壁くんに、姉モノのエロゲーを貸したのが悪いんじゃねーの？

　借りる方も借りる方だけどよ。

　やれやれと肩をすくめる俺。

　と、そこで女どもの会話が、耳に飛び込んできた。




「へえ、じゃあせなちーにもお兄にいさんがいるんだ」

「あはは、いまちょっと喧けん嘩か中なんですけどねー」




　桐きり乃のの一方的なアニメトークからうって変わって、いみじくも、俺たちと似たような会話をしているらしい。俺はついつい聞き耳を立ててしまった。

　せなちーって誰だれだよ？　瀬せ菜なのことか？

「詳しい事情は話せませんけど、この前すっごいサイテーなことされて──うちのバカ兄にい、超シスコンだからしょうがないところもあるんですけどね、それでもやっぱり簡単には許せないし」

「へぇ～、なんか分かるなぁ、それ。実はウチも、チョー変へん態たいで困ってんだよね。この前も、あたしが一いつ緒しよに歩いてあげてたら『腕うで組くまないの？』──とか聞いてくんだよ？　ありえなくない？」

「え～やだぁ～。アハハっ、お互い大変ですね──桐きり乃のちゃん」

「ホントホント、やんなっちゃうよね──なんかせなちーて、他人って気がしないかも」

　なんだこいつら。ちょっと目を離した隙すきに仲良くなりやがって。

　言いたい放ほう題だい、兄あに貴きの悪口で盛り上がってんじゃねーぞ。

「まあウチのバカ兄にいも、反省してるみたいではあるんですよ。没ぼつ収しゆうした携けい帯たいでメール見たら、なんでそんなことしたのか──ってのも分かりましたし」

　ゲッ、メールってこの前、赤あか城ぎと俺おれとでやり取りしたアレのことか!?

　しまったぁ──俺の関かん与よがばれてーら。……大だい丈じよう夫ぶ……だよな？

　俺、やばいこと言ってねーはずだし。

「なんでだったの？　って聞いてもいい？」

「うん──なんてことないんですけど、あたしがバカ兄と口くち喧げん嘩かしたときに、『彼かれ氏しができた』──ってウソ吐ついたのが、原因だったみたいで」

「────」

　聞いたよな。

　瀬せ菜なに彼氏がいるってのは──ウソだった。

「で、バカ兄ったら慌あわてちゃって──魔まが差しちゃったらしいんです」

「へ、へぇ～……ち、ちなみに……せなちーは、なんでそんなこと言っちゃったわけ？」

「だってあんまり腹が立って──」

　瀬菜は当時のこと（こいつの兄貴が妹そっくりのらぶドールカタログを所しよ持じしていた件ね）を回想しているのか、むすっと胸を強きよう調ちようするようにして腕を組んだ。

「──彼氏がいるって言ったら、このバカ兄、どんな顔するかな……って」

　イタズラ心が芽め生ばえてしまったのだという。

　それを聞いた桐乃は、うんうんと何度も頷うなずき、

「分かる！　分かるなぁ～それ！」

「ほんとですか？」

「うん！　あるよね！　あるよねそういうこと！　ついムカっときて、本ほん心しんとぜんぜん違う台詞せりふ、言っちゃうとかさ！」

「そう！　そうなんですよーっ！　すっごい桐乃ちゃん──なんであたしの気持ち、そんなに分かっちゃうんですか!?」

「え～、なんでだろ。やっぱ『妹』だし、気が合うからかなぁ～」

「うんうん、うんうんっ──ですよね！ 今度オススメの本とかゲームとか、色々紹しよう介かいしあいましょうよ！」

「いいね！　やろうやろう！」

　完全に意い気き投とう合ごうしてやがる。

　つーか瀬せ菜なはウチの妹に腐くさった趣しゆ味みを伝でん染せんさせるの、やめてくんないかなあ。

「えっと、それでせなちーは──今回の件、どうするの？」

「うん……バカ兄にいもさ、あたしのことを好きすぎてバカなことやっちゃったわけだから、そんなに怒るわけにもいかないっていうか……ちょっとだけ嬉うれしい気持ちもあるっていうか……」

　えへへっ、と照れ照れになって笑えみを漏もらす赤あか城ぎ（妹）。

　瀬菜のやつは、改めて超ブラコンなんだなあ。

　だって普通、クローゼット開けて中から兄あに貴きが出てきたら、もう殺すしかないだろ。

　生かしておくわけにはいかんだろ。

「だから、お土産みやげ買って行って…………そろそろ許してあげよっかな、って思ってる」

　分かってるぜ。そのお土産ってのは、どうせ今日きよう買ったＢＬ同どう人じん誌しなんだろ？

　果たして腐った妹からのプレゼントを、赤城のやつがどんな顔して受け取るのか……

　きっと泣きそうな顔で笑うに違いないと、思ったよ。

　ふうん──。そっかそっか。

　瀬菜は兄貴と口こう論ろんになって、そんでもって『彼かれ氏しがいる』なんてウソを吐ついたのか。

『兄貴』に構って欲しくて、ついつい『妹』が言っちまった──台詞せりふなんだろうな。

　ふうん……。

　そっかそっか。

　そりゃ────よかった。




　俺おれたちの同人誌が完売したのは、ゲー研けんの部員たちと別れ、午後二時を回ったころだった。

「いや～、めでたいっ！　見事完かん売ばいしましたな～」

「……まぁ、とりあえず全部売うれてよかったよね」

　素直に喜びを露あらわにしている沙さ織おりとは対たい照しよう的てきに、桐きり乃のはやや不満そうだった。自分の参加した本なら、もっと売れていいはず──という妙みような自信がまだ残っているんだな。

　黒くろ猫ねこがすぐとなりから俺を見上げ、微笑ほほえんだ。

「……まさか、完売するなんて……思わなかったわ」

　桐乃がそこに口を挟む。

「前回は売れ残ったわけ？」

「ええ……閉会までずっと一人で売り続けたけど、九割以い上じよう売れ残ったまま、私の冬コミは終わったの。配送するお金がもったいなくて、売れ残った同人誌をカートに載のせて帰ったのよ。いまも部屋の押し入れに、大切にしまってあるわ」

「…………そ、そうだったんだ……へえ」

　さすがの桐きり乃のも、おちょくることができないでいる。

　一人きりでコミケに参加して、でも全然同どう人じん誌しが売れなくて、ぽつんとサークルブースに佇たたずんでいる黒くろ猫ねこの姿すがたを想そう像ぞうしたら……。もう切なくて死んでしまいそうだ。

　それに前回の冬コミ……本当は黒猫のやつ、桐乃と一いつ緒しよに参加したかったんだろうしな。

　これで黒猫をおちょくりやがったら、妹でもぶん殴なぐるわ。

「ふふ、今日きようはたくさん売れて……嬉うれしい。……みんなのおかげね」

　満足そうに、『完かん売ばい』の紙をテーブルに貼はり付ける黒猫。

「……拙せつ者しや……目にゴミが……」

　黒猫が健気けなげに喜んでいる姿を見て、沙さ織おりがハンカチで目元を拭ぬぐっていた。

　俺おれも、じーんと肩を震わせて感動している黒猫に、ねぎらいの言葉をかけてやった。

「……また、一緒にやろうな」

「…………うん」

　夏コミに誘ったときとまったく同じ、素直な返事だったよ。




　幸いまだ閉会までには時間があるので、遅ればせながら挨あい拶さつ回りに行くことになった。

　沙織の知り合いのサークルを順じゆん番ばんに巡って、短い会話を交わす。以前はまったく興きよう味みが持てなかったそんなやり取りも、少しは興味が持てるようになってきた。

　具体的に言うと、やったことのあるエロゲの絵を描いている人だったりするわけ。

　そしたら俺だって、オッ？　って思うじゃん？

　壁サークルでは、意い外がいな人との再会もあった。

　一年前、夏コミで会ったメイドさんだ。俺の初めて買ったエロ同人誌の作者さまでもある。

　前に会ったときは確か島しま中なか（壁かべ以外のサークルの集まりのことね）だったはずなのに、前回の冬コミでブレイクして、壁サークルに成長したらしい。

　なんと相手も俺たちのことを覚えていて、そばを通りかかったところ、

「そこのカッコいいお兄にいさんっ！　うふふ、お久しぶりです～」

　なんて声を掛けられてしまった。俺は苦にが手てなタイプの相手ということもあって、怖おじ気けづきながら返事をする。

「あー、ども……よく覚えてましたね」

「あったりまえですよう～。あなたたち兄妹のおかげで、わたしのサークルに人気が出たようなものなんですから～。あっ、これ新刊の近きん親しん相そう姦かんＳＭ本なんですけどよかったら、」

「い、いやいやいや！　俺ら、急ぐんで、すみません！」

　そんな危険物ぶつを受け取れるか！

　俺はとある理由から、素早く退たい避ひしようとしたのだが、バカな妹がメイドの客ひやく引ひきに引っかかった。

「へへ！　妹ものと聞いて一部もらっちゃった！　なんかこの表紙のカワイイ女の子、あたしに似てない？」

　ご名めい答とうおまえがモデルです。

　くそっ、あのエロメイド！

　噂うわさには聞いていたが、本当に俺おれらをモデルにしてエロ同どう人じんを描いてやがった！

　そんな騒そう動どうがありつつも、挨あい拶さつ回りはつつがなく終了し、コスプレ広場を通って企き業ぎようブースへと移動する俺たち。もちろん前回の夏コミ同どう様よう、コスプレ広場を見学したのだが、さっき瀬せ菜なが言っていた『カッコいい男』とやらは見あたらなかった。

　桐きり乃のも黒くろ猫ねこも、大いにハシャイいでコスプレを眺ながめていたよ。もっとも企業ブースで行われるイベントの時間が迫っていたので、前回ほど長くはいられなかったんだけど。

　俺はとても楽しかった。

　企業ブースに到着。この場所はコミケ会場の中でも特に色鮮あざやかな一角で、あちこちでトークショーをやっていたり、新作ゲームやアニメのＰＶが流れていたりと賑にぎやかだ。

　同人と商業のノリの違いを間ま近ぢかで体感できる場所でもある。

　そんな企業ブースには、一ひと際きわ大きなステージが組まれており──




「星くず☆うぃっち、はっじまるよぉ～～～～～っ♪」




　大きなスクリーンで、メルル第三期のオープニングムービーが流れていた。

「ぎりぎりセェ──フ！　時間ぴったりじゃーん！」

　桐乃がステージを見上げて快かい活かつに声を張り上げる。

「これ、前々から見たい見たいって言ってたもんなあ、おまえ」

「……やはは、間に合ってよかったですなあ」

　俺と沙さ織おりが、目を輝かせる桐乃を見つめて苦く笑しようする。

「……やれやれね」

　黒猫も、優しい声で呟つぶやいた。

　一いつ気きに盛り上がっていくステージと、それを眺めている俺たち。

　去年……コミケは、オタクどもが集まって、あくまで能のう動どう的に楽しむお祭りなんだ──と、そう言ったのは沙織だったか。

　みんなで一いつ緒しよに本を作って、みんなで一緒に参加して、みんなで一緒に盛り上がって。

　そうやって、楽しさを共きよう有ゆうする。

　この場合の『みんな』ってのは、俺や桐乃、黒猫や沙織だけのことじゃない。

　いまこの場所にいる、スタッフを含めた全員のことだ。

　なんとなくだけど──これがそうか、と思ったよ。

　二回目の参加で、ようやく分かった。

　初はつ参加のときの感想は、そりゃもうひどいもんだったのに、もはや部ぶ外がい者しやという感覚がしないのは、俺おれもこちら側の人間になっちまったからなんだろうな。

　ああ、だから認めるぜ。

「……たまにゃ、こういうのも悪くねーな」

　いまさらなに言ってんの、と、妹に叱しかられてしまった。
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　メルルのステージが終わって、さて次はどうしようかというところで、

「なんかどっかで見たよーなサークルカットみっけた」

　カタログを眺ながめていた桐きり乃のが、ふとそんなことを言った。

　俺おれは脇わきから覗のぞき込んで聞く。

「どれ？」

「これ」

　桐乃が指ゆび差さしたのは『ＥＢＳ』というサークルのカットで、さながら芸げい能のう人じんのサインのような洒落しやれたデザイン文字である。崩くずしてあるのでなんと書いてあるのかはさっぱり読めん。

『Ｅ』、『Ｂ』、『Ｓ』を含む文章になっているようだが……。

「特に見覚えねーけどな、俺は」

「んー……でも、どっかで……」

　下した唇くちびるを押し上げ、悩む桐乃。一いち度ど気になってしまうと、追つい及きゆうしたくなる気持ちは分からなくもない。あるよな、そーゆうこと。

「あんた、これ……何か分かんない？」

　桐乃が黒くろ猫ねこに聞くが、

「……心当たりがないわね」と、首を横に振られてしまう。

「そっかあ……なんだろ……ここまで出かかってる感じなのに──」

「ふむ、エタナーのエンブレムに似てますな」

　沙さ織おりが、ひょいと覗き込んで言った。

「あ！　それだ！」

　桐乃が、ぎゅっとカタログをつかむ手に力を入れる。

「うわ、言われてみれば超ちようそっくりじゃん！」

「エタナーってなに？」

　俺が聞くと、「は？　エタナーはエタナーでしょ？」と、答えになっていない返事。

　沙織が指を一本立たてて、説明してくれた。

「京きよう介すけ氏し、エタナーというのは、海外の高級化け粧しよう品ひんメーカーですよ」

「あー、なんか聞いたことあんなと思ったら……」

　沙織が送ってきた同どう人じん誌しの容いれ物に使われていたのが、そのメーカーのダンボールだったな。

　確か桐乃が『あたしでもなかなか手に入らないんだよコレ！』とか言って、ぬか喜びしてたっけ。

　俺は、はて、と首をかしげる。もう一度、カタログの該がい当とうページをチラ見してから、

「なんでまた、海外の高級化粧品メーカーが日本のコミケの西にし館かんに、サークル参加してんの？」

「いや……さすがに偶ぐう然ぜんかと……『ＥＢＳ』というサークルさんのカットとエタナーのエンブレムが、たまたま似ているだけだと思いますぞ？」

「シルバーアクセを配はい布ふしているサークルさんだって。なんか面白そう、行ってみよっか？」

　そういうことになった。

　俺おれたちは企き業ぎようブースから下に降りていき、西にし館かんの見物ついでにＥＢＳへと向かう。

　会場の蒸むし暑さは相あい変かわらずで、下着がびっしょりと汗あせで濡ぬれていた。

　ううっ……早く帰ってシャワー浴びてえ。

　まあ、三時も近くなってくると、気持ち人ひと混ごみもマシになったような気がする。

　さすがに疲労が溜たまってきた俺だったが、

「おっ！　プリキュア本はっけーん！」

　……元気だなあ、こいつ。

　桐きり乃のが縁えん日にちに来たガキのように、あっちこっち興きよう味みの赴おもむくままにフラフラするので、当とう初しよの目的などどこへやらという感じである。

　と、そこで沙さ織おりが「お」と声を上げた。

「先ほど瀬せ菜な氏しが言っていた『カッコいいコスプレイヤーさん』というのは、もしやあの方のことではありませんか？」

「なに？」

　沙織が指ゆび差さした先を見ると、そのサークルでは、派は手でな制服姿すがたのコスプレイヤーさんが、一人で売り子をやっていた。

「……へえ、『ジューダスエムブレム』の主人公のコスチュームね。……デキがいいわ」

　と、黒くろ猫ねこがしきりに衣い装しようの完成度に感心していた。自じ作さく派はコスプレイヤーとして、思うところがあったらしい。

「ちょっと覗のぞいてみるか？」

「そうですな」

　とまあ軽いノリで見て回れるところは、確かに縁日っぽいかもな。

　桐乃は別のサークルの同どう人じん誌しを眺ながめていて、俺たちの会話には入ってこない。まあすぐに気付いて寄ってくるだろ。

　沙織がコミケマップを見ながら言う。

「というか、拙せつ者しやらが目指していた『ＥＢＳ』というのは、このサークルさんのことでは？」

「まじか？」

　そういや頒はん布ぷしているのはシルバーアクセサリーのようで、ブースには数名の女の子達が集まっていた。沙織が持つマップを覗き込むと、やはりここが『ＥＢＳ』とやらで間違いない。

　妙みような偶ぐう然ぜんもあるものである。

「どうぞ、見て行ってください」

　冷やかすために寄っていった俺たちに、売り子さんが声を掛けてきた。

　お、かわいい女の子じゃん──と鼻の下を伸ばしかけた瞬しゆん間かん、俺おれの中のセンサーがビビビーッと警けい告こく音を発した。


『はい！　「ジューダスエムブレム」の制服コスしてて、それがまた超ちよう似に合あってるんですよー』

『あたしの眼がん力りきはごまかせませんよ。あれは間違いなく男の骨こつ格かくでした』



　おそらく瀬せ菜なの←この台詞せりふが、頭の隅すみに残ざん留りゆうしていたからだろう。

　ま、まさか……。

　冷ひや汗あせをかきながら売り子さんの喉のどを確かく認にんすると、ばっちり喉仏ぼとけがありやがりましたよ。

　うおお危ねえ──ッ！　男相手にときめいてしまうところだったぜ！

「？　どうしました？」

　きょとんと首をかしげる売り子さん（男）。

「い、いや……あんた、その……昼ひる頃ごろ、コスプレ広場にいた？」

「ええ、あ、もしかしてそのときもお会いしましたっけ？　すみません、顔を覚えていなくて」

「ああ、違う違う。俺じゃなくて、俺の知り合いが──あんたの噂うわさをしていてな」

「そうでしたか」

　キョドる俺にも、凜り々りしい声で応おう対たいしてくる。黒くろ猫ねこもそうだけど、このクソ暑い中だというのに、ほとんど汗をかいてないのがおそろしいというか、おかしいというか。

　アイドルみたいな野や郎ろうだった。

　やや小こ柄がらの美び形けい。なるほど瀬菜が言ったとおりの見た目である。

「さっきは知人に留る守す番を頼んで、コスプレ広場に行っていたんですよ」

「コスプレ好きなんだ」

「はい、大好きですっ！」

　目を輝かせて、ぐっと拳こぶしを握りしめ、全ぜん肯こう定ていする売り子さん。

　彼は、つ、と俺が斜めにかぶった仮か面めんを指ゆび差さして、くすりと笑えみを浮かべた。

「お仲間ですね」

「ん……ああ、そうだな」

　こんなお面めん一つでも、コスプレイヤー仲間だ。同じイベントに参加している同どう志しでもある。

　しかしハキハキ喋しやべる野郎だった。初しよ対たい面めんなのに親しん近きん感かんがわいてしまうのは、同じ穴のムジナという仲間意い識しきがあるせいだろうか。

　頒はん布ぷ物ぶつを楽しそうに眺ながめていた女の子が、売り子さんに向かって言った。

「あのー、これ一つください」

「ありがとうございます！　一つ五百円になります！」

　と、お金と品物のやり取りをする。

　女の子はマーメイドを象かたどったシルバーストラップを掌てのひらに載のせて、うっとりしていた。

「わ、きれーい。これ、自じ作さくなんですか？」

「はい、そうですよ」

「すごく高そうに見えるんですけど……ほんとに五百円でいいの？」

「もちろん、ここで頒はん布ぷするために作ったものですから」

「……大切にします」

　ぎゅっと優しくストラップを握り、満足げに去っていく女の子。

　ありがとうございま──す、と売り子さんはにこやかに手を振って見送っていた。

　ふーん。

　いまの会話を聞いた限りでは、どうやらこのサークル、お金をもうける気がさらさらないらしい。俺おれは素直に好こう感かんを持ったのだが、何な故ぜか沙さ織おりの様よう子すがおかしい。

「…………五百円？」

　ぐるぐる眼鏡めがねのフレームを、くいくい上げたり下げたりしながら、掌に載せたシルバーアクセを吟ぎん味みしている。

「どうした？」

「いえ……むむむ……少し考えさせて欲しいでござる」

　そう言ったきり、むずかしい顔で黙だまりこくってしまった。

　一方俺のとなりにいる黒くろ猫ねこはといえば、頒布物ぶつに顔を近づけ、興きよう味み深そうに眺ながめていた。

　俺は、ついつい笑えみを零こぼしてしまう。

「やっぱおまえも、こういうの、好きなんだ？」

「えっ？」

　俺の声にビックリしたらしい黒猫は、顔を上げて目をぱちくりと瞬まばたかせる。

「そ、そう……ね。嫌きらいではないわ」

　どうやら黒猫が気になっているのは、首から提さげるロザリオらしい。逆ぎやく十じゆう字じというのだろうか、チェーンが通常のものとは逆ぎやく側がわに付いていた。

　なるほど。黒猫が好きそうな飾りだな。

　黒猫が少し焦あせった仕し草ぐさで、ごそごそと自分の服を探って、財さい布ふを取り出す。

「……あ」

　しかし小こ銭ぜにがなかったらしく、千円札に指をかけて何やら迷っている様子。

　代わりに俺が自分のポケットから、売り子さんに五百円を差し出した。

「これ、ください」

「…………」

　呆ぼう然ぜんと俺を見上げる黒猫。俺はロザリオを受け取って、黒猫に渡してやった。

「ほら」

「……な、なんのつもりよ」

「いや、小こ銭ぜにたくさんになっちまうと、邪じや魔まだろ」

「……そう」

　納なつ得とくしたのか、彼女は素直に受け取ってくれた。

　と、そこで俺おれたちのやり取りを見ていた売り子さんが提案してきた。

「あはは、せっかくですから、つけてあげたらどうです？」

　バカ言え。んなことしたら、彼女にプレゼントしたみたいになっちまうだろ。

「い、いいよ。なあ？」

「…………」

　慌あわてて黒くろ猫ねこの顔を見ようとしたら、妙みような勘かん違ちがいをされて気まずいのか、彼女は何か言いたげな表情で俺の顔をじっと見つめていた。

「？　……俺の顔に、なんか付いてるか？」

「いいえ。少し、考え事をしていただけ……」

　視線を外し、俯うつむいてしまう黒猫。ありゃ……すねちまったのかな。

「京きよう介すけ氏し、ところできりりん氏しはどうしました？」

　ふと沙さ織おりが聞いてきた。

「ん？」

　そういやいねえな。あいつ、自分でここに来たいって言ってたくせに、どこ行きやがった。

　きょろきょろ辺りを見回すと、桐きり乃のは簡単に見つかった。俺たちからやや離れたところで、緊きん張ちようした表情で突っ立っている。

　あーん？

「おーい桐乃！　なにやってんだよ？」

「！」

　ぎくりと身体からだをこわばらせる桐乃。そこに至って俺も、ぞくっと背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

　既き視し感かんがあったからだ。

　ちょうど一年前────

　桐乃が、いまとまったく同じ反応をした瞬しゆん間かんが、俺の脳のう裏りに強きよう烈れつに刻み込まれていた。

　そしてその既視感は、再び現実のものとなる。

「えっ、桐乃？」

　俺の背後で、ＥＢＳの売り子さんの『あれっ？』というような声が聞こえ、一いつ拍ぱくの間があってから、




「き、桐乃さんじゃないですか！」




　夏コミの喧けん噪そうが、俺おれの周りだけ静まりかえったように感じた。

「………………」

　桐きり乃のは片かた腕うでで身体からだを軽く抱いたまま、引きつった笑顔で硬こう直ちよくしている。

　そう。ちょうど、コミケ帰りにあやせと遭そう遇ぐうしてしまったあのときと同じような姿すがた。

　まったくどうかしてるぜ。さながら今日きようの祭りは、一年前の再現だ。

　似にて非ひなる出来事が、次々と俺たちの前に現れる。

　だとすればこの後に待っているのは、去年と同じ窮きゆう地ちなのか────それとも。

　俺は冷たい汗あせを額ひたいに感じながら後ろを振り帰り、意を決して声を絞しぼり出した。

「あんた、桐乃の──知り合いなのか？」

「はい」

　裏うら表おもてのない、まっすぐな返事と笑顔。

「桐乃さんとは、んー……なんだろう」

　彼は意い味み深しんに一秒ほど言葉をさまよわせてから、こう続けた。

「そうですね。桐乃さんとは、仕し事ごと関係の知り合いなんです」

「仕事関係の知り合い？　それってどういう……」

　さらに追つい及きゆうしようとしたときだ。

「ちょ、ちょ、ちょ……待って」

　桐乃が小こ走ばしりで駆かけ寄ってきて、俺を制止した。机に片手をつき、複雑そうに眉まゆをひそめて、謎なぞの売り子さんの顔を見る。

「……あんた、なんでここにいんの？」

「えーと。何な故ぜって言われても。コミケにサークル参加しているから、ですよ？」

「お、お、お、」

　桐乃は思いっきりつっかえながら言葉を紡つむぐ。

「──オタクだったわけ？」

「いやあ」

　得とく意いげに照れて後こう頭とう部ぶに手をやる売り子さん。桐乃はそんな彼の胸ぐらをつかんで、

「『いやあ』じゃない！　ハッキリ言え！」

「そ、そうです！　オタクです僕！」

　言質げんちが取れたところで、突き飛ばすようにして放してやる桐乃。

　彼はケホケホと涙なみだ目めで咳せき込んで、文もん句くを言った。

「な、なにするんですか、苦しいですよ」

「ちょ、ちょっと黙だまってて……いま考えてるから」

「……はあ」

　状況が読めん。俺も黒くろ猫ねこも沙さ織おりも、困こん惑わくしながら事じ態たいを見守った。

　なんだコレ？　仮に一年前で喩たとえると、あやせがオタクだったパターンか？

　もうめんどくさいので当とう人にんに聞いてみる。

「なあ、どういうこと？」

「さあ……僕にもさっぱり。とりあえず自己紹しよう介かいをしたいところなんですが、黙だまっててって言われちゃいましたし……どうしたものか」

　彼は、許可を求めるように桐きり乃のに視線を送った。すると桐乃は、渋しぶい顔で頷うなずいて、

「いいよ。自己紹しよう介かいして」

「了りよう解かい」

　彼は自分の胸に手を当てて、にこやかに微笑ほほえんだ。

「僕は御み鏡かがみ光こう輝きといいます。歳としは十八歳さいで、高校に通いながらアクセサリーデザイナーをやっています。桐乃さんとは、」

「ストップ」

「──え？」

　自己紹介を桐乃に途と中ちゆうで止められて、戸と惑まどう御鏡。

　待て待て、すでに聞き捨てならない単たん語ごが幾いくつかあったぞおい。俺おれと同じ歳で、デザイナーやってるとか言ったかいま？

　御鏡に向かって腕を突き出しストップをかけていた桐乃は、見み得えを切るかのように凜り々りしく髪かみをかき上げた。

「そこからはあたしが紹介する。この人──御鏡さんは、美み咲さきさんのお抱えファッションモデル兼けんデザイナーで、エタナーの別ブランドを任されてるの。子供のころから賞を幾いくつも取ってる凄すごい人なんだって」

「はあ？」

　なにその妄もう言げん、少女漫まん画がに出てくる男キャラかよ。エタナーやエタナーの社長である美咲さんといったフレーズが登場したことよりも先に、現実離ばなれした設定に突っ込んでしまった。

　妹の台詞せりふをまったく信用していない俺であったが、

　俺がもっとも信頼している人物こと沙さ織おりが、真ま顔がおで言った。

「きりりん氏しのおっしゃったことは本当でござるよ」

「マジか!?」

「はい」

　沙織は内ない緒しよ話をするように片手を立て、顔を近づけてくる。

「ここで売られているアクセサリーのクオリティは異常でござる。安あん価かな素そ材ざいで作られてはおりますが……手て間まのかけ方が尋じん常じようではござらん」

　これはいわゆる『プロの犯はん行こう』でござるよ──。

　沙織は戦せん慄りつを隠かくそうともせずに囁ささやいた。

「アクセサリーの意い匠しようも、どことなく、エタナーっぽいでござる」

　んなこと言われても、俺おれには『へえ、そうなんだ』としか思えない。

　でも、エタナーのエンブレムって、確かマーメイドだったよな。そういや、さっき女の子が買っていったストラップも、マーメイドだった……。ふうん。

「それに……そちらの御ご仁じんのお顔をどこかでお見かけしたような……と思っていたのですが、ここ数年海かい外がいの雑誌に出まくっている有名人じんでござった。御み鏡かがみ氏しのプロフィールは、なにもかも、きりりん氏しのおっしゃったとおりです。『ＥＢＳ』というのは、彼の個人ブランド『エターナルブルー・シスター』の略りやくでありましょう」

　変なブランド名。

　………………てことは。

　俺はきわめて胡散うさんくさいものを見る目で、女みたいなツラした美び形けい男の笑顔を見やった。

「えーと……超ちよう美形の有名ファッションモデルで？　エタナーの別ブランドを任されている凄すご腕うでアクセサリーデザイナーで？　俺と同じ十八歳さいの高校生なの？」

「はいそうです」

「ごめんブッ飛ばしていいかな？」

「な、なんでですかっ!?」

　だって腹立つじゃん。

　しかも遠えん慮りよなしに『はいそうです』と即そく答とうしやがって。

　チッ、チッチッ、チィッ！　んだよその超ちよう勝かち組設せつ定ていはよう、男おとこ版ばん桐きり乃のかっつうの！

　話してみるとスゲーいいやつそうなとこがまた性タ質チ悪いわ。

　存在自体がムカつくのに、いいやつ過ぎて憎にくめねえってなんだよ。

　逆に自分の卑ひ小しようさを自覚してしまうじゃないか。クソッ、イラつくぜぇ～～～ッ。

「……先せん輩ぱい、発言がチンピラ以下よ。自じ重ちようなさい」

「……ごめん」

　黒くろ猫ねこに怒られちった。……アレだな、俺、他人のこと人間のクズとか言えねーな。

　反省しねえと。むすっと瞑めい目もくしたところで、そっと黒猫が耳みみ打うちしてきた。

「…………先輩も、見ようによっては悪くないわ」

「……ありがとよ」

　い、いまのは慰なぐさめたつもりなのか？

「……」

　黒猫がさらに、ぼそっと何か言いかけたのだが、桐乃が割り込んできてかき消される。

「今度はこっちの面子めんつを紹しよう介かいするから。──これ、あたしの兄貴と、友達」

　桐乃に示され、ぺこり、と黒猫が無む言ごんで会え釈しやくをする。

　次いで沙さ織おりが、気を遣つかったのか「沙織です」と、いつもより控えめな挨あい拶さつをした。

　最後に俺おれが「高こう坂さか京きよう介すけだ」と名乗って、一ひと通とおりこちらの自己紹しよう介かいが終わった形である。

　御み鏡かがみは、俺に脅おどされたことなど気にしたふうもなく、「こちらこそ、よろしくお願いします」と友ゆう好こう的に挨あい拶さつしてくる。沙さ織おりが御鏡に聞いた。

「結局、お二人はどういうお知り合いなのです？」

「桐きり乃のさんとは、美み咲さきさんに紹介されて知り合ったんです。ほら、桐乃さんはモデルでしょう？　ファッション雑誌で僕のアクセサリーを付けてもらうことになって──それで挨拶を」

　桐乃も「そうそう」と言葉を継いだ。

「で、それから何度か、二人で会ったりしてて……」

　ん!?

「でも、まさか夏コミで会うなんて、思わなかった」

「僕もです。ええと……もし違ってたら申もうし訳わけないんですが、ここにいるということは……桐乃さんも？」

「ん、そういうこと」

　微笑して頷うなずく桐乃。

　俺以外の男に、桐乃がオタクをカミングアウトするのは、これが初めてのことだった。

　桐乃は御鏡を指ゆび差さして命令する。

「あんた、あたしがオタクだってこと、絶対誰だれにも言わないでよね」

「いいですよ。僕も普段は秘ひ密みつにしてますから、お互い様です」

　やっぱそうか。有名人じんだってんなら、イメージってもんがあるもんな。

　才能に溢あふれた万ばん能のう超ちよう人じんで、オタク趣しゆ味みを隠かくしている。

　俺の妹と、共通点てんの多いやつだ。

「つーかさ。なんであんた、わざわざ夏コミでアクセ頒はん布ぷしてんの？」

　当然の疑問ではある。プロのデザイナーなら、自分の作品は普通に店で売られているわけで、わざわざ夏コミにまで来て、オタク相手に安やす値ねで頒布する必要はないはずだ。

「それは、僕がオタクだからですよ」

　御鏡はそれこそ当然のように答えた。

「僕が子供のころ『リトルウィッチ』っていうアニメがやっていたんですけど、知ってます？」

「知ってるっていうか、ブルーレイＢＯＸ持ってる」

「ちょ、この前まえ出たばかりのやつじゃないですか!?」

「そうそれ。最近あたし、過去の名めい作さく調べて集めてんだよねー」

「な、なら話が早いです。実は僕、あのアニメを観みたのがきっかけで、デザイナーになったんですよ」

「はあ？　なにそれイミフ」

「や、アレに出てくる『ストラップロッド』っていうアイテムがあったでしょ。ヒロインが魔ま力りよくを込めるとストラップから杖つえに変わる──。僕が初めて作った作品が、あれを真ま似ねて作ったアクセサリーなんです。当時の僕って、父の影えい響きようで修しゆ行ぎようを始めたはいいものの、デザイナーになる人生って、正直なところピンときてなかったんです。だけど好きなアニメのグッズを真似て作品を作ってみたら……意い外がいにも面白くって。それで創そう作さくの楽しさに目覚めた部分があるんですよ」

「ふーん」

「ですから──ある意味、アニメが僕の人生を変えてくれたんです。あのアニメを観みてなかったら、いまここにいなかったと思います。全然違ちがう人生を送っていたかもしれません」

「……まあ、あるよね、そういうの」

　うんうんと何度も頷うなずく桐きり乃の。

　おまえも『星くず☆うぃっちメルル』や『妹と恋しよっ♪』に出会わなかったら、俺おれに人生相そう談だんをして、沙さ織おりや黒くろ猫ねこと出会うこともなかったかもしれないもんな。

　御み鏡かがみと同どう様よう、ある意味アニメやエロゲーによって、桐乃の人生は変わったわけだ。

　ていうか、俺もそーかもしれん。妹がオタクじゃなかったら、俺、ここにいねえもん。

「でも、なんだか嬉うれしいですよ。実は僕……オタクの知り合いがあまりいなくて、ずっと寂しかったんです」

「あー……その気持ち、ちょっと分かるかも」

　桐乃はさらに、御鏡の言葉に同どう意いした。

　ちょっとじゃないだろ。一年前のおまえが、まさにそうだったじゃん。

「……それで、こういうイベントに参加したら、何かが変わるんじゃないかなって。いちおう服やアクセサリー作りは得とく意いでしたから」

　そりゃ、プロだもんな。つまりこいつ、オタ友作りのために──イベントに参加したわけだ。

「でも、今日きようだって、一人で参加したわけじゃないんでしょ？」

「……無む理りを言って、兄に手伝ってもらったんですよ。兄はオタクじゃないから……あまり話とか、合わないですし。今日も、夏コミを体験して、ちょっと引いてましたし……」

「あー、分かる、分かる。チョー分かる！　付き合ってくれんのは嬉しいし、感謝してるんだけど、いちいち引かれるとうざいんだよねー」

　おい桐乃、それはもしかして去年の俺のことか？

「そうなんです！　──話が合いますね！」

　……まあ、御鏡については色々と納なつ得とくしたぜ。

　俺がこいつに感じている、苛いら立だちとか、親しん近きん感かんとか……そういうの全部ひっくるめて。

　まるで桐乃が、もう一人いるみたいなんだ。やたらと境きよう遇ぐうが似に通かよっている。

　そりゃあ話が合うわけだよ。

　ただ一つ、『違うところ』があるとすれば──

「ちなみに僕、ゲームとアニメの話なら大たい抵ていイケるんですが、桐きり乃のさんは？」

「んー、メルルとかぁ」

「あ、いいですね。僕も好きですよ、メルル。企き業ぎようブースで三期のＰＶ観みたんですけど、ダークウィッチ・メルルのキャラデザがすごくカッコよくて」

「あたしも観た！　凄すごいよねアレ──え～マジ話合あうかも！」

　はしゃいだ桐乃は、パンと手を合わせて、

「あとあたし、妹モノのエロゲーが好きなんだよね！」

「え、エロゲーですか!?」

　──『違うところ』があるとすれば、コレである。

　相変わらず急きゆう激げきにトークのハードルを上げる妹だった。いくら相手にオタク知識があったって、いきなりそんなカミングアウトをされて付いていけるわきゃねーだろ。

　愕がく然ぜんとする御み鏡かがみに、桐乃は冷めた眼まな差ざしを向けて、

「……なに？　なんか文もん句くあんの？」

「い、いえ、ちょっと驚いただけです。もちろん僕もエロゲーはプレイしますよ。　──ぶっちゃけ大好きです！」

「……[image: う濁点]え、いきなりでかい声でなに言っちゃってんの？」

「え、えぇぇ～～～～～～っ？」

　理り不ふ尽じんすぎる。

　中学生女子の目の前で『エロゲー大好きです！』と叫ぶ御鏡もバカだが。

　そして一番他た人にんのことを言えないのは、かつて『エロゲーは俺おれの魂たましいなんだよ！』と親に向かって叫んだこの俺だがな！

「え、えっと！　もう途と中ちゆうまで喋しやべってしまったからこの際さい最後まで言ってしまいますが！　僕は冬ごろに話題になった『妹シスター×妹シスター』というソフトで初めてエロゲーを体験したんです」

「え……『しすしす』？」

　そのワードに、桐乃が明らかに興きよう味み津しん々しんで食いついた。

　何を隠かくそう『妹×妹』とは、俺がアメリカで妹と一いつ緒しよにプレイした想おもい出のエロゲーである。

　桐乃が留りゆう学がくする直前に──『あたしだと思って大切にしなさいよ』という言葉とともに、俺にプレゼントしてくれたエロゲーでもある。思い返すだにマジキチなエピソードだった。

「はい、『しすしす』です！」

　御鏡はぐっと握り拳こぶしを作って力りき説せつする。

「それが……すッッ……ごく面白くって！　感動のあまりマジ泣きしちゃって……！　僕もいつか、こういう恋愛がしてみたいなあって……」

　ぐすっと涙ぐむ。

　げげっ、なんてこった。

　こ、こいつ……かなり深しん刻こくに気持ち悪いレベルのエロゲーマーだぞ……！

「２ちゃんねるで、『妹シスター×妹シスターは真の愛』という書き込みを見たとき……まさにそのとおりだなって思いました！」

「それ有名なコピペじゃん！　あ、あんたそれマジに受け取っちゃったの!?」

「コピペってなんですか？」

「………………うわ、こいつガチだ」

　なんと桐きり乃のさえもが呆あきれている。

「天てん然ねんというか、情じよう弱じやくというか……あんた、偏かたよってるよね」

「はあ、そうでしょうか？」

「ぶっちゃけ超ちよう痛イタい」

「ええ!?」

「まあ……でも」

　俺おれの妹は、ぽりぽりと頰ほおをかいて苦く笑しようした。

「……あんたの『しすしす』への愛は、よく分かった。うんうん──見どころはあるかも」

　あるのかよ。ま、似たもの同士って意味じゃ、桐乃おまえもあんま変わんねーもんな。

「いやあ……それほどでも」

　御鏡おまえも照れんなよ。

　自分が何について見どころがあるって言われてんのか、分かってんのか？

「僕、『しすしす』の素晴らしさを、もっとたくさんの人に知ってもらいたいんですよ。エロゲーだからって、好きなことを隠かくしておかなくちゃいけないのって、おかしくないですか？」

「ハア？　あんたバカでしょ？　世せ間けん体ていってそんなに急に変わるもんじゃないし、こっちが合わせなくてどうするわけ？　好きな気持ちは、自分の中だけで堂どう々どうと持っていればいいじゃん。他人に押しつけんな。それにエロゲーは18禁きんのエロゲーだからこそ面白い部分があるっていうか……分かんない？　わざわざメジャーなステージに持って行こうとしなくていいの！　余よ計けいなお世せ話わだから、それ」

　桐乃の言わんとしていることは、なんとなく分かる気がする。

　たぶん御み鏡かがみは、オタクであることが自分のステータスだと思ってんだな。

　しょうがなく趣しゆ味みを隠しちゃいるけれど、『オタクって素す敵てき、みんなもオタクになろうよ』とナチュラルにそう考えている。

　そんな御鏡の発言に、桐乃は反はん感かんを持ったのだろう。

　そう思うのは勝かつ手てだけど、他人に押しつけるな、と。

「そういうものですか。桐乃さんは、色いろ々いろ考えてるんですね」

「あんたが考えなさすぎなだけだって！　つーか、そんなんでよくイメージ壊こわさず有名人じんやって来られたね」

　まったくである。

　そのうちファッション雑誌のインタビューとかでエロゲーの話をしかねんだろ、こいつ。

　桐きり乃のと同どう様よう──いや、桐乃以い上じように、御み鏡かがみ光こう輝きは顔が良いだけのキモオタである。

　だからこそ、ウチの妹と話が合うのかもしれないがな。

　そうして……。

　夏コミで再会したことによって意い気き投とう合ごう？した二人は、俺おれたちそっちのけで、しばしエロゲートークなどで盛り上がっていた。

　ふぅ……。桐乃がビビっていたのを見た瞬しゆん間かんは、あやせに出くわしちまったあのときみたいになっちまうのか──なんて心配したけど。結果を見れば、新しいオタ友達ができただけ。

　いや、もしかすると俺の妹にとって、俺の代わりになれるやつが現れたのかもしれない。

　だとしたらいいことだ……って、安心すべきところなんだろうな、これは。

　そう考えているはずの俺は、いま、どんな顔をしているだろう？




　御鏡と別れた俺たちは、西にし館かんの見物を終えて東ひがし館かんへと戻ってきた。サークルの撤てつ収しゆう作業をするためにだ。テーブルクロスや敷しき物ものなどの道具類るいと、道どう中ちゆう買い集めた同人誌しをまとめてダンボールに入れ、ゆうパックで高こう坂さか家けへと送る。冬コミにて、あんなクソ重い荷物を一人で持って帰ったという黒くろ猫ねこは、ガッツのある女だと思った。

　会場から撤収し、電車で地元まで戻ってから、駅前のカラオケボックスへと入る。

　いまから打ち上げ──というわけではもちろんなく、売上金きんの精せい算さんのためだった。

　売上から印刷代だいを引くと、少しだけ黒くろ字じになる。

　それも、皆でこうして一いつ回かい食事をすれば、消えてしまうほどの金額だ。

　しかもごちゃごちゃした経けい費ひ類を勘かん定じように入れると、

「……まるきり赤あか字じじゃん」

　コーラをストローで飲みながら、呟つぶやく俺。

　──同どう人じん活動って、金にならないんだな。

　というのが、初めてのサークル参加を終えて、まず思ったことだ。もちろん儲もうけているサークルも中にはあるんだろうけど……フェイトさん大だい丈じよう夫ぶかな、ちゃんと黒字出でてるかな。

　だってさあ……本が完かん売ばいしたのに赤字ってどういうことよ？

　もしもこれで本が売れ残ったりしたら、大おお赤字の上に精神的にも苦しすぎる。

「………………」

　いや、まさに冬コミのときの黒猫が、そうだったのか。

　キツかったろうなあ。

　大変な思いして漫まん画がを描いて、イラスト描いて、小説書かいて。

　少なくない金を費やして印刷して、きっとそのためにバイトもやって。

　きっと寒かったろう会場で、一人きりで売り子をやって。

　その結果ほとんど売れ残って、大おお赤あか字じで、重い在ざい庫こをカートに載のせて……一人で電車に乗って帰ったのか。

　そして。

　そんな参加者は、黒くろ猫ねこだけじゃない。たくさんいるはずだ。

　キツい思いして、時間と労ろう力りよくをつぎ込んで、金も減へって。

　それで彼らは、何を得ているのだろう。

「ワリに合わなく──ねーんだろうなぁ」

　赤字を黒くろ字じに変えるほどの何か。

　きっとそれは、一人一人にとって違うもので、俺おれが勝かつ手てに決めつけるわけにはいかない。

　ただ……まあ、なんだ。

「なにか言いましたか？　京きよう介すけ氏し」

「いいや──黒字だなって」

「然様さよう、大もうけですぞ。これだから同どう人じんはやめられない」

　俺の言葉をどこまで理解しているのか、沙さ織おりは対たい面めんの席から強い肯こう定ていを返してくれた。

「おまえも同人活動初はじめてなんだろ？」

「まあそうですが」

「なんだそりゃ」

　分かっているような、分かっていないような、曖あい昧まいでぐだぐだなやり取り。

「とにかく──お疲れさまでござる、京介氏」

「ああ、お疲れさん」

　一いつ緒しよに金かね勘かん定じようをしていた沙織と、労ねぎらいの言葉を掛け合う。

　一いつ方ぽう黒猫と桐きり乃のは何をやっているのかというと──さっきＥＢＳで入にゆう手しゆしたシルバーアクセサリーを見せっこしているようだった。

「これさっき御み鏡かがみさんにもらったんだけど、りんこりんとお揃おそいのペンダントなんだよ!?　世界に一つしかないんだって！　超ちよう凄すごくない？」

「……た、確かに……無む駄だに凝こっているわね。才能のあるキモオタって、おそろしいわ……」

　そう言う黒猫も、首に付けた逆ぎやく十じゆう字じのロザリオを触って、機き嫌げん良くしていた。

　そんな二人の様よう子すが、何な故ぜか俺は面白くない。

　ちっと舌した打うちして、水を差すようなことを言ってしまう。

「はん、俺としちゃー、鼻につく野や郎ろうだったけどな。爽さわやかなやつかと思いきや、とんでもねーキモオタだったしよ」

「…………」

　びくっと意い表ひようを衝つかれたような表情で目を大きくし、固まる黒くろ猫ねこ。

　かたや桐きり乃のは、振り向くなり毒どくを吐いてきた。

「……キモ、陰かげ口ぐちとかサイテー。あんたと比べたら億おく倍ばいマシだし。つーかぁ、あんたが御み鏡かがみさんに勝ってるところなんて、一つでもあったっけ？」

　がッ……!!　言うか？　普通、言うか？　事実でもそういうことをよ……！

「お、おまえだって、麻ま奈な実みの陰口叩たたきまくってたじゃねーか！」

　自分のことは棚たなに上げやがってこのアマぁ～～！

「ケッ！」

「ふん！」

　俺おれと桐乃はお互いそっくり同じポーズで、そっぽを向くのであった。




　そして翌よく日じつ。

　狂きよう騒そうのコミケが終わり──オタクたちの夏もまた、終わりに近づいていく。

　参加者の中には、夏休みなどもはや縁えんのない社会人じんも多く含まれていたのだろうが、彼らがいま感じている『夏の終わり』への寂せき寥りようは、きっと俺たちと同じものだ。

　熱ねつ狂きようの余よ韻いんを残したまま、俺は高校生活最さい後ごの夏休みを謳おう歌かしていた。アブラゼミの大だい合がつ唱しように、ツクツクボウシの鳴き声が混じり始めた八月十六日。

　時刻は三時を過ぎているが、太陽はいまだ高みから煌こう々こうと下げ界かいを照らし上げていた。

「不ふ景けい気きな顔をしているわね」

　俺のすぐとなりで囁ささやいたのは、制服姿すがたの黒猫だ。今日きようはコミケの反省会ということで、学校でゲー研けんの集まりがあった。いまはその帰り道ってわけ。

「んなことねーよ」

　俺は歩きながら、すげない口く調ちようで否定する。

　黒猫は俺の言葉に納なつ得とくせず、確かく信しんを持った口調で言う。

「……あなたが何を考えているのか、当ててあげましょうか？」

　いつもどおりに、ゆっくりと歩きながら、ぽつぽつと会話を交わす。

　黒猫をともなって、向かう先は俺の家だ。今日はゲー研の反省会に続いて、『オタクっ娘こあつまれー』の打ち上げがある。もちろん桐乃と沙さ織おりも一いつ緒しよだ。

　黒猫から投げかけられた提てい案あんに、俺は興きよう味みのないふりをして応える。

「……へえ、面白いじゃん。言ってみろよ」

「『昨日きのうコミケで会ったあいつが桐乃の彼かれ氏しだったら、俺はもう用済ずみだな』」

「…………」

「……どう？　当たっている？」

　……こいつ。

　俺おれは高こう坂さか家けを目前にして、ぴたりと足を止めた。じりじりとした熱気のせいで、額ひたいから汗あせが一ひと筋すじ垂れて落ちる。

「……ふん。なんだ、それも例の『闇やみの力』ってやつか？」

　内ない心しんを言い当てられて面白くなかったので、つい、嫌いやな言い方をしてしまった。

　黒くろ猫ねこは「違うわ」と言った。

「そんなものを使わなくても、分かるもの」

「じゃあ、なんで」

　黒猫は俺を真まっ直すぐ見つめてきた。

　無む感情を装った、思い詰めた表情で、

「……私があなたのことを、見ていたからよ」

「…………」

　顔が熱くなった。心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたような錯さつ覚かく。ごまかすように、視線をそらして頰ほおを搔かく。冷静さを装って──しかし核かく心しんをかすめる言葉を投げた。

「……いきなりんなこと言われたら、勘かん違ちがいしちまうぞ」

「…………か、構わないわ」

　消え入るように呟つぶやいて……黒猫は俺の言葉を待っている。

　構わない……って。ど、どういう……。

　心臓が痛い。息が苦しい。混乱した俺は、どう応えるべきか分からなくて、

「おまえ、俺のこと、好きなの？」

　いつかと同じ問いを口にしていた。からかい混じりだったあのときとは、心しん境きようが違いすぎる。

　答えを待っているたった数秒が、永えい遠えんのように感じられた。

「好きよ」

　黒猫は、以前と同じ答えを──否いな。

「好きよ……あなたの妹が、あなたのことを好きな気持ちに、負けないくらい」

　少しだけ違う答えを、返した。

「……えっ、あ──」

　かぁっと脳が沸ふつ騰とうする。麻ま薬やくを直接頭あたまの中に流しこまれたような、陶とう然ぜんとした気分。

　情なさけないことに、俺は何かを言おうとして、嚙かんでしまう。ごくりとツバを飲んで、もう一度口くちを開いた。

「……じゃあ、あのとき、俺に……キスしてくれたのって……」

「……あれは、ね。……あれはっ……──」

　問いへの答えは、返ってこなかった。




「────あんたら何やってんの？」




　いつの間にか玄げん関かんの前に、扉とびらを開けた体勢で、桐きり乃のが立っていたからだ。

　桐乃は両りよう目めを見開き、凍とう結けつしたように固まっていた。

「────」

　俺おれも（たぶん黒くろ猫ねこも）、心しん臓ぞうが止まりそうなほど驚いたが──よく考えてみれば、別に、だからどうだということもない。

　俺と黒猫がどんな話をしていようと、それを聞かれようと、こいつにはあまり関係のないことだからだ。なのにどうしてか、俺は息を吞のんで固まってしまう。

　はっと正気に立ち返ったらしい桐乃は、蔑さげすむような視線を寄よ越こす。

「……んなとこで何やってんの？　……さっさと入れば？」

　いつもの口く調ちようでそれだけ告げて、ぱたんと扉とびらを閉めた。

　……んだよ、あいつ。

　数秒間かん、閉まった扉を見て呆ぼう然ぜんとしていた俺は、どこか白けた気分になってしまい、

「……は、入るか、沙さ織おりももう来るだろうし」

　話を切り替えるようにそう言った。

　だが、扉に向かって一歩を踏み出した俺のシャツのすそを、黒猫が引っ張った。

　話は終わっていないわよ──そう主張するかのように。

「ねぇ……先せん輩ぱい」

「……なんだ」

「私は、あれからずっと、考えていたことがあるのよ」

「……考えていたこと？」

　ゆっくりと振り向く。黒猫は俯うつむいていて、その表情は窺うかがえない。

「ええ。どうしていいか分からなくて──どちらを選んでも後こう悔かいする気がして。こんなに迷ったのは、生まれて初めてかもしれないわ」

　どちらを選んでもとは、何と何のことだろう。俺には本当に、心当たりがなかった。

　だから、大切な後こう輩はいに、何と言ってやればいいのかも、分からない。

「それで……ね。結局私わたしは、ある人を見習って、自分の欲よつ求きゆうに素直になろうと決めたの。思い切り、欲よく張ばりになろうと決めた。……きっとあの女ならこんなとき、どちらかを諦あきらめたりはしないでしょうから」

「……すまん、俺には、おまえが何を話しているのか……」

「……構わないからそのまま聞いて」

　少し震えた口く調ちようから、黒猫の必ひつ死しさが伝わってくるようだった。

「私は──もはや遠えん慮りよはしない。私がちゃんと納なつ得とくできるように、私にとってもっとも望ましい結果がもたらされるように、私なりの全力を尽くすわ」

　──そうでなければ、きっと噓うそでしょう？

　迷めい彩さいされた彼女の言葉は、やはり俺おれには理わ解かりにくく、

　それでも、胸の奥に確かに響ひびいた。




　玄げん関かん前での一ひと幕まくは、表面上じよう、なかったことのように扱われた。

　黒くろ猫ねこと一いつ緒しよに家に入ると、すでに桐きり乃のがリビングで夏コミ打ち上げパーティの準備をしていた。「さっさと手伝ってよね」という何でもない台詞せりふに急せかされて、ゆうパックで届いていた同どう人じん誌しを部屋から持ってくるなどしていると、ほどなく沙さ織おりもやってきて、打ち上げが始まった。

　のだが……。

「……………………」

「……………………」

「……………………」

　テーブルを囲んで集つどう一同。だが、俺も桐乃も黒猫も──むっつりと押し黙だまったまま、飲み物に手を付けようともしない。

　重おも苦くるしい空気がリビングを支配していた。

「？　？？？　みなのもの？」

　沙織だけが事じ態たいを理解できず、当とう惑わくした様よう子すできょろきょろしている。

　しかしさすがの沙織というべきか、『これは何かあったな』と察したらしく、俺おれに耳みみ打うちしてきた。

「京きよう介すけ氏し、これはいったい……どうしたことでござるか」

「…………いや、それが、俺にもよく……」

「きりりん氏や黒猫氏と、何かあったのですか？」

「あった……というか」

　黒猫と家の前で──話していたら……それを桐乃に聞かれちまって。

　それでなんとなーく気まずくなった、というか……。

「う、うまく説明できん……！」

「……やれやれ。たま～にへたれますなあ、京介氏は」

　ごめんね。

「……なにこそこそやってんの？」

　ソファで脚あしを組んでいる桐乃が、考え事をして唸うなっている沙織に冷たい視線を浴びせた。

「いえいえ、皆さん元気がないものですから。どうしたものかな、と」

「……べ、別に、んなことないし」

　ぷい、とそっぽを向く。そんな桐乃に、沙織はずずいと顔を近づけて、口元をωこんなふうにした。

「ふむ、然様さようですか？」

　そしていきなり、ぎゅーっと桐きり乃のの頭をふくよかな胸に埋めてしまう。

「ちょ、いきなりなに!?」

「ふっふ、元気のお裾すそ分わけです。──拙せつ者しや、いつだってきりりん氏の味み方かたでござるよ」

「い、意味分わかんないこと言うなっつーの！」

　なんとか沙さ織おりの抱ほう擁ようから逃れた桐乃は、ぐい、と沙織の胸を押しやって、はあはあと息を荒げる。そこに沙織がニコニコと話しかける。

「少しは元気が？」

「出るかっ！」

　出たみたいだ。

　そうだよな……。沙織まで、事情が分からないながらもフォローしてくれているんだ。

　こんな変な雰ふん囲い気きのままで、いていいわきゃねーよ。

　黒くろ猫ねこにアイコンタクトを送ると、彼女は、ほのかに赤い顔で頷うなずいてくれた。

「……き、気を取り直して打ち上げを始めましょう」

「その前に、報告しておくことがあるんだケド」

　仕切り直そうとした途と端たん、桐乃がおもむろに口を挟んできた。

「……え？」

「あんだよ、桐乃」

　俺おれと黒猫が同時に桐乃を見る。と、妹は目を伏せて、

「──あたし、御み鏡かがみさんと付き合ってるから」

　唐とう突とつにそんなことを口走った。あんまりいきなりだったものだから、俺を含めた皆の反応も、「は？」という当とう惑わくで統一された。

　そんな俺たちに向かって、桐乃はさらに衝しよう撃げき的な発言を突きつけてくる。

　ちょうど俺を真まっ直すぐ睨にらみ付けるようにして、

「……もう、キスもしたし」

「はあ!?」

　目を剝むいて怒ど鳴なると──桐乃は俺の怒ど声せいを受け流すようにそっぽを向いてしまう。

「……あなた……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく黒猫を、桐乃は挑ちよう発はつするように一いち瞥べつして、

「……なに？　なんかあたしに言いたいことでもあんの？　ねえ？」

「………………」

「ないよね？　じゃ、打ち上げ始めよっか！」

　嬉うれしそうな声を張り上げる桐乃。

　しかし──楽しい打ち上げが始まることはなかった。

「────」

　桐きり乃のの台詞せりふを聞いた途と端たん、どん、と音を立てて黒くろ猫ねこが席を立った。

　両拳こぶしを握りしめ、無む言ごんで震えている。

「お、おい……黒猫……どうしたんだよ」

　俺おれが顔を覗のぞき込もうとすると、黒猫は嫌いやがるように首を振り、そのままスタスタと扉とびらに向かって歩いて行ってしまう。扉の手前で振り返り、桐乃を睨にらむ。

「……莫ば迦かなお子様には付き合っていられないから、帰るわ。……勝かつ手てにやっていなさい」

　低く怖こわい声だった。誰だれかが口を挟む間もなく、黒猫は再び俺たちに背を向け、扉を開けて姿すがたを消した。

　黒猫が桐乃に対し、これほどまでに嫌けん悪お感を露あらわにしたのは、きっと初めてのことだ。

　会ったばかりのころの険けん悪あくないがみ合いでさえ、ここまで冷たいものではなかった。

「なにあいつ。感じワル」

　腕を組んで不ふ機き嫌げんな声を出す桐乃。

　くそ、なんだよその態度は！

　……黒猫を追いかけるべきだろうか。

　俺は数秒迷まよったが、しかし意を決して座り直した。そう、いまは──ふざけたことを抜かしやがった、妹への追つい及きゆうが先だ。

「……いまの……どういうことだよ……！」

「はあ？」

「だから！　付き合ってるとか、なんとか！」

　本当は違うことを聞きたかったのに、微び妙みようにずれた質問になってしまう。桐乃は俺を見くだすような瞳ひとみで見つめながら、しかし答えようとしない。

「いつからでござる？」

　妙みように冷静な声で、沙さ織おりが桐乃に聞いた。

「こっち帰ってきてからすぐ。美み咲さきさんにスカウトされて、それを『モデルに復ふつ帰きするかどうかも決めてない』っていったん断って──そのすぐあとかな。二回目のスカウトを受けたとき、美咲さんが彼を連れてきたの」

「へえ」

　彼、ね。『モデルに復帰するかどうかも決めてない』──確かに、帰国した直後、そんな内容の電話をしていた気がする。

「で、なんでそんなことを、『今』言ったんだ」

「……。なんでだと思う？」

　知るかよ。

「──どうするつもりなんだ」




「……あんたは、どうして欲しい？」

「はあ？　てめーのことだろうが。なんで俺おれに聞いてんだよ」

　当然の台詞せりふをぶつけてやると、桐きり乃のは冷えきった視線をさらに細めて俺を一いち瞥べつした。

「あっそ、ま、そーだね」

　そっぽを向いて、ふざけた声でほざく。

「んだそりゃ……」

　バカにしてんのか。

「だって、誰だれと付き合おうがあたしの勝かつ手てなんでしょ？　あんたが言ったんじゃん」

「そうだけどよ……おまえ、ちゃんと考えたのか？」

「……は」

　桐乃は、依い然ぜんとして嘲ちよう弄ろうするような口く調ちようを改めない。

「考えるまでもなくない？　あんないい人他にいないっての。誰かさんと違って顔はいいし？　お金持ちだし？　チョー才能はあるしぃ～」

　イライライライライライライライライライライライラ。

　場の雰ふん囲い気きがマッハで悪くなっていく。

　俺の仏ぶつ頂ちよう面づらを、ゴミを見るような目で蔑さげすみながら、桐乃は御み鏡かがみのいいところをあげつらう。

「それに話がすっごい合うし、趣しゆ味みだって同じだし、もし付き合ったら……僕は絶対浮うわ気きしないって……誓ちかってくれたし」

　そこで語ご気きが荒くなった。

「おまけにちゃーんとあたしの話を聞いて、尊そん重ちようしてくれるしね！　誰かさんと、ち、が、っ、て！」

　んべっ。

　もんのすご──────────────────く腹立つ顔で、舌したを出す桐乃。

　脳の血管がブチ切れるかと思ったわ。

　俺は妹を殴なぐりたがる腕を、必ひつ死しの想おもいで押しとどめ、

　ばんっ！　代わりにテーブルをブッ叩たたいて立ち上がった。

「ああそうかよ！　そんなに言うなら勝かつ手てに──」

　しやがれ！　という叫びは言葉にならず、喉のどのあたりで停止した。ただし消えはせず、黒く濁にごった不ふ快かい感かんは、胃の中へと流れ落ちて沈ちん殿でんしていく。

　桐乃はソファに座ったまま、情なさけない兄あに貴きを、一年前のような表情で見上げる。

「……なに？　続きは？」

「………………知るか」

「あっそ。じゃ、あたし部屋戻もどるから。──あとよろしくね！」

　ばたん！　だんだんだんだんだんだん！

　桐きり乃のはリビングを飛び出し、勢いよく階段を上っていく。

　そうして部屋には、俺おれと沙さ織おりだけが取り残された。

　今日きようは、楽しくコミケの打ち上げをやろうとしていた──はずなのにな。

　……なんだってんだ。

　なんで俺が、こんなくだらねーことで！　こんなくだらねー気分にならなくちゃいけねーんだよ！　ああ……イライラする。イライラする。どうにもこうにもイライラして、まともにものを考えられない。俺は言葉にならない嫌いやな気分を飲み込んだまま、歯を食いしばった。

「……仕方ありません。片付けましょうか」

　沙さ織おりがぽつりと呟つぶやいた。

　その言葉を聞いて──とてつもない罪ざい悪あく感かんがわき上がってくる。

「は────────っ」

　くそ……くそ！　なにやってんだ、俺は。

　沙織に申もうし訳わけねえよ。このお人好しの寂しがりやは、こんなものを見たくって、集まりコミユニテイを維い持じし続けて来たわけじゃない。引っ込み思じ案あんな性格を自己暗あん示じで奮ふるい立たせ、なけなしの勇気を振り絞しぼってオフ会を企き画かくしたのは……趣しゆ味みの合う仲間達たちと集まって、楽しく賑にぎやかに過ごすためだ。もう、寂しくないように。

　こんなつまんない喧けん嘩かで、台だい無なしにしていいわけがない。

「ごめんな」

　謝しや罪ざいの言葉が、自然と口を衝ついて出てきた。

「ほんとにごめんな……沙織」

　怖こわくって、沙織の顔を見られない。きっと、楽しみにしていた打ち上げをぶち壊こわしにした俺に、怒っているだろうから。

「おやおや、何な故ぜ京きよう介すけ氏しが謝るのです？」

　しかし沙織は、柔らかな声と表情で俺を見つめた。

「人間関かん係けいには、トラブルがつきものです。こういう日もありましょう。なに、打ち上げパーティのことならお気になさらず、仲直りしたあと──もう一度、やり直せばいいのです」

「でも……でもよ……」

　なんてことだろう。

　こいつは……このお人好しは……この期ごに及んで、俺を慰なぐさめようとしているらしい。

　心苦しくて、死んでしまいそうだ。

「拙せつ者しや、なにも心配などしておりませんよ？　心配することはない──そう言ってくださったのは、他ならぬ京介氏ではありませんか」

　俺が、沙織の素す顔がおを見たときに、口にした台詞せりふだ。

　沙織は、真剣な声で、力強く言い放つ。

「その言葉を、信じています」

　きっと、どんな命令よりも強力な一ひと言ことだった。

「……そっか」

「はい。どうやら此こ度たびの騒そう動どう、拙せつ者しやの力では、どうにもならないようでござる。……京きよう介すけ氏しのお力を、頼ってもいいですか？」

　バカ野や郎ろう。

　そんなの──

「当たり前だ。どうしたらいいのか分かんねえけど……なんとかするさ」

「ええ」

「失敗したら、ごめんな」

　実のところ、自信なんてない。

　俺おれの情なさけない台詞を聞いた沙織は、すっ……と、眼鏡めがねを外した。

「えっ」

　素顔を見せるのは──こいつにとって、とても、とても恥はずかしいことのはずなのに。

　はらりと髪かみがほどけていく。

　眼鏡を外したとたん、沙さ織おりの頰ほおは、一いつ瞬しゆんのうちに真まっ赤かになった。それでも視線はそらさない。唇くちびるを震わせていっぱいいっぱいになりながらも、俺の目を真まっ直すぐ見てくれている。

「……この期ごに及んで弱気なんですのね、京介さんは。もっと自信を持ってくださらないと」

　そうして沙織は、自分の台詞せりふを実じつ演えんするかのように微笑ほほえんだ。

　────。

　吸い込まれそうな笑顔というのは、まさにこういうのをして言うのだろう。

　頰ほおは羞しゆう恥ちに染まっているのに、その微笑は誇らしげで、確かな自信をたたえていた。

　俺は息を吞のんで固まりかけてしまう。

　ずるいぜ。そんな顔をされてしまったら、弱気でなんていられなくなっちまうぞ。

「……ったく。毎回思おもうんだが、おまえは俺を買いかぶりすぎなんだよ。自じ慢まんじゃないが、俺はたいしたことのない男なんだぜ？」

「……ふふ……そういうことでしたら、こういう激げき励れいの仕方の方がよろしいかしら。もしも仲直りに失敗して、この集まりコミユニテイが壊こわれてしまったなら……」

　たおやかな口く調ちようで、おそろしい未来を口にする沙織。

「そのときは、責任を取ってもらいます。覚かく悟ごしてくださいましね？　京介さんのこと、一生『サークルクラッシャー男』と呼んで蔑さげすんで差し上げますわ」

「そりゃ……おっかねえや」

　そうならんように、せいぜい頑がん張ばりますかね。

　──と、沙織の激励に兜かぶとの緒おを締め直した俺だったが、まさかすぐ翌よく日じつにさらなる急きゆう展開が待ち受けているとは思いもよらなかった。

　俺おれの妹は、いつだって騒そう動どうを巻き起こさずにはいられない。

　巻き込まれるのは、いつも俺で──

　だけどそれももう、今回で最後なのかもしれないな。




　八月十七日。

　桐きり乃のが彼かれ氏しを家に連れてきた。




　本当にいきなりだった。騒動をおさめるための方策を色々考えていた俺が、何か行動を起こす暇ひまさえなかった。午前中、リビングに飲み物を取りに行こうとして扉とびらを開けたら、

「へえ、御み鏡かがみさんはデザイナーをやっていらっしゃるの」

「はい、そうなんですよ。あっ、これ、お土産みやげです」

「まあまあ、わざわざありがとう──」

　御鏡がお袋ふくろとダイニングテーブルを挟んで談だん笑しようしていたのだ。

　はああ？　んだこの状況は──！

　幻げん覚かくかと思ったぜ！　俺は目を剝むいて、扉とびらを開け放った体勢で硬こう直ちよくしてしまう。

「あら、京介」

　お袋ふくろが俺に気付いて声を掛けてきた。続いて御鏡も振り返って、にこっと微笑ほほえみかけてくる。

　一昨日おとといと同じ、邪じや気きのない笑顔だった。

　部屋にいる人物の中で、ただ一人桐乃だけが微び動どうだにしなかった。おしゃれな私服姿すがたで、いつもの席（御鏡のとなり）に座ったまま、どんな表情をしているのか、分からない。

　桐乃は、昨日きのうからずっとこんな感じだ。沙さ織おりが帰った後、自分の部屋に閉じこもり──食事のときも、俺との会話を徹てつ底てい的に避けていた。

　思わず目をすがめた俺に向かって、お袋が促うながしてくる。

「ほら、あんたも挨あい拶さつなさい。この人は、桐乃のカレで──」

「──そこ、俺の席なんだけど」

　無む造ぞう作さに歩み寄りながら、険けん悪あくな口く調ちようで言ってやると、御鏡は慌あわてて立ち上がった。

「ご、ごめんなさい」

「京きよう介すけ！　なに、その態度は！」

「…………」

　うっせえな。なんか、気分悪わるかったんだよ。

「御鏡さんに謝りなさい！」

　お袋の怒りももっともだけどな。

　イヤだよ。だってムカつくんだもん、こいつ。

　我ながらガキ臭い態度である。しかし、こいつが現れたことがきっかけで、いま俺おれたちはゴタゴタしてしまっているのだ。穏おだやかでいられるはずもなかった。

　俺は意味もなく自分の席にどっかと腰を下ろすや、小こ指ゆびで耳をかいて、そっぽを向いた。

「この子はもう──あとでお父とうさんに怒ってもらうからね！」

「？　……そういや親おや父じは？　今日きようは休みのはずだろ？」

「……部屋にいるわよ」

「なんでこっち来ねーの？」

「知らないわよ……あの人はあの人で部屋に閉じこもっちゃって……まったくなんなのかしらねーこの家の男どもは！」

　ちょ、親父！　娘むすめが家に彼かれ氏し連れてきたら、引きこもっちゃったのかよ！

　まじでか？

　はあぁ～……。俺はさらにうんざりとした気分で、直立した御鏡に声を掛ける。

「で……御み鏡かがみ」

「はい、なんですか、京きよう介すけくん」

「あら──あなたたち、お知り合い？」

　お袋の疑問を無む視しして、俺はさらに冷たい言葉を重ねる。

「なにしに来たの、おまえ？」

「え、いや、その──桐きり乃のさんに、呼ばれてですけど」

「チッ、はっきり答えろよ。それでも男か？」

　自分でもどうかと思いつつ、あからさまに妹の彼かれ氏しに絡む俺だった。

「京介、いい加か減げんに──」

　お袋ふくろが席を立つのと同時に、別の場所からガタンという音がした。音がしたのは俺のすぐとなりからだ。横を見ると、桐乃が立ち上がり、無む表情で俺を見下ろしていた。

　ぱぁん！

「……！」

　俺の頰ほおに、強きよう烈れつな平ひら手て打うちが炸さく裂れつする。

「な、なに……しやがる！」

　口内に血の味を感じながら妹を睨にらみ付けると、桐乃は短く呟つぶやいた。

「ウザいんだよ」

　扉とびらを真まっ直すぐ指ゆび差さし、

「出てけ、今すぐ」

　憎ぞう悪おのこもった一ひと言ことだった。さすがのお袋も娘むすめの迫はく力りよくに息を吞のんでいる。

「……チッ。へいへい、出てきゃいいんだろ……！」

　乱らん暴ぼうに立ち上がった俺は、漫まん画がの雑ざ魚こキャラめいた捨て台詞ぜりふとともに、居い心地ごこちの悪いリビングから逃げ出した。

　閉まった扉に背を預ける。扉越ごしに、お袋ふくろや、御み鏡かがみや、桐きり乃のの話し声が聞こえてくる。

　どんな会話をしているのだろう。馬ば鹿かな兄あに貴きでごめんね──そんなところだろうか。

　くそ……！　くそ、くそ……！　最悪だ……！　なにやってんだ、俺おれ……。

　俺はもう、自分が何に腹を立てているのかも、分からない。

　正しよう体たい不明の苛いら立だちと、何とかしなければという焦しよう燥そうが混じり合って胸をざわめかせる。感情のままに、くだらないことをしちまった。

　心の中には後こう悔かいばかりで、ふて寝でもしてしまいたい気分だ。

　だけど階段を上って、自分の部屋に引きこもるわけにはいかなかった。

　──『その言葉を、信じています』

　そうだ。いまの状況を何とかして、もう一度みんなで、打ち上げのやり直しをするのだ。

　その一念だけが、俺の足を動かしていた。




　そしていま、俺は両親の部屋の前にいる。

　部屋に閉じこもったまま、出てこないという親おや父じ。

　──妹に彼氏ができるかもしれない兄貴。

　──娘に彼氏ができるかもしれない親父。

　立場が似ていると思ったのだ。真ま面じ目めな人でもあるから、桐乃と俺の不ふ仲なかについて、相談を持ちかければきちんと聞いて考えてくれるだろうという目もく算さんもあった。よく似た立場の人間と腹を割って話せば、自分でも見えない気持ちの整理が少しはつくんじゃないか。

　相変わらずの他ひ人と任まかせで自じ嘲ちようの一つもしたくなるが、なりふり構ってはいられない。

　俺は扉とびらをどんどんと強くノックする。

「親父──いるんだろ。開けてくれ」

　呼びかけると、ほどなく、

「…………入れ」

　と、重々しい返事がきた。俺は緊きん張ちようした声で「失礼します」と断りを入れてから、扉を開いた。ベッドが二つ並んでいる広い洋よう室しつだ。どちらかというとお袋ふくろの趣しゆ味みが強く出ている。

　この家を建てるとき、親父は和室が良かったのに、お袋の要望で洋室にしたんだってさ。

　恐ろしい印いん象しようの親父様さまではあるが、お袋にはとても優しい。頭が上がらないともいうが。

　親父はガラステーブルのそばにある椅い子すに腰こし掛かけていた。どうやらふて腐くされて酒を飲んでいたらしい。たまの休みだってのに、かわいそうな話である。

「そこに座れ」

「……ああ」

　俺は、テーブルを挟んで親父と向かい合う形で座った。

「……何か用か」

　く……暗い。十歳さいくらい老ふけて見えるぞ親おや父じ。……事情を知らなかったら、重い病気にかかっちまったんじゃねえかと心配するところだ。

「い、いや……リビングから追い出されちまってさ」

「……おまえは何をやっとるんだ」

　呆あきれたようにため息を吐つく親父。いやいや、いまのアンタに言われたくねえよ。

「親父こそ何やってんだ。娘むすめの彼かれ氏しが来てるってのに、自分の部屋に閉じこもってよ……いつもみたいにビシッとやってやりゃいいじゃねえか」

「自分ができんことを言うなバカめ」

「ぐっ……！　でもさ……親父がリビングにいてくれりゃあ、なんというか……だいぶ違うだろ！」

　目をそらすなよ。

「親父」

　再さい度ど発言を促うながすと、ようやく親父は本ほん音ねを漏もらした。

「リビングあんなところになどいられるか、忌いま々いましい」

「だよなあ」

　もの凄すごい同どう意い。

　御み鏡かがみの野や郎ろうは当然ながら、女どもがまたむかつく。

　二人揃そろって家族の俺おれじゃなくて、御鏡の味み方かたばっかしやがって。

　あいつは確かに顔がいい、いいが、中身はただのキモオタなんだぞ？

「ぬうう、母かあさんも、桐きり乃のも、あんなひょうろくだまのどこがいいのだ……！」

「まったくだぜ」

　リビングから追放され、家の隅すみっこで御鏡の陰かげ口ぐちを囁ささやき合う、高こう坂さか家けの男性陣じんだった。

　なんという情なさけなさ。涙が出てくるね。

「ちなみに聞いておくけど、親父は桐乃の彼氏が、どんなやつだったら良かったってんだよ」

「うむ、そうだな……剣けん道どうと柔じゆう道どうに長たけ、優しく、ときに厳きびしく、そして正義のためなら凶きよう悪あく犯に立ち向かうこともためらわない和わ服ふくの似に合あう屈くつ強きような男ならばあるいは……」

　いねェ──よそんな彼氏!?

　つーかそれ、明らかに親父のことじゃねーか。

「京きよう介すけ、おまえ……あの馬の骨と面めん識しきがあるのか？」

　馬の骨ときたよ。

「会うのは今日きようで二度目だ」

「……どういう人間なんだ？」

　どうやら親父、早々に逃げ出してきたせいで、御鏡のプロフィールをなんにも知らないらしい。しかし娘むすめが連れてきた男のことが、気になってしょうがない……ってわけか。

　俺おれも他ひ人とのことは言えないが、めんどくせえ人だな。

「──って感じの、すげえ頑がん張ばってるヤツなんだ。俺が見たところ、少なくとも、悪いヤツじゃなかったよ。桐きり乃のとも、すげー話が合うみたいだしさ」

　正直に印いん象しようを伝えた。ここで噓うそをついても、なんの意味もないからだ。

　……心のままに喋しやべったら、べた褒ぼめになっちまったな。

「…………ふん……」

　親おや父じは、口元を＊こんなふうにすぼめて渋じゆう面めんを作った。

「まだ桐乃は中学生だぞ。……そういうのは、まだ早い」

「いまの中学生は、進んでるから、別に早くはないぜ」

　くそう、さっきから俺は、なんで御み鏡かがみの擁よう護ごをしているのだ。

　困ったことに、誰だれかに人を紹しよう介かいしようと思うと、俺の主観で悪く言うわけにはいかないと意識してしまうからか、逆に褒ほめてばかりになってしまう。

　急速に親父の機き嫌げんが悪くなっていくのが怖こわかったが──仕方ないよな。

　だってこれは、まごう事なき俺の意見なのだから。

　親父が重々しい声で言う。

「桐乃はまだ子供だぞ」

「でも、他の誰だれよりしっかりしてる」

「…………」

「あいつは確かにまだ中学生のガキだけどさ。……付き合うとか付き合わないとか、そういうのはもう、桐乃が自分で決めていいはずだ。あいつならきっとそれができるし、結果には自分で責任を取れるよ」

「…………言われるまでもない」

　親父は渋しぶい顔のまま、酒を一ひと口くち、喉のどに流し込んだ。それから据すわった目で俺をぎろりと睨にらみ付けた。

「なんだ、京きよう介すけ。おまえは賛成なのか？」

「……………………」

　それは、俺にとって、根本的な問いかけだった。

　桐乃に彼かれ氏しがいることに──賛成なのか、反対なのか。

　いみじくも、桐乃と口こう論ろんになったのも、この話題がきっかけだったな。

「………………」

　賛成、と言うべきなのだろう。反対する理由がない。確かに気に食わないっちゃ気に食わないが、この苛いら立だちを上う手まく言葉にできそうにないし、何より自分で口にしたことだ。

「是ぜ非ひもねーよ。桐乃が決めることだろ」

「俺おれは反対だ」

　親おや父じは、腕を組んでふんぞり返り、ハッキリと言い放った。

「いや……親父、そりゃ理り不ふ尽じんだろ。自分で決めさせてやれよ」

「イヤだ」

　こ、このオッサン！　すねた駄だ々だっ子かよ!?

　予想外がいの展開に俺が引いていると、親父はムスッと下した唇くちびるを押し上げ、

「桐きり乃のに恋人だと……？　ぐぬぬ、想そう像ぞうしただけで腹が立つ……！」

　俺も俺も。

　でも！　だからって！　わがまま言うなよ！

「京きよう介すけ……おまえ、ちょっと行って別れさせて来い」

「いやいやいやいや！」

　なに言ってんのアンタ！

「そ、それは……いくら何でも筋すじが通ってないんじゃないか？」

「知ったことか！　何事にも例外はあるのだ！　……くそ、やはり二、三発殴なぐってくる。話はそれからだ」

「傷しよう害がいでクビになるぞ!?」

「構わん」

「構うよ！」

　やっと分かったぜ！　親父が部屋に引きこもってたのは、相手の男のそばにいたら、なんかの弾はずみで殴っちまうからか！

「とにかく俺は反対だっ！　反対っ！　反対っ！　反対っ！」

　両目を[image: ]バツテンにして、反対反対と繰り返す酔よっぱらい。完全に子供である。

　みっともねえ……めちゃくちゃみっともねえぞ親父！

「……へっ」

　ったく……親バカめ。どんだけ娘むすめを溺でき愛あいしてんだよ。

　あーあ。はーああ……。なんか、力抜ぬけちまったぜ。

　俺は、さっぱりとした心持ちで、深い息を吐いた。

　苦く笑しようとともに言う。

「分かった」

「な、何が分かったというのだ」

「俺が代わりに、行ってくる。御み鏡かがみと話して、二、三発殴ってくるよ」

「それで俺の気が済むと思うのか？」

「ああ」

　俺は親父を見習って、ハッキリと即答してやった。

　よく似た立場の親おや父じと話して──分かったからだ。

「俺おれも親父と、同じ気持ちだからな」




　リビングに戻ると、どこに行ったのかお袋ふくろの姿すがたはなく、ジュースやケーキが載のったテーブルを挟んで、御み鏡かがみと桐きり乃のが歓かん談だんしてるようだった。

「……また来た」

　俺に気付くや、目を細め、白けた声を出す桐乃。

　さっき追い出されたばかりの俺が、いまさら何をしに来たのか──そんな空気が、リビングに満ちた。普ふ段だんの俺だったなら、たまらず部屋に逃げ帰っていただろう。

「おう……来てやったぜ……！」

　踏ん張って足を踏み出すことができたのは、沙さ織おりが見せてくれた『お手て本ほん』のおかげだ。

　御鏡は当とう惑わくしているのか、ゆっくりと歩み寄ってくる俺を瞠どう目もくして見ている。

　桐乃だけが立ち上がり、軽けい蔑べつの視線を向けてきた。

「……ちょっとあんた、なんかよ、」

「さっきは悪かったぁ────────っ！」

　俺は妹の目の前に立つや、いきなり土ど下げ座ざした。さっき俺がこいつらに取った態度、そしてこれから俺が言おうとしていることを考えれば、このくらいの誠せい意いは見せて当然だった。

　突とつ然ぜん舞い戻ってきた俺のさらなる奇き行こうに、桐乃も御鏡も、啞あ然ぜんとしておののいた。

「ちょ、え……な、なんなわけ!?」

「ふて腐くされて、おまえの彼かれ氏しにあんな態度を取ってちまって本当にごめん！」

　がつんと床に頭をたたきつける勢いで詫わびる。

　数秒の間があり──頭上から妹の声が降ってくる。

「も、もういい！　つか……そんなことされたら余よ計けいにメーワクだし……出てってよ」

　嫌きらう価か値ちすらない。そんなニュアンスの込められた言葉に、胸が締しめ付けられる。

　俺はがばっと顔を上げて、

「出て行く前に──話があるんだ！」

「はあ!?　あんたと話すことなんかないっての！」

「あいにくこっちにはあるんだよ……！」

　堂どう々どうと声を張った。いまの俺は、かつて親父の恫どう喝かつにさえ耐えきったあのときの俺だ。

　妹の怒ど声せいなんかものともしないし、居い辛づらい空気など、読んでやるつもりもない。

　俺は、冷め切った桐乃の視線に、まっすぐ自分の視線をぶつける。

「昨日きのうおまえ、俺に聞いたよな。『どうして欲しい？』って……」

「────」

　騒さわぐ声が止まった。俺はそのまま先を続ける。

「あのときは『おまえが決めればいい』みたいなこと言ったけど、ありゃ──やっぱなしだ」

「なっ……なにを、」

「俺おれが、おまえにどうして欲しいかってんなら……男と付き合うのなんかやめて欲しい」

　我ながらひでえ台詞せりふだった。仮にも兄あに貴きが、妹と、妹の彼かれ氏しの目の前で、何をバカなことを口走ってやがる。でも、それでもなお俺の口は、正直に動いたのだ。

「……なんで」

　ほとんどこちらに届かない、妹の小さな声。俺は自分の気持ちをそのまま伝える。

　きっと、大切なことだから。

「なんでだろうな、俺にもよく分かんねえ」

　ただ──

「悔くやしいからかもしんねえ。ぽっと出の野や郎ろうに、妹が取られちまうみたいで」

　我ながら勝かつ手てな話だよ。ずっと親バカ貫つらぬいてきた親おや父じとは、ワケが違う。

　最近ちょっとは距離が近づいてきたとはいえ、

　いままでさんざん、かわいくねえ妹だ──って、無視してきたってのに。

　いざ妹に彼氏ができたとなると、イライラして、焦あせって、八つ当たりして。

「でもな桐きり乃の。兄貴が、妹に彼氏ができるのがイヤだなんて──言えないだろ。『妹の気持ちをなんだと思ってんだよ』って、自分のことじゃなかったら絶対そう思うし。逆に自分に彼女ができたとき、妹に反対されたら『なんだそりゃ、そんなの俺が決めることだろ』って怒ると思うし。……だから、あんなふうに言うしかなくて──」

　上う手まく喋しやべれない俺の台詞せりふを、何を想おもっているのか、桐乃は黙だまって聞いていた。

「付き合う付き合わないなんておまえの意志次し第だいだと思うけど……。兄貴としては、やっぱ面白くねえよ。──昨日きのう、おまえが何であんなに怒ったのかはいまだに分からないし、だからその件についてはどうやって謝ったらいいのかも分かない。悪かったって口で言うのは簡単だが、謝るってのはそういうことじゃないだろ。だからせめて、正直なところを言っとこうと思ったんだ」

　少なくともその言葉は、噓うそではないから。

「………………そいよ」

「え？」

「もう……遅いよ……」

　室内が静まりかえる。何が遅いというのだろうか。その場の誰だれもが俯うつむき、黙りこくった。居い心地ごこちの悪い空間が、さらに湿しつ度どと粘ねん度どを増したように感じられた。

　桐乃が黙ってしまったので、俺は額ひたいの汗あせを腕で拭ぬぐい、御み鏡かがみに声を掛ける。

　こいつとも、ちゃんと話をしなければ。

「御鏡……おまえ、桐乃のこと、好きなのか？」

「はい、大好きです。尊そん敬けいしてますよ」

　緊きん迫ぱくした修しゆ羅ら場ばのような空気の中、穏おだやかな微笑ほほえみをたたえたまま淀よどみなく答える御み鏡かがみ。

「それが──どうかしました？」

　こいつはこいつで、たいしたヤツなのだろう。

　こんな異常な状況下かで、『多少驚おどろく』程てい度どで済んでいるのがまず凄すごいし、少なくとも表面上じようは、俺おれに対して呆あきれも怒りもしていない。寛かん容ようといっていいだろう。

　俺がこいつの立場だったら、たぶんもう彼女の兄あに貴きをブッ飛ばしているころである。

　御鏡光こう輝き──。重じゆう度どのキモオタではあるが、それゆえに妹とは話が合うし、さながら超人のような才さい覚かくは、桐乃と同じ高みで悩みを共きよう有ゆうできるのかもしれない。

　顔もいいし、金持ちだし、才能もあるし、話も合う。

　こんな彼かれ氏しがいたなら、桐きり乃のは鼻はな高々でクラスメイトに自じ慢まんできるだろうよ。

　だから兄貴としては、祝しゆく福ふくしてやるべきなんだ。

　よかったじゃねえかと、手を叩たたいて、笑って祝って──




「おまえには桐乃はやらん」




　──クソ喰らえだ。知ったことかよ。

　気付けば俺は立ち上がり、御鏡に向かって心の底からの本音を言っていた。

　言い訳わけをするようだが、これは何も特別な感情じゃない。俺と同じ状況に立った兄貴なら、誰だれだって言ってやりたい台詞せりふだろう。

　まあな……『その感情』が、人によって、強いか弱いかの違いはあるだろうよ。

　そして俺は──




「桐乃と付き合いたいってんなら、てめえ！　この俺に認めさせてみろ！　俺よりもおまえの方が、桐乃を大切にしてやれるってことをな！」




　──めちゃくちゃ嫉しつ妬と深くて！　空気が読めなくて！　往おう生じよう際ぎわが悪ぃんだよ！

　文もん句くあっか畜ちく生しよう！

　何度も繰り返してきた暴走の中でも、今回は特に最悪だ。

　むちゃくちゃでデタラメだ。

　よりにもよって『妹の彼かれ氏し』に向かって──なんてことを言いやがる。

　俺ってやつは──本当にどういうつもりなんだかな。

　俺は『妹の彼氏』を指ゆび差さして、高らかに言ってやった。

「だが残念だったな！　おまえより俺の方が桐乃を大切にする！　ぜってーだ！　だからおまえには桐きり乃のはやらん！」

「……自分が認めた男じゃなければ、妹は渡せないと？」

「そうだ！　おまえがどんなに凄すごいやつだろうが……俺おれは妹が心配なんだよ！　心配で心配でしょうがねえんだよ！　──悔くやしかったら俺を安心させてみやがれ！」

　再び部屋に沈ちん黙もくが満ちた。

　言っちまった。あー……言っちまったぜ。顔から火が出るほど恥はずかしい。

　でも、スッキリしたな。言葉にしてみて改めて自覚した。

　ああ、ああ、白はく状じようする。いまのが俺の本心だよ。

　なんだかんだ言って俺は、妹がかわいくてかわいくてしょうがなく、そんな妹を他の男に取られるのが悔しくて、腹立たしくて、寂しくて。

　そしてなにより心配だった。

　相手はなかなかたいしたヤツだし、桐乃だってしっかりしてる。大だい丈じよう夫ぶだと頭で理解していてもなお、心配だった。心配で心配で、たまらなかった。ウソみたいだ。俺はいまだに桐乃のことが、大だい嫌きらいだってのに。相あい反はんする妹への想おもいが、矛む盾じゆんすることなくここにある。

　あたりには、静せい寂じやくが満ちている。

「……あ……あんた……」

　ようやく生まれたわずかな声も、すぐに止む。

　悪いな、桐乃。

　客きやつ観かん的に見れば、俺は最低の勘かん違ちがい野や郎ろうだ。楽しく談だん笑しようしていた妹たちの輪に空気を読まず割り込んで、空から回りした感情をぶつけただけ。迷めい惑わく千せん万ばんな自己満まん足ぞくだ。これで好き合っていた桐乃と御み鏡かがみの仲がおかしくなっちまったら──一生恨うらまれておかしくない愚ぐ行こうだろうぜ。

　分かってるさ。それでも俺は、こうするしか──いや！

　自分の意志で、こうすると決めたんだ！

　しん──と、静まりかえった室内。

　一秒、三秒、五秒ほどが経たって……初めに言葉を発したのは、桐乃だった。

「……くせに」

　妹は俯うつむき、肩をぶるぶる震わせていた。ぎりっと歯は軋ぎしりしながら顔を上げ、立ち上がった。

「自分はっ！　自分はっ！　地じ味み子ことかっ……あの黒いのとかといちゃついてるくせに！　勝かつ手てなこと言うな！」

　ばんっ！　思いっきり頰ほおを張られた。

「文もん句くあるに……あるに！　決まってるでしょ……！」

　そこで桐乃は、御鏡が持ってきたケーキを、なんと俺の顔面に投げつけてきた。べちゃりと顔にいやな感かん触しよくがあり、さらに胸に衝しよう撃げきが来た。──桐乃が激しく殴なぐりつけてきたのだ。

「このばかっ！　ばかっ！」

　何度も、何度も、殴られる。テーブルの上にあったコップが倒れ、ジュースがこぼれた。

　家の中はめちゃくちゃだ。それでも止めようとは──思えない。

「あのときは気持ち悪いみたいな顔したくせに！　なんでいまさら！　いまさら！　そんなこと言うのよ！」

　濁だく流りゆうのように溢あふれる想いと言葉が、俺おれの胸に流れ込んで来る。

　だけど俺には、勢い任せに紡つむがれた言葉の意味まで、くみ取ってやることができない。

「なんの話だよ！　つうか……麻ま奈な実みとか黒くろ猫ねことかっ……いま関係あるのかよ!?」

「ある！」

　桐きり乃のは完全に感情の制せい御ぎよを失っていた。

　涙をぼろぼろこぼし、必ひつ死しの形ぎよう相そうで取り乱していた。




「ウソなの!! 　付き合ってるとかウソなのっ！　キスもしてないし……！　ぜんぶ、でたらめだったのっ！」




　言い切ったあと──桐乃は、はあはあと息を荒げて、俺の顔を至し近きん距きよ離りで睨にらみ付けてきた。

　力をすべて使い果たしたのか、いまにも気を失ってしまいそうな顔をしている。

　いまの台詞せりふに、どれだけの激げき情じようが込められていたのか。それでも、俺の胸ぐらをつかむ力は強いままだった。断じて離すまいと、意い地じになっているかのように。

　しかし。

「い、いまそんな話してねーだろ!?」

　自分で招いた状況だというのに、何が起こっているのかサッパリ分からなかった。

　妹が発した爆ばく弾だん発言の意味さえ、理解するまでにはあと数秒かかりそうだ。

　話がまるで嚙かみ合っていない──ように思えた。

　それでも事じ態たいは展開していく。

「よかったですね、桐乃さん」

　場ば違ちがいなほど穏おだやかな声。振り向けば、御み鏡かがみが相変わらずの微笑ほほえみを浮かべていた。

　この場でたった一人だけ、事態をすべて把は握あくしている──そんな語り口。

　勢いよく妹の顔を見るも、俯うつむかれてしまう。

「どういう……ことだ？」

　御鏡に、辛かろうじてそう聞いた。しかし彼は俺の言葉など聞こえなかったかのように、桐乃の顔を見つめていた。少しだけ寂しそうに、ハンカチを差し出す。

「これで僕の役目はおしまいです。……ですよね？」

「うん……そう……だね」

　待て待て。え？　なにを言ってるんだ、おまえら……？

　完全に混乱している俺おれに向かって、御み鏡かがみが言う。

「僕が代わりにもう一度言いいますけど……とりあえず、僕が桐きり乃のさんと付き合っているというのは、噓うそなんです」

「噓だとぉ!?」

　ようやくここで、こいつらが言わんとしていることの重大さに気付き、愕がく然ぜんとした。

「はい、キスどころか手も触れてませんよ。『彼かれ氏しのふり』をしてくれって頼まれたんです」

　……『彼氏のふり』って……俺と、あのときと、同じ──。

　え？　え？　じゃあ、なんだ？　俺はこいつらのドッキリに見事引ひっかかって……。

　あんな、あんな……あ、あ、あああ、あんな台詞せりふを!?

　ぬがあああああああああああああああああああああ！　なんだっ、なんだそりゃあ！

「どう……して」

　俺の口からは、それしか出てこなかった。どうしてそんなことをしたのか。

　桐乃は、なんだってそんな訳わけの分からんことをして、大喧げん嘩かに発展するようなことをしてくれやがったのか──。ムカつく俺をバカにして、からかうため？　いや、そんなわけない。こいつがそんなふざけた理由で、友達とのパーティを台だい無なしにするわけがないからだ。

　固く口を閉ざして俯うつむいてしまった桐乃を見かねたのか、御鏡がおずおずと言う。

「──ええと……桐乃さんは、お兄にいさんに、気付いて欲しかったんですよね？」

「ち、違う！」

　桐乃が勢いよく否定した。俺はたまらず口を挟む。

「じゃあ、何だよ？」

「それは……それは！　っ……！」

　喉のどまで言葉がでかかって、それでもなかなか言えなくて。

「あんたがっ……あんたがっ……！」

　桐乃はとても苦しそうな表情で俺を見上げた。

「あんた……が……っ」

　あー……くそ。ちくしょう。

　ギブアップだ。もう、耐えられん。

『桐乃の彼かれ氏し騒そう動どう』が、ドッキリだろうが、でたらめだろうが……俺は妹を大切にする兄あに貴きなのだ。そんな顔をさせておくわけにはいかなかった。

「いいよ」

「え……？」

「無む理りに言わなくていいっつーの」

　ぽん、と、妹の頭に手を置いて、撫なでてやった。
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「あ、あんた……な、なに……」

「なにって……兄あに貴きの義務を果たしてんだよ」

　こいつはイヤがって怒るかもしれないが、こんな顔をされているよりはずっといい。

「……ぅ……ぅっ……」

「な、泣くなよ。……なんだってんだ……」

　本当に俺おれはバカ野や郎ろうだ。やることなすこと裏うら目めに出る。

　俺は泣きべそをかく妹の前で、無ぶ様ざまにあわてふためくしかなかった。




　……蛇だ足そくになってしまうが、この話には続きがある。

　泣いてしまった妹の前で俺がオロオロしていると、

「京きよう介すけ!?　あ、あんたッ!?」

　タイミング悪く、買い物に行っていたらしいお袋ふくろが帰ってきた。でもってお袋が目もく撃げきしたのは、ぐちゃめちゃになった部屋と、困った顔で突っ立っている娘むすめの彼かれ氏しと、泣いている桐きり乃のと、そのそばに立っている（さっきリビングから無ぶ様ざまに追い出されていったはずの）──俺。

　まるで俺が、リビングで大暴れして桐乃を泣かせた直後のよう。

「え!?　いや、お袋、誤ご解かいだって！」

　我ながら説せつ得とく力皆かい無むの言い訳わけである。

「誤解!?　何が誤解だっていうの!?　やっていいことと悪いことがあるって分からない!?」

　そこでお袋ふくろは、はっと恐るべき事実に勘かんづいてしまったような顔になった。

「ま、まさか、まさかあんた──」




「ついに妹に手を出したのね!?」




「ええ──ッ!?」

　ちょ！　お袋！　なんでそうなるんだよ!?

「とぼけるんじゃないわよこの鬼き畜ちく……！　お隣となりの奥おく様さまから聞いて知ってるのよ？　あんたたちこの前まえ二人仲なか良よく腕を組んで駅前を歩いてたでしょう……!?」

　世せ間けんせめーよ！　そんなところまでご近所の目が……！

「まさか兄妹で三さん角かく関係だなんて……！　ダメよ！　お母かあさん絶対許しませんからね！」

「違う！　誤解だって！」

「じゃあなんで桐きり乃の泣ないてるの！　あんたが泣かしたんでしょ！」

「そうだけどさ！　違うんだって！」

　ああもうめんどくせえ──！

　ダメだこりゃ……。

　結局俺おれには、すべてを上う手まく片付けることなんてできない。世せ間けん体ていとか、プライドとか、色んなものをぐちゃぐちゃにしたまま、勢いだけでその場をどうにかしのいできたけれど。

　そんなやり方は、そのうち破は綻たんするんだろうな。

　そのときはそのときだ。

「──聞いてるの京きよう介すけ!?」

「はいはいはいはい──」

　いまはみっともなく、弁べん明めいをするとしよう。




　十数分後──

「おー……いてて、お袋め、思いっきり殴なぐりやがって」

「はは……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　なんとかお袋の誤ご解かいを解いたあと、俺と桐乃と御み鏡かがみは、玄げん関かんの外まで出てきていた。

　御鏡が帰き宅たくするからというのもあるし、邪じや魔まの入らないところで話の続きをするためでもあった。俺が何かを言うまでもなく、「さて」と御鏡が話を切り出した。

「──初めは美み咲さきさんに、桐乃さんの説せつ得とくを頼まれていたんです」

　海外に行くつもりのない桐乃を心変わりさせるため、美咲さんは、もっと良りよう質しつの彼かれ氏しをあてがおうとしたわけだ。ところが御鏡も桐乃も、それにのってやるほど単純なやつじゃなかった。

「桐きり乃のさんはとても素す敵てきな人ですけど、僕には荷が重い相手ですよ。友達としてならともかく、桐乃さんの恋人なんて、僕には無む理りです。到とう底ていつとまりません」

　分かるでしょう？　という自じ嘲ちよう混じりのアイコンタクト。

「ですから京きよう介すけくんの心配は、的まとを射ていたわけですね。あなたは妹さんを護まもるために、正しい行動を選択していた。ばかなことをした──そう思っているのかもしれませんが、胸を張っていいと思いますよ」

「ふん」

　にこにこしやがって。馴なれ馴なれしいやつだ。

「それに」

　そこで御み鏡かがみは、得とく意いげに胸に片手を当てた。

「僕にはもう、心に決めた人がいますから」

「あっそう。誰だれだか分かったから、それ以上言わんでいい」

「すごいですね、エスパーですか？」

　心に決めた相手ってのはアレだろ？　俺おれも知ってるエロゲーヒロインのことだろ？

　くそ、どうしてこんな簡単なことが分からなかったんだ。こいつほど重じゆう度どのキモオタが、三次元の女と恋愛をしようなんて考えるはずがない！

「ハハ、本当のところをばらしちゃうとですね、お二人が兄妹だってことは、美み咲さきさん、とっくに気付いてたみたいなんですよ」

「え!?　まじで!?」

「はい、バレバレだったそうです。よっぽど下へ手たくそな演技だったんですね」

　うっせ。ちっ、そっか……。そりゃまあそうだよなあ……。

「ただ、それでも──同じことです。同じことだと、思います。僕なんかじゃ、二人の仲は裂さけなかった──そう伝えておきますよ」

　また遊びに来ますね、今度は京介くんの友達として。

　そう言い残して、御鏡は帰っていった。




　残された問題、桐乃と黒くろ猫ねこの仲なか直なおりについても、俺が何かをするまでもなく解決した。

　騒そう動どうのあった夜のリビング。ご機き嫌げんで酒を飲む親おや父じをよそに、桐乃は黒猫に電話をかけて、長なが々ながと話していたようだった。──もちろん、その内容は知るよしもない。

　ただし電話を切ったあと、妹は妙みようにサッパリとした顔で言ったものだ。

「──明後日あさつて、打ち上げのやり直し、するから」

　サークルクラッシュしたあげく、沙さ織おりに責任を取らされるという未来は回かい避ひされたわけだ。

　あやせから頼まれていた『調べもの』も、首しゆ尾び良く果たすことができた。

「あやせ。桐乃に彼かれ氏しは、いなかったぜ」

『そうですか、よかった』

　受話ごしに、安心した声が聞こえてくる。

「ところでおまえが持ってたプリクラは、どっから持ってきたものだったんだ？　俺おれ自じ身しんのぶんはきちんとしまってあるし、桐きり乃ののぶんはあいつと喧けん嘩かしたとき、俺に投げてきやがったんだけど」

『……お兄にいさん、桐乃が投げてきたプリクラ、ちゃんと確かく認にんしました？』

「え？　してないけど」

『ならいいです。なんでもありませんから、気にしないでください』

「…………」

　なんのこっちゃ、と肩をすくめた。






















　そして──

　俺おれはいま、黒くろ猫ねこに呼び出され、いつかと同じ校舎裏うらにやってきていた。

　刻は夕暮れ。空は赤く染まり、足下の影かげ法ぼう師しが長く長く伸びている。

　その先で、黒猫がベンチに座っていた。

「………………」

　俺の姿すがたに気付くと、彼女はそっと立ち上がる。聞こえるか聞こえないかくらいの小声で、

「……待っていたわ」

「ああ」

　対たい面めんした黒猫は、夏コミのときと同じ、白いワンピース姿だった。

　清せい楚そな印いん象しようの私服は、そばにそびえる校舎とどこか不ふ似に合あいで、まるで非ひ日常の世界に足を踏み入れてしまったかのような不ふ思し議ぎな昂こう揚ようを覚えた。

「桐乃と、仲なか直なおりしたんだって？」

「……ええ、昨日きのう、電話で。……沙さ織おりやあなたにも、心配をかけたようね」

「構わねえよ。仲直りしたんだったら、よかった。明日あしたの打ち上げ、沙織も楽しみにしてるみたいだったぜ。今度は成功させような」

「うん、うん──そうね」

　こくん、こくん、と穏おだやかな声で頷うなずく黒猫。

　最近、俺に対する口く調ちようが、少しだけ変わったような気がする。

「ところで、ずいぶん長く話してたみたいだけど……桐乃となんの話をしてたんだ？」

「秘ひ密みつよ」

「そっか」

　興きよう味みあったんだけどな。教えるつもりがないなら、仕方ない。

　黒猫は、ふぅ……と深しん呼吸をひとつしてから、話題を切り替える。

「で……あなた。用件は、分かっている？」

　彼女は胸に手を当て、俺を見上げた。俺は困った顔になって、

「いや……『〝約束の地〟であなたを待っているわ』なんてメールだけで分かるわけないだろ」

　この場所だと察することができただけでも、俺の洞どう察さつ力りよくはたいしたもんだと思う。

「そ、そう。まあ、いいわ」

　黒猫はごまかすように耳にかかった黒くろ髪かみをかきあげる。なんだか妙みように、切せつ羽ぱ詰つまっている様よう子すだった。彼女の焦しよう燥そうに釣つられたのか、俺おれの胸はどきどきと鼓こ動どうを速めていた。

「あなたをここに呼んだのは……〝呪のろい〟を……解いてあげようと思って」

「……呪い？」

「え、ええ、呪いよ。いつか、ここであなたにかけた……呪い」

　紅あかい唇くちびるが蠱こ惑わく的に言葉を紡つむぐ。

「あっ」

　俺は呪キいスの意味を察し、かっと顔が熱くなる。同時に黒くろ猫ねこの顔も赤くなった。

　まるで目の前の相手と感情を共きよう有ゆうしているかのような感覚。

「呪いを解くって……ど、どうするんだ？」

「!?　ば、莫ば迦か……っ。あなたいま、何を想そう像ぞうしたのっ」

　心を読んだかのように叱しかられる。勢いに圧おされ、俺は正直に答えてしまった。

「いやだから、たぶん同じことをするんじゃ……ねえかなって」

「そ、そんなことだろうと思ったわ……。まったく……まったく……破は廉れん恥ちな雄おすね」

「ご、ごめん」

　でも、普通そう連れん想そうしちゃわないか？

　下した唇を嚙かんでむくれていた黒猫は、ちらと俺の顔を横よこ目めで睨にらみ付け、

「呪いは──解けないわ」

「は？」

「い、一度かかってしまった呪いは……もう二度と〝解かい呪じゆ〟することが叶かなわないの」

　おい。

「話が違うじゃねえか。確かおまえの『願い』を叶えれば、呪いは解けるんじゃなかったか？」

「そうね。確かに……『私の願い』が叶えば、呪いは解ける。ただ、それはあなたにかかった呪いがなくなるという意味ではないのよ」

　言ってる意味が分からない。黒猫のやつ、完全に電波入ってるが──しかし彼女の余よ裕ゆうのない必ひつ死しな表情を見ると、『いい加か減げんにしろ』なんて言えるわけもなかった。

「じゃあ……〝解呪〟ってのは？」

「もっと強力な呪いで、いままでの呪いを上うわ書がきすることよ」

　そうして黒猫は、世界でもっとも強く、古く、恐ろしい呪いを口にする。




「私と付き合ってください」
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　この告白から数日後──

　俺おれと黒くろ猫ねこは、恋人になった。










　あとがき




　こんにちは、伏ふし見みつかさです。無ぶ事じ、七巻を発売することができてホッとしております。

いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたなら、嬉うれしいです。




　ファンレターをくださった方々へ。

　東とう京きよう都とのがちゃぴんのみどりさま（いつもありがとうございます。今回もたくさんのイラスト、嬉しかったです）、Ｙ瀬さま（中学時代はサッカー部でした）、Ｍ志織さま（桐きり乃のとよく似た立場のオタクっ娘こさんからのお手紙、心強かったです）、Ｓ木さま（コメントの周りにいるキャラたちが可愛かわいいですね）。

　千ち葉ば県けんのＭ子さま（二度目のお手紙、ありがとうございます。mixiメッセージも送っていただいたそうで……すべてありがたく読ませていただいています。皆さんから、mixiやメールでたくさんのメッセージをいただいているのですが、返信できなくてごめんなさい）。

　埼さい玉たま県のＭ戸さま（素す敵てきなイラストありがとうございます！　著ちよ者しや近きん影えいに使わせていただきました。桐乃のモデルは漫まん画がのキャラと実じつ在ざいの人物で何人かいますよ）。

　愛あい知ち県のＫ籐さま（お手紙、かんざきさんに渡しておきますね）、Ｋ根さま（癒いやされるお手紙でした。ねこシスも続き書きたいですねえ）、Ｏ橋さま（誤ご字じの指し摘てきありがとうございます）。

　兵ひよう庫ご県けんのトゥデイさま（ニコ生なま観みてくれてありがとう！　そのコメント、見たような気がします）、こくてんさま（元気の出るイラストとメッセージ、ありがとう！　がんばります）。

　徳とく島しま県のタカ☆タカさま（徳島、また行きますよ！　この本が出るころには、もう行ったあとかな）。

　長なが野の県のＮ山さま（初めまして。パワフルなお手紙ありがとう！　リアや麻ま奈な実みに似ているお友達にもよろしく！）。

　広ひろ島しま県のＹ原さま（瀬せ菜なに共きよう感かんしてくださったとのことで、嬉うれしいです。腐ふ女じよ子しさんが意い外がいとたくさん読んでくれていたみたいで、びっくりしています）。

　三み重え県のＩ東さま（私にとっては、皆さんの応援が支えです）。

　栃とち木ぎ県のＯ川さま（感想＆桐乃メルルのイラスト、ありがとうございます！）、Ｙ大地さま （心強いメッセージ、ありがとうございます。苦労して書いてくださった分、お気持ちが伝わりました）。

　静しず岡おか県のＮ山さま（なんと真ま壁かべのイラスト！　彼は今後も出てくると思いますので、応援よろしくお願いします！）、Ｇ籐さま（にぎやかなお手紙、楽しく読ませていただきました！）。

　北ほつ海かい道どうのＳ籐さま（こんにちはエロメガネさん。こんなに返信しにくいお手紙は中なか々なかないぜ。でも嬉しかったので、またよろしくお願いします！）、Ｓ田さま（すごくたくさんのお手紙、ありがとうございます。担たん当とう編集から渡されたとき、ずっしり分ぶ厚あつくて驚きました。なんとアニメのＥＤテーマ募集にも応おう募ぼしていたいたそうで……！）。

　京きよう都とのＴ山さま（素す敵てきな桐きり乃ののイラストをありがとうございます！　ドラマＣＤ、楽しんでいただけたでしょうか）。

　宮みや城ぎ県のＯ嶋さま（イラスト＆ご感想、ありがとうございます！　すごい作品と並べられてしまいましたが……負けないようにがんばりますね！）。

　香か川がわ県のＴ田さま（いつもお手紙ありがとうございます）。

　岩いわ手て県のひィ～はァ～さま（アニメ、どうやらネット配はい信しんもあるようですよ！　ＤＶＤで揃そろえるとたくさんお金がかかってしまいますので……まずは無料で観てみてください）。

　大変励はげみになっております。ぜひぜひまたお手紙くださいませ。




　現在各かく種しゆメディアミックス関係のお仕事を色々やらせてもらっています。バンダイナムコゲームスから一月二十七日に発売予定のＰＳＰゲーム『俺おれの妹がこんなに可愛かわいいわけがないポータブル』では、『あやせルート』と『加奈子ルート』のシナリオを手がけています。原げん作さく小説の雰ふん囲い気きはそのままに、豪ごう華かなビジュアルとボイスを加えたものになっておりますので、よかったらプレイしてみてくださいね。

　そんな諸もろ々もろのお仕事を十月中には一ひと区切りさせて──この本が皆様のお手元に届くころには、八巻の執しつ筆ぴつに取りかかれればいいな、と。

　なるべく早く続きをお届けできるよう、気き合あいを入れていきます！

　次回は夏休み後半を舞台にした、恋愛編へんクライマックスになる予定です。

　ご期待ください。








二〇一〇年八月　伏ふし見みつかさ
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伏ふし見みつかさ

死んで当然という背水の陣で始めた本シリーズですが、いまだに潰れず刊行が続いていることに、私が一番驚いています。これも皆さまの応援のおかげです。
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かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。

ＨＰ http://nekomimi.tabgraphics.under.jp/
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俺おれの妹いもうとがこんなに可愛かわいいわけがない⑦
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